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　綺麗な刺繍のついた前開きの上着に、黒い絹のズボンというチャイナ服を着た女性が、しずしずと陶器の壷の乗ったカートを押してくる。複雑な香辛料の香りが辺りに漂って、食欲を刺激する。


「うわっ、美味そうだなー」


　柴田浩司は深く息を吸い込んで、嬉しそうに目の前に座った江森五月の顔を仰いだ。七三に分けた黒髪が額に落ち、柴田はうるさそうに首を振るが、髪は余計バサバサになった。


「もうっ」


　困ったように細い眉を顰めるので、江森は笑って手を伸ばし、髪をかきあげてやった。切れ長の鋭い眼は、見る者に冷たいという印象をいつもは与えるのだが、こうやってリラックスしている時にはなんともいえず艶っぽい。さらに目元を和ませて江森の顔を仰ぐ時などは、ふるいつきたくなるほどだ。性格がやや暗いせいもあって、下を向いていることが多いので、上目使いのこの色っぽさに気づく人は少なく、独占出来る幸せを江森は噛み締める。


「でしょう？　それに身体にいいんですよ？」


　江森五月は自然に緩んでしまう口元で答えた。


「身体にいい？」


「うん、薬膳っていうんだよ」


　得意げに宣言する江森である。江森五月はフジ＆ホフマン・ジャパンというちょっと長い名前の製薬会社に所属する営業マン、通称ＭＲ（Medical Representative）である。この店は江森が営業で回っている野田胃腸科病院の院長夫人に教わったものだ。以前、院長夫妻を接待する際、直々にここを指定された。この店は薬膳を中心にした中華料理店なのだ。


　若々しくてさばけた野田夫人は大柄でハンサムな江森の大ファンで「美容と健康にいいし、お値段もお手頃だから、ガールフレンドを連れてきたらいいわ」と勧めた。もちろん江森に男の恋人がいるなどとは想像もしていなかった。


　そして、今江森の目の前にいる柴田浩司・私立Ｊ医大付属病院第２外科に所属する若手外科医が、その恋人であった。


　十二月に入ったばかりのまだ忘年会には早い時期なので、店内に大人数のグループが騒いでいるようなことはなく、静かでいい雰囲気だ。


　この街は新宿から私鉄で二十分程なので、ベッドタウンとビジネスタウンを兼ねており、客は女子会風のグループなどが多い。 駅のすぐ傍のファッションビルに入った便利の良い店なので、いつもはかなり混んでいるのだが、今日は月曜日なのでテーブル席にはゆとりがある。


　中国料理店ではあるが、よく見かけるようなキッチュな雰囲気ではない。


　掛かっている額などもシンプルで、モダンな絵が入っている。ところどころに飾られた青磁の壷や翡翠の原石が中国風というぐらいだ。


　薬膳は美容と健康にいいと最近の女子にはブームなので、上品でおとなしいインテリアは女性をターゲットにしているのだった。


　チャイナ服のウェイトレスが、にこにこしながら壷のスープを皿に取り分ける。


　レンゲで一口味わうと、柴田は不思議そうな顔をした。


「なんか、今までに食べたことのない味だ……でも美味いや」


「漢方薬が入ってるんですよォ」


　江森は説明する。


「浩司さん、いっぱい飲んでね？　病み上がりなんだから」


　柴田はレンゲでスープを掬いながら顔を赤らめた。


「バカ、病み上がりなんておおげさだよッ、風邪ひいただけじゃないか」


「だって、怪我もしたじゃない！」


　一カ月ほど前、柴田はとある事情で左肩の関節を亜脱臼するという目に遭った。そのあと続けて悪性の風邪も引いてしまった。一度快復したものの、そのあとも様々な事件が起り、風邪がぶり返した。


「ね、体力消耗してるんだから」


　心配そうな江森の顔に、柴田は心なごむのを覚え、素直に熱いスープを口に運んだ。


（こいつにも心配かけちゃったもんな……）


　しっかり飲み干すのを見て、江森は内心「よし、よし」と思った。


　じつはこっそり精力増進コースを頼んでいる。


（だって、ここんとこ浩司さんたら、全然なんだもの……）


　柴田の風邪は長引いて、もちろん江森はその間、エッチを我慢していた。


　しかも江森がただいま新人同行として連れ歩いている後輩の渡辺公平、この男はなぜか柴田を「抱かれたい男ＮＯ・１」と慕っているのだが、こいつが看病と称してやたらマンションを訪れる。


　追い返すわけにもいかずにいると、ずるずると深夜まで居座り、当然エッチはお預けである。


　風邪がやっと治って、さらに渡辺のお見舞いもなくなって、しばらくぶりに肌を合わせたところ、柴田はひどく感じやすくなっていて、僅かの愛撫でも達ってしまうという状態だった。その上、達したあとしばらくぐったりとして意識を朦朧とさせていることもあり、これではますます体力を消耗してしまうと、江森はずっと控えているのだ。


　このスープには特別なものが入っている。


（今夜はウンと出来るよ！）


　ニマついている江森に、柴田はふと不審の眼を向ける。


「五月……何か悪いこと、考えてんじゃねーだろーな……」


「とんでもないッ」


　江森はブンブンと首を横に振る。


「それよりッ、次はねぇ、鷄をじっくり煮込んだ、特製の料理だよ！　その前にスープ、お代わりしなよ！」


　スープは特製も特製、スッポンエキスに「至宝（しほう）腎気丸（じんきがん）」という強壮剤が入っていた。これは男性機能回復の漢方薬である。考えて見れば、柴田は感じないわけではないのだから、この薬はあまり意味がないのだが、とにかく江森の頭には「強くなる」の一言しかない。


　そして次の料理も、鷄を蓮の実と枸杞子（くこし）という両方とも滋養強壮作用のあるもので一緒に煮込んでいる。


　コースのとどめは「枸杞子の茶碗蒸し」で、スッポンの肉が入っていた。この「枸杞子の茶碗蒸し」は病後の身体の衰弱に特に効き目があるというものなのだ。


「すっげー、美味いよ！」


　元々食の細い柴田が全部平らげるのを見て、江森は心の中で『やったね！』と叫んだ。






　食事を終えて外へ出ると、裸の街路樹に落ち葉が木枯らしの中をくるくると回っている。十二月の街は、家を目指す人々の足取りも気ぜわしげだ。週の初めの夜なのだから、仕事一色といった雰囲気は仕方がない。


　二人は珍しく月曜の夜、一緒に食事を採れたのだった。月曜日、新人の渡辺は研修会なので、いつものお邪魔虫も今夜はいない。


「なんか、身体がすっごくポカポカするよ？」


　暖冬のせいもあるが、ライナーのついていないトレンチコート一枚でも寒さを感じない。柴田はポケットからハンカチを取り出して額の汗を拭いた。


「薬膳の効果ですよォ、あのね、身体の代謝を促進して、悪いものを汗にして出しちゃうんだよ。デトックスっていうんだ」


「ふーん」


　柴田は身体の芯から力がみなぎってくるように感じていた。


「そーか……そーいや、元気が出たみたいだよ？」


「そう？」


　期待していた答えに、江森は柴田の肩に手をかけ、引き寄せた。


　歩きながら顔を近づけ「……じゃあ、今夜、いい？」と囁く。


　いつも週の初めは柴田の身体を気遣って、求めないようにしている江森なのだが、せんだっての土・日もじっと我慢の子だったのだ。いや、土曜の夜、一回だけヤッたけど。


　もちろんその程度では、精力絶倫の江森にはまるで足りない。


「う……」


　柴田は少し考えていたが、コクリと頷いた。


　このところ、江森が自分を気遣って我慢しているのは分かっている。


（……イッカイなら……いいか）


　それでも「でも帰ったら仕事、あるから、それが終わってからだぞ？」と釘を刺すのは忘れない。


「うんッ！　僕、仕事終わるまで、ちゃんと待つよ！」


　オアズケを食らった犬のような神妙な顔で江森は返事をした。






　マンションに戻ると、早速柴田は分厚い外科学書を持ち出す。リビングのソファで熱心に読み出した。


　江森が風呂を済ませて戻って来ても、顔も上げずに読んでいる。


「あれ、浩司さん、明日は手術のない日でしょう？」


　火曜日、柴田の所属する第２外科は定期の手術はないのである。


「緊急でもあるの？」


　傍へ行って覗き込むと、柴田はやっと顔を上げた。


「ううん、明日、俺、１外（イチゲ）のオペに入るんだ」


「え？　１外？」


　開いているページには肺・気管支の術式が載っている。柴田の所属する第２外科は、主に消化器が中心で、肺・気管支は１外の専門だ。


「浩司さん、１外に移るの？」


「じゃなくって」


　柴田はかぶりを振る。


「１外に『木田博基』って医者がいるだろ？」


「うんっ、木田先生なら僕、良く知ってるよ！」


　江森は元気良く答える。


「コンピューターの話とか、よくするよ。僕、木田先生んちの引っ越しのお手伝いしたこともあるんだよ」


　１外に所属する木田博基医師は、現在臓器移植チームの編成の仕事をしている。２外からも若手を参加させるようとの呼びかけがあり、柴田とあと二人が選ばれたのだ。


「それで、来週の火曜日、生体肺移植の手術があるんだ。慢性の瀰漫性（びまんせい）汎（はん）細気管支（さいきかんし）炎で、肺線維症（せんいしょう）になった人で……」


「え？」


　難しい医学用語の羅列に、江森は首を傾げる。以前にちらりと聞いた言葉を思い出し、「それって、クループとかクルップとかいう病気？」と尋ねた。


「ううん、全然違う」


　柴田はあっさり否定する。事実なのだが、江森は医者ではないのだから知らなくても当然と気づき、ちょっとへこんだ顔の恋人に、一所懸命説明を始めた。


「あのね、クループってのはジフテリヤって細菌のせいで、線維素って糊みたいな膜が、喉から気管支まで出来て、つまっちゃって呼吸が出来なくなる病気だ。ジフテリヤ菌以外で起こる「仮性クループ」という病気もあるけど、もともと、クループって古代英語でカエルとかカラスの鳴き声のことなんだよ。変な咳が出ることからそう名付けられたんだって習った。繊維素性炎症って呼ばれるから、よく間違えられるんだけど、線維素性肺炎てのは、そうじゃなくて肺自体が固くなるんだよ」


　抗生物質のない時代には、ジフテリヤは子供達を死に至らしめる病だったが、今日ではほとんど見られない。


「でも線維性肺炎では、固くなった肺は元に戻らないんだ」


　固くなったスポンジが水を吸わないように、線維化して固くなった肺は、酸素を取り入れることが出来なくなるのだ。


「えっ、なんでそんなになっちゃうの？」と江森は尋ねる。


「うーん、いろんな原因があるんだけど、やっぱ、ウィルスや細菌の感染かなあ。あとは大気汚染とか、化学薬品とか……」


　症例は、長期にわたる感染の結果、肺が線維化してしまっているのだった。そのため、母親と兄から肺の一部を移植することになっていた。


「同時に３チームで手術するから、人手が要るって、俺も入ることになった」


　右側の肺は上葉・中葉・下葉と三つに別れているので、兄の右下葉を取り出し、母親の方からは上下・二つに分かれた左側の肺の下葉を取り出すことになっている。そしてそれを患者の左右の肺に移植するのである。


「取っちゃったあとはどうなるの？」


　江森は少し心配になる。


「肺ってのは風船みたいなもんだから、残ってるのが大きく膨らんで、大丈夫なんだよ」


「へーっ、すごいんだねえ……その手術、とっても難しいんでしょう？」


　江森は感心して柴田を見詰めた。


「それでさ、明日、木田先生が執刀する手術があるんだけど、俺も入るようにって言われたんだ。やっぱ、前もってお互いの手順を見とくほうがいいからってさ」


　柴田はなんでも簡単に言うが、それはとても特別なことなのだと江森にも推察出来た。


「それって、大抜擢なんでしょう？　だって、木田先生って超エリートでさぁ、オペもすっごく巧いって評判だもの」


　柴田はきょとんとした顔になる。


「そりゃ、木田先生はすごいよ？　でも俺は単なる助手だもん。下働きにあんまり上のえらい先生は使えないからさ、俺ぐらいのがきっとちょうどいいんだよ」


（やれやれ、この人って……）


　ここで反論してもあまり意味がないので、江森は首を振りながら自分の仕事にかかった。


　ノートパソコンを開き、集めた資料の整理にかかる。


（木田先生かぁ……）


　今年の三月に、引っ越しを手伝った時のことを思い出す。


　厳密に言うと、木田の引っ越しではなかった。友人である精神科講師の小早川という医師が木田のマンションに同居することになり、江森が手伝ったのは小早川の引っ越しである。二人は親友、との認識だったのだが、最近になって実は恋人なのではという疑いが浮上していた。


「ねぇ、木田先生と小早川先生って、恋人同士なのかなぁ？」


　ソファで本を読んでいる柴田に尋ねてみる。


　柴田はそっけなく「知らねー」と答えた。


（うーん、浩司さんに聞いても意味なかったな）


　だいたい柴田は病院内のことは仕事以外興味がない。よって人間関係など、把握している筈もない。ＭＲである江森の方がよっぽど昇進人事にしろ恋愛問題にしろ情報通である。


　木田博基医師は栗色の髪に線の細い顔、切れ長の二重の眼という絵に描いたような二枚目だ。超エリートという評判に加え、やや冷たさを感じさせる美貌の持ち主で、ナース達の人気を柴田と二分している。美しさということに関しては甲乙つけがたいものがあるのだが、どうも雰囲気はまるで違う。


　江森は一度、「どっちがいいの？」と知り合いのナースに尋ねて見たことがあった。それによると、木田は眺めているだけで楽しく、柴田の方はどこか頼りなげで守ってやりたくなり、「どっちもいい」とのことだった。


　一方、小早川哲雄という医師は、女好きとかお調子物とか評されており、人間味溢れる明るい性格だ。大柄で顔の造りはややごついが、落ち着いた暖かい眼をしている。男臭さに少年のような純なところが同居していて、木田とは別な意味でナースに人気があるのだった。


　若くして講師にまでなっているのだから、力量のある医師ではあるのだろうが、型破りな言動が多いらしい。


　木田と小早川では水と油のようなカップルだが、補い合っていると言えなくもない。


（でもなー、あの二人だと、あんましラブラブって感じじゃないよな……）


　院内で二人が一緒にいるところは何度か見かけていた。自然な態度で長いつきあいとは察せられたが、どうも甘いムードまでは感じられなかった。


（浩司さんだって、病院ではそっけないけど……うっかりするとフェロモン撒き散らしちゃうから、その方がいいかも）


　木田先生の場合は公平な人とＭＲ仲間にもとても評判はいいが、ちょっと頭が良すぎて怖いイメージもある。


　小早川の引っ越しの時を思い出しても、どちらかというと、木田がきびきびと何か言い付けていて、小早川は頭が上がらないように見えた。


（僕と浩司さんはラブラブだもんね！）


　また連想が広がって、ふいに江森は「そうだ！」と大声を出した。


「浩司さん、クリスマス、どうすんの？」


　なんといっても初めて二人で迎える特別のクリスマスだ。豪華にお祝いしたいとずっと思っていた。


　ところが柴田は眼も上げずに「俺、二十四日、当直だから」とそっけなく答える。


「え、えーッ、イブに当直？　ウソでしょッ」


　江森は叫ぶと、キーボードを叩く手を止めた。


　ソファで本を読んでいる柴田を、茶色がかった瞳で悲しそうに見詰める。


「若い恋人同士が、イブに離れ離れなんてッ」


「バカッ、俺たち、いっつも一緒に住んでんじゃねーかッ」


「でもッ、イブは特別ですよお」


　確かに気持ちは分かるが、


「大学病院じゃ、若手は奴隷働きだから、しょうがねーだろ！　それに、特にイブは若い医者は厭がるし、マイホームパパもやりたがらねーし……仕方なくて、俺になったんだ」


　柴田は読み掛けの医学書を閉じてキッパリ言う。


「浩司さん、恋人と過ごすって、言わなかったんですかッ」


　江森の咎めるような目付きに柴田は真っ赤になってしまう。照れ屋で口下手の柴田が、当直を決めている医局長の大月に、そんなことを言えるわけがないのだ。


「バカか、俺はホモで、男と同棲してて、で、今年はそいつとイブを過ごすから当直外せ、って言うのか？」


「まさか、そこまでは言わなくていいと思うけど」


「まー、でも、その替わり正月は外してもらったから」


　江森はぱっと明るい顔になると、コンピューターの前からソファに移った。


「そーだね！　大みそかからずーっと一緒に過ごして、初詣でして……（帰りにラブホテルで姫初めして、と、心の中で江森は思う）そっちのがいいや！　イブはどこも、すっごく混んでるもんね！」


　げんきんな男である。柴田の肩を抱くと、ウキウキしながら続ける。


「それにさー、レストランのクリスマスメニューなんて、お仕着せでたいして美味しくないんですよォ、イブなんか、若いカップルばっかで入れ換え制になってたりして、ぜーんぜん落ち着けないしィ」


　胸の中の柴田が身体を固くしたことに気付かない。


「混むから、料理なんて、前の日から作りおきするんですって！」


「………お前……良く知ってんじゃねーか……」


　暗い声がするので江森が驚いて見下ろすと、柴田が冷たい眼でこちらを睨んでいた。


「……クリスマスディナー……去年までどうせ女と一緒に食ってたんだろ……」


（ゲーッ）


　ヤブヘビである。


「……俺はずーっと……イブに当直してたよ……お前みたいにモテねーしさ……どうせ俺はお前とするまでバージンだったよ」


「ちっ、違いますよオッ、ほら、グルメの本とかに出てたんですよオッ」


　急いで抱き寄せて髪に口付ける。


「……ホントかァ？」


「そうですよオ、あ、じゃ、こうしましょッ、今週の土曜日、早めにクリスマス、二人でしちゃいましょ、ね？」


　背中を撫でながら、必死に機嫌をとる。


「……土曜日か……イイかもな」


「ね？　僕、木・金と甲府で学会の手伝いがあるから、泊まりだけど、土曜日はもうお昼でフリーになるから、新宿なんか、どうかな？」


　柴田は少し機嫌を直す。


「……新宿か……しばらく行ってねーな」


「僕、特急で帰ってくるから、駅で待ち合わせてさ、激安ショップでコンピューターとか見て、で、御馳走でも食べよ？」


　江森は柴田の顔を窺いながらソッと前に手を廻す。


「ウン……いいよ」


「じゃあ約束！」


　言いながら、既にシャツのボタンを外していた。いつもシャツの下は素肌なので、手を差し込むとすぐ突起を探り当て、軽く摘むとそのまま揉みしだく。


「ア……ッ……ンンッ」


　甘い声が漏れ始める。が、身体を捩ると、咎めるように江森を睨む。


「ンッ……ま、まだ早いよッ……」


　江森はクスリと笑うと、柴田の上に覆い被さる。


「そうだね、浩司さん、感じヤスくて早いから……」


「ちっ、ちが……そーゆー意味じゃ……」


　喘ぎながらも身を離し、柴田はシャツの前をかき寄せた。


「ま、まだっ、俺、フロ入ってないしッ」


「だってオペ室でシャワー、浴びてきたんでしょ？」


　午後にオペのある日は必ずそうしていると、もう江森は柴田の行動を把握している。


「でも、さっき汗かいたから……」


　確かに江森が合わせ目から手を入れると、しっとりと汗ばんだ肌が吸い付いてくる。


　コロンに何か不思議な香りの混じった匂いがふわりと鼻をくすぐった。


「さっきの薬膳の移り香かな？」


　香辛料の香りが髪や肌に染み付いているのだ。いや、汗自体も何か爽やかでいてそして甘い香りがする。薬膳の効果なのだ。


「いい匂い！」


　江森は汗ばんだ柴田の肌に、犬のように鼻を押し付ける。


「うわーッ、もったいないよ、流しちゃあ！　僕に食べさせて！」


「だ、駄目……」


　弱々しい拒絶の声を無視して、江森は柴田をソファに押し倒す。シャツの前を開くと、ジッパーを下げて手を忍び込ませる。下着の上からまだ柔らかいものをたなごころに包んで柔らかく揉んだ。


　柴田は抵抗を諦めて江森に身を委ねる。ここまで来ると江森がたいがい後へは引かないのは承知しているのだ。


　先程摂った薬膳の影響か、身体中がぽかぽかと暖かいのは自覚していたが、その熱が江森の手に促されて下腹に集まって来た。


「あ……」


　いつもの感覚が訪れる。あそこへ急速に血液が流れ込み、そのせいで脳が貧血状態になる。ふうっと目の前が暗くなった。


「あ、ああッ」


　小さく悲鳴を上げるので、江森は驚いて手を止めた。


「達っちゃった？」


　湿りは感じないが、江森は急いで下着を降ろして確かめる。先端は濡れているが、まだ放った形跡はない。


「じゃ、痛かったの？」


「ん……違う……ちょっとクラっとしちゃってさ」


「ごめん、浩司さん、やめようか？」


　江森の心配そうな瞳に、柴田は笑って応えてみせた。


「ううん、だいじょぶ……それに俺ももう、こんなだもん」


　確かに薬膳の効果か、下腹のモノは元気よくそそり立っている。


「良かったー、こないだも浩司さん、僕が触った途端、デちゃったもんね」


　精力増進コースが効いたと江森は満足げに頷く。


「ほんと、バージンに戻っちゃったかと思って心配したよ、僕」


「もうっ、どうせ俺は早いよッ」


　拗ねて横を向く柴田を、江森は笑いながら抱き寄せる。


「早いんじゃなくて、感じやすいんだよ、浩司さんは」


　愛撫に感じてくれるのは嬉しいのだが、触った途端にイッてしまうのでは今一つ張り合いがない。


（うんと喘がせて、もっともっとって言わせるのが男のカイショウだもんね）


　思いながら江森は注意深く後ろを指で開く。前には触れないようにと気をつける。今の柴田は同時に刺激をするとひとたまりもないのだ。


「あ……んッ、五月ッ」


　ようやく根元まで柴田はなんとか堪えながら呑み込んだ。


　そして得意そうに「で、出そうになったけど、俺、我慢したぞ？」と言う。


（ホント、この人って可愛いよな……）


　江森が腰を揺らし始めると、柴田はうっとりと瞼を閉じた。


「ああ……イイ……」


　前に集中していた熱が今度は後ろへと伝わって行く。後ろの江森を呑み込んでいる部分が、燃えるように熱くなって来た。


「ああ……熱い……蕩けそうだよ、五月……」


　お互いの汗ばんだ肌も心地よい。


「浩司さんのナカもスッゴク熱いよ」


　久しぶりに電灯を点けたままの行為で、柴田の肌が桜色に染まって行くのを江森はうっとりと眺めた。ついでに表情を窺うと、夢を見ているような穏やかな様子に時折恍惚の色がよぎる。最初の波を堪えたあとは余裕をもって受けているようだと江森は一安心する。


「やっぱ、精力増進コースが効いたね！」


　得意げに言った途端、柴田が眼を開いた。


「え？　体力つけるって言ったんじゃなかったっけ？」


　江森は慌てて言い訳する。


「だからぁ、男にとっては、体力イコールあれってことですよォ」


「な、何か変なもん、食わせたんじゃねーだろーな！」


　本当のところ、スープには「至宝腎気丸」の他にも沢山の男性機能回復用の生薬が含まれていたのだ。


　しかし江森はしらっととぼけて腰を突き上げる。


「んなこと、ないよォ、普通の、栄養がいっぱいある奴だよ？　それより、浩司さん、うんともってるじゃないの！　元に戻ったね？」


「う……」


　確かに江森の言う通り、久しぶりに江森のモノを味わっていることは事実だった。このところ、味わう間もなく達（い）ってしまっていたのだから……。


「うん、そうだね！」


　柴田はにっこりすると自分から足を絡め、江森の腰を引き寄せた。


（ほんと、トロくて可愛いよな、浩司さんって……）


　やがて懐かしいあの波が自分を捕らえるのを柴田は感じた。


「ああ……お前の……」


　流されそうになって踏みとどまるが、すぐ次の波に高みへ押し上げられる。


「あ……も……」


　力強いものが自分の中へ侵入してくる。ざぁっと引いて行く波を、必死で締め付けて捕らえようとする。すぐ次の波が押し寄せ、あっと言う間に駆け登った。


　大きな手が前を握り、肩にも腕が回される。


「イ……クウッ」


　全身で砕け散る波を受け止める……。弾けて深みへと引きずり込まれるのを、力強い腕が抱きとめてくれた……。


「ああ……」


　うっすらと瞼を開け、江森が傍にいることを確認すると、柴田は手を伸ばして首にすがりついた。


　まだ身体が熱い……もっと、もっと愛し合いたい……。


「もっと……お前の……」


　真っ赤になって囁く。


「浩司さん、いいんだね？」


　江森は大きく動き始める。


　薄れて行く意識の底に、


「土曜日の約束、忘れないでよ……」


　江森の囁きだけが耳に残った。









２




　土曜日、柴田は朝からフル回転で仕事に励んだ。


　江森との約束は四時だが、オフデューティとなる三時には病院を飛び出し、待ち合わせの場所へ行く前にプレゼントをゲットするつもりなのだ。


　先月は江森の誕生月だった。柴田はボルボを買ったほかにカシミヤのコートを贈り、それに合うマフラーをクリスマスプレゼントにともう決めていた。


　あまりにもオーソドックスなのだが、柴田の頭ではなんとかここまでがやっとである。


　土曜日というのはやはり、病院内でも平日とは少し違う雰囲気が漂っている。


　恋人がいる者や新婚さん達は、勤務が明けるといそいそと帰っていくし、これから勤務の人間は仕事の顔をしているが、ちょっと仕事が一段落すると、家族に明日の予定の連絡を入れたりしている。


　日曜日は外来の診察がないので、土曜日の夜に非番になるナース達が、ちょっとしたコンパの計画を立てていることもあった。


　午後になって三病棟のナースステーションでカルテを書いていると、顔なじみのナース達に誘われてしまった。


「センセー、もうすぐ帰れるんでしょ？」


「あたしたち、非番の人だけで、ミニ忘年会、早めにやるんですけどー」


「これからご一緒、しませんか？」


　これはもちろんからかっているのである。柴田が約束ありげに仕事を超特急で進めていることなど、すっかりお見通しなのだ。


「えと、いや……今日はちょっと」


　柴田はデートがあるからと言えずに、赤くなる。


「あらー、何かご予定でも？」


「外せない約束なんですか？」


「どこ、行くんですかぁ？」


　みんなで取り囲んで覗き込むので、柴田はたじたじとなった。


「う……その」


「ちょっとだけ、お時間、ありません？」


「いや、時間ないんだ」


　やっとのことで掠れかかった声を出してそこまで言うと、後ろを向き、カルテをわしづかみにして鼻を突っ込む。


　必死のボディトーキングでようやく断るのを認めてもらえたようで、ナースの輪から解放された。


　ナース達は柴田の背中で楽しげに眼を見交わし、これで話の種も出来たと、にこやかに散って行く。


　しばらく必死で仕事をしていると、木田博基医師がふらりと現れた。


「あっ、木田先生！」


　柴田は立ち上がって挨拶する。


　木田はいつもの半袖の白衣で、フレームレスの眼鏡をかけ直すと、にっこりと柴田に笑いかける。


「柴田先生、火曜日はどうもご苦労様だったね」


「あっ……」


　火曜日、柴田が木田の助手として入ったオペは、肺膿瘍の症例だった。


　細菌感染を繰り返し、右中葉に膿が溜まり、中葉の全切除をしなくてはならな い。その際、組織が破れて膿が胸郭に流出したら大変なことになる。胸膜の癒着が強く、剥離には困難が予想され、手術自体は難しくはないものの、手ごわい症例だった。


「柴田先生のおかげで、時間も早く済んだし、癒着も巧く剥がれて、助かったよ」


　木田が頭を下げるので、柴田は飛び上がった。


「んなッ、俺ッ、血、止めてただけです。それより、先生の手、見られて、勉強になりました」


　木田は柴田の慌てように笑みを零す。


「いや、麻酔科も感心してたよ。手術時間が短かったから、術後の無気肺も起こさなかったって」


　肺の手術の時は、脇腹を下にして横を向いた状態の体位を取ることが多い。


　今回は右肺の切除で、当然右側を上にしていた。そうなるとどうしても気道の分泌物などが下になっている肺の方へと流れ込む。ひどい場合はそれが貯留して気管支を塞ぎ、無気肺をおこしてしまうことがあるのだ。


　片側の肺を手術し、健側の肺が無気肺となれば、リカバリーも遅れてしまう。ところが今回は、一日で人工呼吸器から離脱出来たので、麻酔科医は感心していた。


「一日で抜管出来たからね」


　相変わらず柴田は褒められたという気分にはない。


「そうですか、良かったですね」とだけ言った。


　木田は苦笑しながらも「それより」と言葉を繋いだ。


「来週の生体肺移植なんだが」


「はい」


　顔を引き締めて柴田は木田を見上げる。


「先生にはドナーからの切除チームに入ってもらうつもりだったんだが、嫌でなかったら僕のチームに入ってくれないか」


「ええっ」


「時間的拘束が長くなっちゃうんで悪いけど、どうかな？」


「とんでもないッ」


　柴田はこくこくと首を振る。


「で、でも、俺なんかでいいんですか、木田先生？」


　不安げに尋ねると、木田はまたにっこりする。


「この前のオペ、早坂准教授が見ててね」


　早坂准教授は木田の属する肺・気管支チームのトップだ。この秋、准教授に昇進したばかりで、オペの腕には定評がある。


「レシピエントチームの第１執刀医は早坂さんなんだ。で、僕が第２執刀医になる」


　木田は柴田に説明する。


「早坂准教授が直々に、君を入れたいって言ってるんだ。第３執刀医として入ってくれないか？」


　早坂・木田と一緒のオペに入れるなんて……柴田は胸が高鳴って来た。


「こちらこそお願いします！」


　木田が去ると、柴田はボーッと上気した顔でまたカルテ書きに戻った。


（すげー……これって五月のおかげかもしんないな……）


　薬膳の効能か、月曜の夜、セックスをしたあともまるで柴田は疲れを感じなかった。ばかりか、火曜日にはえらく身体が軽く感じられ、オペに入った時は絶好調だったのだ。


（うん、五月のおかげだ！　あいつ、ホント、すごいよな……俺のために、いっつも色々、考えてくれて……）


　恋人と親密な時を過ごせば、たいがいの男は仕事も絶好調になるものなのだが、今一つずれている柴田なのだった。


　ナースステーションで木田と柴田のやり取りをかいま見ていたナースが、ほーっと溜め息を漏らす。


（ツーショット写真、撮っときゃ良かったっ！　そうすれば五病棟で高く売れたのに……）


　五病棟には「木田ウォッチャー」と呼ばれるナース達がいた。


　三病棟の柴田の場合には、研修医の頃から綺麗な顔で目立っていたので、ナースが何人かアタックを仕掛け、「悪いけど、俺、女に興味が持てない」という説得力のある一言で断られていた。


　その結果、誰も出し抜けない共通のアイドルとして、かまわれるようになったのである。


　木田の場合はいかにも怜悧そうな雰囲気で近づき難く、アメリカ留学が長かったため、優秀な医師という前評判も高かった。


　憧れの目を向ける人間は男女を問わず多かったので、それとなく近づいて探りを入れるというシーンはしばしばあった。そういった場合は必ず社交的な会話のうちに、あっさりとその気はないとかわされ、恋心の芽を摘まれるのがお決まりのコースだった。


　クールな木田は女嫌いなのか、学問が恋人なのか、ひそかに決まった相手がいるのかと、謎に思われていた。


　ところがこの夏、精神科の小早川講師が、何と五病棟のナースステーションで木田に告ったのである。


　周りにたくさんの人がいた中というわけではなかったものの、話をしっかり聞き付けたナースがいた。以来、「木田ウォッチャー」が誕生したという訳だった。


　将来第１外科を背負って立つという木田医師の趣味には誰もが驚いたのだが、まあ、エリートは変わっているのかもという結論に落ち着いた。


　小早川講師の周辺では元々のプレイボーイという評から、「なるほどついにこれで年貢の納め時」説と、「いずれは別れるに決まってる」説がまだ両立して争っている。「別れる」派では木田医師に捨てられるという意見が大半を占める。


　こうした事情はもちろん、三病棟の近藤ナース長はすべて熟知していた。


　病棟日誌を記載していた三病棟の近藤ナース長は、違う感慨で木田の後ろ姿を眺めていた。近藤ナース長は言わずと知れた三病棟の「柴田ファンクラブ」の会長である。


（ほほう……木田先生は、柴田先生と並ぶと『攻め』っぽいですねぇ。しかし、柴田先生はやはりオール「受け」ですね）


　渡辺公平がその場にいたら、異議を唱えたに違いなかった。








　土曜の午後、しかもクリスマス前とあって、いつもは空いているデパートの紳士服売り場には、客の影が多かった。


　それは予想していたのだが、なんと紳士物なのに売り場には女性客が多く、柴田はその中へ入って行ってマフラーを選ぶ勇気が出ず、さっきから言ったり来たりを繰り返している。


　女性客の大半は恋人へのプレゼントを買い求めに来ているようだ。


　男の柴田が男性用マフラーを買うのに何の疑問もない筈だが、売り子の綺麗なお姉さんに「ご贈答用ですか？」などと尋ねられたらあらぬことを口走ってしまいそうで、柴田は二の足を踏んでいるのだった。


　本当は目の前の女性が「プレゼントですから綺麗なリボンとカード、お願いしまーす」と屈託なく言っているのがうらやましいのだ。


（お、俺も……リボン、つけてもらいたいけど……）


　ラルフ・ローレンやらディオールやらの有名ブランドがずらりと並んだコーナーでディスプレイを窺っていると、レジの近くに溜まっていた華やかな女性客の群れの中から、二人が急にこちらを向いて小走りに突進してきた。


　何か急いでいるのかと、思わず通路の脇に寄って避けると、二人は、


「柴田先生！」


「やだ、逃げないで下さいよー」などと声を掛けてくる。


　柴田にとっては女性の顔は髪型が変わっただけで、もう半分わからない。


　何しろ、日頃顔を合わせているナース達でさえも、白衣と名札といつもの髪型と声があってやっと判別出来ている状態なのだ。


　聞き慣れた声と親しげな態度でようやく知り合いの女性らしいと感づく。


「柴田センセったら、寺内ですよ」


「あ……寺内君」


　近くまで来ると、さすがに黒いジャケットを着た子がいつも見ている三病棟勤務の若いナースとわかった。連れの女の子も見たことがある。


　もう一人の子は「栗原でーす！　放射線科外来勤務なんですよ」と柴田の顔をじっと見る。


「あ……ども」


　もちろん寺内は三病棟の柴田ファンクラブの会員だ。栗原は寺内の親友で、これまた江森と柴田のカップルのことは熟知していた。放射線科医の芝元が柴田を狙っていることも。


　栗原は柴田の後ろのディスプレイに目をやり、「センセ、お買い物ですかぁ？」と尋ねる。否定するのもなんなので、柴田はコクリと頷く。


「なに、買うんですかぁ？」


「……マフラー……が……いいかな……って」


　ぼそぼそとつまりながら答える柴田に、栗原はピンときた。


「ひょっとしてクリスマスプレゼントですかぁ？」


「う……」


　図星を指されて、柴田は一歩後ろへ下がった。


「もう決めてるんですかッ？」


「どんなのですかぁ？」


　二人に迫られ、柴田はぶんぶんと首を横に振った。


　栗原と寺内は同時に顔を見合わせ、ニンマリとする。こんな美味しいシチュエーションを見逃す手はない。


「センセ、迷ってるならお手伝いしますよッ」


「私達、選んであげますよぉ」


　ほとんど両腕を抱えられ、柴田はすぐ後ろの店舗に引きずり込まれてしまった。


「マフラー、見せてくださーい」


　栗原が元気な声を出す。


「こちらへどうぞ」


　一角にはマフラーの乗ったワゴンがあり、その後ろのディスプレイにもマフラーを小意気に首の回りにかけたマネキンが飾られている。


　柴田は栗原と寺内が積極的に売り場の女性に声をかけ、次から次へとマフラーを広げさせているのでホッとしていた。これならあまり自分は喋らないですむ。それに最初に勧められたのを断り切れないで買ってしまう、などという事態も避けられそうだ。


　栗原は「やっぱ、カシミヤ１００％よねー」と言いながら、両手に一本ずつマフラーをかけ、持ち上げた。


　品の良いグレーとオーソドックスな茶系のタータンチェックのものだ。


「あ、タータンチェックの、いいんじゃない？」


　寺内が指さす。しかし栗原は「センセ、江森さんのコートは何色なんですか？」と尋ねた。


「やっぱ、色、合わせないとね」


　ＭＲは大概地味な色のスーツだ。しかも車を利用する彼らはあまりロング丈のコートは着用しない。しかし江森が柴田から誕生日のプレゼントとしてコートを貰った、という話はすでに伝わっている。


「紺色だったら、グレイなんかがすごく合いますけど、何色なんです？」


　柴田は頬を赤らめて「……え……キャメル……かな」と答えた。


「あー、いい色ですねぇ、エモちゃんの髪と眼の色にぴったりだわー」


「さっすが、柴田先生、ラブラブですねッ」


「うう……」


　結局栗原は明るいエンジ色の無地を選んだ。


「これなら普通のダークスーツにも首から垂らすと、お洒落ですよ？」


　そして売り子に「クリスマスプレゼントですから、綺麗なリボン、つけて下さいね！」と念を押す。


　品物を受け取ると柴田は「どーも……ありがとう」と神妙な顔で礼を言った。


「いーえ！」


「こっちこそ、ありがとうでーす！」


　皆に話の種が出来たと、二人はにっこりする。そして「ひょっとして、これからデートですかぁ？」と突っ込んだ。


「う……」


　ユデダコのように真っ赤になる柴田に、二人は、


「安心して下さいよー、私達、これからタカラヅカ、観に行くんですから」


「ついってたりしませんから！」と言ってやった。






　この時期、やたら街に流れているのは『ＷＨＡＭ！』の「ラストクリスマス」と山下達郎だ。どちらも歌詞を良く聞くと、いまいち甘々とも言えないのに……特に山下達郎の方はあんまりだ。「きっと君はこない」なんて……。


　柴田浩司は描いたような細い眉をひそめ、目の前のデパートの前面に飾られたカリヨン時計を睨む。


（もう二時間も待されているのに……）


　切れ長のやや険のある眼を鋭く周りに注ぐ。


　しかし、見慣れた大柄の身体はどこからも現れない。四時の待ち合わせはとっくに過ぎ、身体はすっかり冷え切っている。


　背筋をブルルと震わせると、七三に分けた髪がバサリと額に落ちた。が、髪を掻き上げる気力もなく、溜息をついて歩道橋の欄干に寄り掛かると足元に視線を落とす。


　バーバリのコートに身を包み、それほど背は高くないが細身で均整の取れた体つき、細い通った鼻筋と華奢な顎にただでさえ目立つ美貎は、俯くと陰がさして妖艶といってもいい。


「ねえ、君」


　声で振り向くと、紺色のカシミヤのコートを着た中年の上品そうな男性が立っている。


「待ち人来らず、かい？」


　親切そうに話し掛けてくるのを、プイと横を向いた。


「……いえ別に」


　取り付くシマがないので、男は残念そうに去って行った。が、その前に「良かったら連絡して」と、手の中に名刺を押し込んでいく。


（クソ……どーせ振られたマヌケに見えるんだろーよ……）


　さっきからやたらと人に声をかけられていた。


（みんな、人をバカにしやがってッ）


　実はナンパされていることに気付かない柴田であった。


　でも良く考えると、と柴田は思う。いつも待たされているのは恋人の江森五月の方なのだ……緊急オペが入ったから、とか、患者の容体が急変した、とか言って、二時間、三時間はザラに待たせたことがある。そのたびに江森は、「お医者さんは忙しいから、しょーがないですよォ」と言ってくれた。


（仕方ない……いつもは俺が、待たせてんだもの）


柴田はまた深く溜息をつくと、トレンチコートの襟を立てた。








　そして一方。

「ああもう、このまま降りて走ってっちゃいたいよーッ」


　江森は明るい色の真ん中分けの髪がクシャクシャになるのもかまわず、車窓にぴったり額をつけ、外のゆっくりと動く景色を見詰める。まるでスピードがあがらないので、茶色がかった大きな眼を悲しそうに伏せた。優しそうな甘い顔立ちは、こういう時は本当に子供のようにあどけなく見える。


　こんなはずではなかった……甲府から乗った特急は、ポイント故障でもう二時間以上も遅れているのだ。


　いつも待ち合わせに遅れてくるのは柴田の方なので、今日も方向オンチの柴田のために、絶対間違えない場所を指定したのだが……。


「どっか、喫茶店かなんかに入って、待っててくれるといいけど……」


　世間知らずの柴田はそのまま、歩道橋の上で立って待っているかも知れない。イライラとキャメルのコートのポケットに手を入れ、中の箱を確かめる。さっきから何度も触っていて、実はリボンがクシャクシャになりつつあるのだが、江森にはそんなことまで気を廻す余裕はなかった。


　今回の出張は山梨大学医学部だったのだが、甲府市内に泊まるより少し離れた石和（いさわ）温泉に宿をとる医者達が多かったため、一昨日も昨日も、コマネズミのように働かされた。甲府に大きなホテルが少ないという理由もあったが、もちろん石和温泉の方が遊ぶのに好都合だったからである。温泉と言えば芸者遊びで、江森たちＭＲは当然芸者の手配までしなくてはならなかった。ばかりか、ハンサムで若い江森は芸者たちにも気にいられ、散々お座敷遊びの相手もさせられてしまった。柴田に知られたら大変なコトになる……。


　だが石和温泉に泊まったのも悪い面ばかりではなかった。コートのポケットの箱がそれである。


　江森の着ている明るいキャメルのコートは、柴田からの贈り物だった。ゼニアのチェスターフィールドコートは、多分三十万以上はすると思う。むろん、この手触りは１００％カシミヤだ。江森の資金力ではとても見合うようなお返しは出来ない。しかも柴田は、江森がムダ使いをするのをひどく嫌う。少し高めのものを買おうとすると「お前は長男だろッ、もっとちゃんと、計画的に金を使えッ」と怒鳴ったりするのだ。おかげで江森はいつも、ネクタイしかプレゼント出来ない。


　それがが今回は、冬のボーナスで少し奮発しようと思っていた。


　石和のあたりは水晶の産地として有名で、宝石細工の専門店が軒を連ねている。江森は仕事の合間に宝石店に飛び込んで、プレゼントを選んだ。


　外科医はオペの時などしょっちゅう着替えるので、普通のタイピンは取り外しに面倒で、つけている人は少ない。しかも最近ではタイピンをつける人のほうが少なく、柴田もつけていない。


　江森も初めはタイピンではなく、時計バンドかキーホールダーかなにかにしようと思っていた。


　しかし今回、江森が選んだのは、柴田の誕生石の紫水晶を使ったタイピンだ。それも生地に挟み込むタイプではなく、シャツのボタンに取り付けて、チェーンでタイを押えるタイプである。アメジストの両脇に小さなダイヤ、１８金のチェーンというもので、一目見た途端、あまりの可愛らしさに「浩司さんにぴったりだ」と速攻で決めてしまった。アメシストが二月生まれの柴田の誕生石だったこともある。


（これなら絶対、気に入るよ！）


　江森の思惑では、新宿でウィンドウショッピングをしたあげく、豪華な食事をとり、その時にプレゼントを渡す。それから中央公園に行って、たっぷりムードを高めたあと、濃厚にするつもりでいた……。


「あーもーッ、やんなっちゃうッ」


　この前、柴田は体力を回復して、たっぷり愛し合うことが出来た。残念なことに次の日も仕事だったので、一回しか出来なかったが。


　今日は土曜日だから明日のことを考えずに、もう足腰たたなくなるまでと計画していたのに……寒い中、柴田を待たせたらまた風邪を引いてしまうかもしれない。


「携帯電話、持たせときゃよかった……」


　しかし携帯電話を持たない主義の柴田には連絡の取りようもない。


　まさか自分が約束の時間を守れないとは、夢にも思わなかった。


　こういうときにあのお邪魔虫の渡辺がいれば、メールででも連絡して、柴田を探しに行かせるのだけれど……。


　残念ながら、渡辺はまた新人研修でカンヅメだ。


（うう、肝心なときに使えないなんて）








「ウウッ、さむ……」


　柴田は俯いて呟く。


　バーバリのトレンチは裏をつけてはいたが、首元から冷気が入る。昼間は暖かったので、マフラーをしてこなかったのが敗因だった。


「れ？」


　頬に冷たいものを感じて見上げると、とっぷりと暮れた空には、辺りのネオンにキラキラと輝くものが舞っている。


「アアッ、最悪だよ……」


　紙の手提げには買ったばかりのマフラーが入っていたが、これは江森へのプレゼントなのだ。出して使うわけにはいかない。仕方ないので、両手で襟口を絞った。


　そろそろ飲みに行く時間なのか、駅から連れ立って繁華街を目指す三−四人のグループが増えて来た。土曜日だというのに、仕事帰り風のサラリーマンも多い。十二月に入ったためかもしれなかった。


「まったく、過労死すんのも当たり前だよな」


　重労働のあげくしこたま酒を飲み、救急外来に運ばれて来る中年男性がこのところ多いのだ。


　ふと眼を上げると、歩道橋の真ん中で太った赤ら顔の中年の男が、三人の仲間に何か言っている。ダークグレイのもっさりとしたコートを羽織っており、この寒さなのにしきりに額の汗を拭う。仲間の一人の腕をとると、無理やり引きずるようにしてこちらに歩き始めた。


「係長、だいじょぶすか」


「いーから、ママさんが待ってんだから、顔、立ててくれよな」


「ハイハイ」


　まとまって、こちらに向かって来る。柴田のほんの数歩手前で、中年の男が急に胸に手をやると、ガクッと膝をついた。


「せ、関根さんッ」


「係長！」


　係長と呼ばれた男は、そのまま崩れるように屈みこむ。


「え……」


　柴田が見ていると、コートの合わせを掻き毟るようにして開こうとしている。


「こりゃ心筋梗塞（ＭＩ）かな？」


　駆け寄ると「大丈夫ですか！」と声をかけ、仰向けに寝かせた。嵌めたばかりの手袋を慌ただしく取り、コートと背広のボタンを外す。男の顔面は蒼白で苦悶状態だ。


「まずいな」


　急いで首に手をやると、首の頚動脈の拍動は殆ど触知出来ない。


「どッ、どーしたんですかッ」


「どーしよーッ」


　皆、口々に喚いているだけなので、一人に「すぐ、ＡＥＤ、持ってこい！」と怒鳴った。


「えーいい……でぃ？」


「体外除細動器（カウンターショッく）だ、駅にあるはずだ！」


　駅に向かって走らせると、ワイシャツの前をはだけ、耳を左胸に圧し当てた。心臓の鼓動は全く聞こえない。男の口唇の色はどんどん悪くなり、意識はほとんど無い様子だ。


「心室細動（Ｖ　Ｆ）か！」


　不整脈から、心臓の筋肉が正確に動かなくなっている状態だ。心筋梗塞の死亡原因の第１位は、発作直後の不整脈による心停止だ。これで病院に着く前に死亡してしまうケースも多い。たとえ心臓が動き始めても、四分以上脳に血液が送られなければ意識がもどらないこともあるのだ。


「肩を押えて！」


　一人に指示すると、両手の指を組み、思いッきり左胸にめがけて打ち降ろした。


「ウッ」


　男の肺から僅かな空気が漏れる。二度三度と打ち降ろすと、手の平を心尖部に当て、全身の体重をかけて心臓マッサージを始める。が、頚動脈に手をやるとまだ拍動は触れない。一度電気ショックで心臓の筋肉を麻痺させないと、正常のリズムには容易に戻らないのだ。


（クソッ……ＡＥＤが間に合うといいが……）


　このところＪＲや公共施設にＡＥＤが置かれるようにはなっているが、持ってくるまで何分かかるか判らない。それまでは心臓マッサージと除細動を試みるしかない。


　再び力いっぱい拳を左胸に叩きつける。叩打されたショックで心臓が停止し、もとのリズムに戻ることもあるのだ。もう一度と、拳を振り上げた時、見ていた部下らしき男の一人が「なに、すんだよっ」と言って、いきなり柴田を小突いた。


「バカッ、心臓が停まってるんだッ、ＡＥＤが来る前に死ぬぞッ」


「ワーッ」


　皆、やっと事態の深刻さに気付いて真っ青になった。一人に「あそこのファーストフードの店、行って、氷、貰ってこいッ」と叫び、心臓マッサージを再開した。　男が氷を貰って帰って来ると、柴田は「靴と靴下を取れ！　手足を氷で冷すんだ」と言う。この寒空に……と皆が躊躇していると、


「早く！　末梢を閉めて、血液を心臓に集めるんだ」


　ほとんど意味は分からなかったが、男達はワラワラと手足に取り付いて、言う通りにする。その間二度三度、激しく胸を拳で叩く。ふと、首の動脈の拍動が触れた。


「しめた！」


　手の平を胸に圧し当てると、マッサージを続ける。大きく息を口に吹き込み、胸を圧迫すると、深い溜息のような息が男から漏れた。自発呼吸が戻ったのだ。


　そこへＪＲの職員とおぼしき制服の男性が、ＡＥＤの入ったケースを抱えて飛んできた。


「とりあえず、装着しよう」


　男の胸に心電図のパッドを貼ると、「洞調律です」というアナウンスが流れる。


「よかった……元に戻ってる」


　心室細動は止まったのだ。


　サイレンの音が近付いて来る。担架を持って来た救急隊員に「医者です」と名乗り、「急性心筋梗塞（Ａ　Ｍ　Ｉ）です、循環器（Ｃ）集中（Ｃ）治療室（Ｕ）のある病院に運んで下さい」と指示を出す。


　まだ心室細動（Ｖ　Ｆ）から心停止へと至る可能性がある。


　柴田は迷わず担架に付き添うと、救急車に乗り込んだ。


　十五分ほどのところにある大学病院のＣＣＵが受け入れてくれる。走り続ける車内で柴田は救急隊員と一緒に心電図のモニターを見据えた。カウンターショックの電源を入れ、充電させていつでも使える状態にして監視を続ける。


　幸いなことに、病院に着くまで除細動を行う状況にはならなかった。


　病院の救急搬入口に医師が待ち受けていたので、到着すると柴田は簡単に「ＶＦから一度、叩打法で元に戻しました」と報告する。


　患者がストレッチャーで中へ運び込まれて行くのを見届けると、柴田はすぐに走りだした。


　病院の玄関で客待ちしているタクシーに飛び込むと「新宿駅、大至急！」と告げる。


　自分がいない間に、江森が到着するかも知れない……。


（待ちくたびれて、帰ったって思っちゃうかも！）


　患者を引き渡したあとの柴田の最大の心配は、江森とすれ違いになることだった。


　待ち合わせの歩道橋に柴田は駆け登る。


「いない……」


（来てないのか……それとも……）


　行き違いになったらどうしよう……不覚にも鼻がツンとして、涙が零れそうになった。


「浩司さんッ」


　聞き慣れた大声に振り向くと、大柄なコートを着た男が、遠くで腕をブンブン振っている。


「五月……」


　江森は肩で息をしながら走って来た。


「浩司さんッ、ゴメン、電車が故障したんだ」


　いきなり柴田を抱き締める。


　柴田も「五月ッ」としがみついた。


　通りすがりの人達が振り返る。これが男女なら濡れ場だが……いや、綺麗な男二人というのも捨て難いと、若い女の子達がキャーッと声を上げる。


「ええっ、ドラマのロケ？」


「すっごくハンサムー！　俳優さん？」


　周囲の雑音に気づいて柴田は真っ赤になった。


　急いで身体を離そうとするが、江森の方は気づいていない。


「ゴメンね、ゴメンねッ」


「い、いーよッ」


　手で胸を突っ張るが、ますます力を込められてしまう。


「……浩司さん……こんなに冷たくなってる……」


「だ、だいじょーぶだよ、今、ちょっと運動したし」


「は？」


　江森は怪訝な顔をしたが、やっと腕を緩めて柴田を離した。


「いいんだ……事故とか思って心配したけど……お前が無事ってわかりゃ……それにこうやって会えたんだもん」


　小さな声で柴田は言う。


「どしたの？」


　江森はソッと頬を両手で挟んで上を向かせた。


「いやサ……今、病人がいたから」


　江森はポケットから少しリボンのしわくちゃになった箱を取り出す。


「あのね、クリスマスプレゼントだよ」


　柴田が嬉しそうにニッコリしたので、江森は胸が熱くなった。


「ゴハン、食べてから開けよう？」


「ん」


　柴田のポケットに入れようと手を突っ込むと、中に沢山の紙が入っている。江森は「なに、これ」と言って掴み出した。


「あ、待ってる間に貰ったんだ。セールスかなんかだろ？」


　良く見ると、テレクラのカードやティッシュに混じって、電話番号を書いたメモの走り書きや名刺まである。男の名のもあった。


「浩司さん……ナンパだよッ、これ」


　心配そうに見る江森に、柴田は怪訝な顔をする。


「バーカ、ンなわけねーだろ、俺は自慢じゃねーけどナンパされたこと、ねーよ」


　いつも柴田はもの凄いスピードで歩くので、ナンパされる機会はまずない。しかし、今日はじっと立っていたので皆が声をかけ、電話番号を押し付けていったものらしい。ところが柴田にはまるで通じなかったようで、江森はホッと安堵の息を漏らした。


（もう、ぜーったい、浩司さんに待ちぼうけさせないようにしなくっちゃ！　まったくもー、すぐ悪いムシが寄ってくんだからッ）


　そばのゴミ箱にまとめて捨てる。


「じゃ、いこ！」


　連れ立って高層ビル群の方向へ歩を進めた途端、


「良かったー、まだいたッ」


　男の声がして、グイと柴田の肩に手がかかる。


「君、君ッ、探してたんだ」


　ダスターコートを着た細面の若い男が、嬉しそうに柴田を見詰めている。


「一緒に、来てくれ」


　いきなり柴田の手を握ると、駅の方へ歩き出すので、江森はカッとなった。大胆にも自分の眼の前で、柴田に手を出すヤツがいるなんて……。


「何をするッ」


　男の腕を押え、もう片方の手でコートの胸倉を掴む。


「浩司さんに触るな」


　そのまま片手で持ち上げると、足が路面から離れた。


「くっ、苦しッ」


「何の用だ！」


　江森の形相が凄かったので、男は甲高い悲鳴のような声で答えた。


「ち、違うッ、さっきっ、この人が、うちの係長を助けてくれたんですッ」


「あー」


　柴田はやっと思い出す。そう言えば部下らしき若い男達が群がっていた……殆ど顔は覚えていないが……。


「お礼、言わなかったし、名前もきかなかったんで、家族の人が会いたいって、探しにきたんですよっ」


　江森は胸元を緩め、降ろしてやった。


「ホントですか？」


　不審顔のままで江森が柴田を振り返ると、


「どってことねーよ、救急車、呼んでやっただけだ、行こうぜ」


　江森を促して歩き出すので、男は焦って取りすがる。


「あなたのお陰で、命が助かったんですよ、ぜひ、お礼をッ」


「助かったんですか？」


「ええ！」


　男を振り返って柴田はちょっとニッコリした。が「そりゃ、良かったですね、けど、病院のおかげだって。俺はなんにもしてないから」と、江森の方を向く。江森は柴田の顔を覗き込んだ。


「いいの？　浩司さん」


「いーんだよッ」


　柴田は口を尖らせる。


「せっかく、お前と会えたのに、時間がもったいないじゃねーか、早くッ」


　そう言うと、男を肩越しに見る。


「俺、これからスッゴク、何よりも大事な用があるんで、お礼なんか、いいですから！」


　きっぱりと言い、江森の腕をとってニッコリ微笑んだ。


「早くいこーぜ、邪魔の入らないトコ」


「浩司さん……」








３






　都庁や高層ホテル群の周辺の街路樹は、無数の電球で装飾され、街全体が過剰包装のクリスマスギフトのようだ。ショピッングアーケードのウィンドウディスプレイは、緑と赤と金色に溢れている。


「寒く、ありません？」


　江森はコートの前を開け、片袖を脱ぐと脇に柴田を抱き込む。


「バ……バカ、へ、へんに思われるゾッ」


「だいじょーぶ、中央公園はホモのメッカですもん」


　クスクス笑いながら、肩にかけた手に力を込める。


「中央公園、行くのか？」


「ええ、浩司さんに見せたいものがあるんです」


　中央公園に着くと、すで多くのカップルが暗がりにタムロしている。確かに男同士もちらほら見られた。


　人口の滝のある一角へ行くと、巨大なクリスマスツリーが飾られていた。


「ね？」


「……結構ミーハーだな、お前も」


　が、そういう柴田も嬉しそうだ。ポケットに入れてあった箱を取り出す。


「……ここで開けていか？」


　江森が頷くので、赤いリボンを解き蓋を取ると、小さなダイヤで飾られたアメシストのタイチェーンが光っている。


「……高かったろ」


　柴田が低い咎めるような声を出したので、江森は焦ってブンブン首を振った。


「そんなでもないんですよ、特産品ですから」


「……甲府で買ったのか」


　胸につけようとするが、寒くて手が震え、ボタンにかけられない。江森が太い指でうまくつけてやった。


　柴田は「……スッゴク、いい」と小さな声で言う。そして自分も内ポケットから袋を取り出した。


「……これ、俺から」


　さっき買った、カシミヤの明るいエンジのマフラーだ。


「じゃあこうやって一緒に」


　江森は自分の首にかけると、もう片方の端を柴田の首に巻き付ける。


「浩司さん、寒かったから、してれば良かったのに……」


「……お前にやるヤツだったから」


　そのまま沈黙してツリーをしばらく見詰める。


　一年前のクリスマスにはこんなことになるとは思いもしなかった。二月に初めて会って……長い年月が経ったようにも、一瞬の間だったようにも思える……が……今まで生きてきた中で、一番大事な十ヶ月だったことは確かだ。


「来年も、再来年も、ずーッと毎年、こーしよーね？」


　江森はそっと柴田を引き寄せて囁く。


「……ん」


　そう……サンタへの願いはただ一つ……いつまでもこの幸せが続くこと………。 






　装飾電球の巻き付けられた裸の街路樹から透けて見える都庁舎の偉容はなかなかのものだ。十二月に入ったので、きっと残業も多いのだろう、どこの窓も煌々と明かりが点いて、全体がキラキラと輝く彫刻のようだ。


　江森はワインをグラスに注ぎ足しながら「ね？　結構、穴場でしょ？」と柴田に話しかける。


　二人は都庁のすぐ前にあるビジネスホテルのレストランで食事をとっていた。センチュリーハイアットやヒルトンなどの高級ホテルではないが、この景色は借景ながら値千金と言える。


　柴田と一緒に過ごすと決めたあと、何事も素早い江森はすぐさま予約を入れておいたので、見晴らしの良い席が用意されていた。


　別に恋人とまでは言わなかったが、「二人」と予約したためか、大きな花瓶の横にある目立たない角の席だ。


　クリスマスカラーでまとめられた花も、いっそう気分を盛り上げ、ちょっと贅沢な気分でディナーを楽しめた。


「ちょっと超高級ホテルみたいでしょ？」


　肉と野菜をたっぷり取り、江森は既に闘志満々で、自慢げに言う。


「……ん、綺麗だ」


　柴田はうなずくと、ワインを飲み干した。


「浩司さん、もっと、お酒、飲む？」


　江森は探るように、柴田の顔を見る。


「……そうだな」


　給仕人を呼ぼうとするので、江森は急いで手を取った。


「あのね、じゃあゆっくりできるトコ、行こ？」


「え？　どこだ？」


　怪訝な顔をする柴田に、江森は得意そうにテーブルの下からキーを取り出した。


「あ、お前……いつのまに」


　江森は「あのね、予約しといたんですよォ」と言って、ニヤリと笑う。さっき席を外した時、こっそりチェックインしておいたのである。しっかりとテーブルを予約している江森が、部屋のことを考えないわけがない。


「お部屋でゆっくり、しようよ？」


「んな……ウチに帰ればいいじゃないか」


　咎めるように言う柴田を、江森はじっと見詰めた。


「だって、特別にしたいんだよ……初めてのクリスマスのお祝いだし」


　テーブルの上の柴田の手をギュッと握る。


「ね？」


「……解った」


　これが一流ホテルだったら、かえって「無駄遣い、するな！」と柴田は怒ったかもしれなかった。江森は自分のジャッジに、ひどく得意になる。


（もうお見通しだもんな、浩司さんのことは）






　最上階に近い部屋は、こじんまりとした機能的なツィンだった。


　だがツィンのベッドはビジネスホテルにしてはサイズが大きい。大柄の江森はちゃんとチェックしていた。


　江森がカーテンを開けると、湾曲した壁面にはかなり大きな窓が開いている。もちろん、都庁のビルが真ん前にそびえていた。


「へぇ……眺めがいいな」


　柴田は窓に張り付いて、外を見る。


「土曜の夜だってのに、まだみんな、働いてんだなー」


　江森は二人分のコートとジャケットを、クローゼットにしまっていたが、柴田の声に、窓の方へと歩み寄る。


「すごく綺麗だな、建物がとんがってるから、クリスマスツリーみたいだ」


「そうだね」


　後ろからそっと抱きすくめる。柴田は部屋の中で二人っきりになったためか、安心して江森の抱擁を受け入れた。しばらくお互いの体温を味わったあと、柴田は「クリスマスイブ当日だと、カップルばっかで恥ずかしいだろうから、ちょっと早目にして良かったな」と言う。


「今頃だったら、失楽園かも知れないね？」


「なんだ、そりゃ？」


「不倫カップルってことですよォ、クリスマスだと、お互い家庭があるからサ」


　ちょっと柴田が身体を固くしたので、まずい話題を振ったと、江森はあわてた。


　柴田の父は浮気が激しく、家の中は荒れていて、母親は柴田が十才の時、家を出たのだ。


　急いでうなじに顔を埋め、口づける。


「ごめん、変なこと、言ったね」


「いいんだ、五月」


　すぐ横にある江森の顔に、柴田は自分から頬を寄せた。


「俺たちは、不倫じゃねーもの……」


　そう、誰からも非難されることはない、愛し合っているのだから……たとえ、男同士だって……世界中の人に、自慢したいくらいなのだから……江森は胸が苦しくなって、柴田を抱いたまま、窓の外を見詰めた。


　ふと、あるアイディアが閃いた。


「ねぇ、こうやって窓んとこ立ってると、向こうから見えるかな？」と言う。


「バーカ、ンなわけ、ねーよ。あんな遠いのに」


「でもさあ、ほら、双眼鏡でホテルの窓とか、チェックしてる人、いるかもヨ？」


　クスクス笑いながら手を前に回し、シャツのボタンを外し始めた。


「こうやってサ、窓んトコで燃え上がっちゃうカップルって、いそうじゃない？」


「バ、バカッ、にしてもッ、見えねーよ！」


　もう暖かい指が前立てから侵入し、小さな突起にたどり着いている。クイと捻られ、柴田は「アッ」と声を漏らした。


「バ、バカ、やめろッ」


「いいじゃない、もう部屋の中で、二人っきりなんだしィ」


　柴田は怒った顔を後ろへ向ける。


「じゃあ、ベッドへ行こうぜ」


「ダメ」


　江森は抱えている腕に、力を込めた。


「ここでする」


「な、なに言ってるんだよ、見えちゃうよッ」


　江森はぷっと吹き出した。


「浩司さんたらぁ、見えないって、自分で言ったくせにィ」


「うッ」


　今、柴田は罠にかかったことが分かった。


「や、やだよッ、誰か、見てるかもしれないだろ！」


「いーじゃん、見せちゃお？」


　既にズボンのベルトは引き抜かれていた。シャツのボタンもあらかた外され、腰の辺りで一つ、かかっているだけである。江森の手は忙しく動き、ファスナーが降ろされた。


「あッ、駄目、ベッドへッ」


「やだ、ここがいい」


　江森は柴田の耳を舌で攻め始める。ここは弱点の一つなのだ。


「あ……んんッ、ふ……んっ」


　戦略が功を奏し、あっと言う間に柴田の身体から力が抜けて行く。江森はしめしめとほくそ笑みながら、柴田のズボンを引き下ろした。が、まだ、ブリーフには手をかけない。


　ぐいと抱え込んで、窓ガラスに押し付ける。


「あッ、なに……ッ」


「よっく、見えるようにだよ」


　黒いセミビキニの下の張り詰めたものを、指で擦る。


「浩司さん、外から丸見え……ここ、固くしてるのも」


　囁いてやった。窓が大きいので、膝から上は見える状況なのだ。


「アソコできっと、誰か、見てるよ？　浩司さんの、ココ」


「ああッ、駄目ッ、言うなッ」


　いやらしいことを言うと、乱れるのはいつもの通りで、腕の中でもがく柴田にもっと言ってやる。


「乳首も尖って、すっごくヤラシイかっこだよ、浩司さん……」


　片手で胸をまさぐり、もう片方で少しずつ、ブリーフを降ろしていった。


「もうじき、みんな、見えちゃうよ」


「駄目っ、やだ……アアッ」


　柴田は、引き下げようとする手を拒むが、江森に耳を噛まれると、また力が抜けてしまった。


「ほら、カワイー……頭が見えて来た……浩司さんの、見られちゃう……僕、見せたくないな」


　半分ずれたブリーフを、江森は元に戻す。


「アアッ、五月……」


　安心したところを、グイと一気に引き下ろした。


「でも、カワイーから、みんなに見せちゃう！」


「ああんんッ、五月、五月ッ」


「ここ、僕んだからね……僕だけのもんだ……うんと自慢、しちゃお……ほら、もう、濡れてきたよ」


　柴田は両手をガラスにつき、かぶりを振る。が、腰は、江森の指の動きに合わせ始めており、喘ぎはどんどん大きくなる。


「五月……ッ、もっとッ」


（感じてるね、浩司さん）


　江森は強く扱きながら、囁き続けた。


「ビショビショなのも、丸見えだ……浩司さん、きっと見てる人も感じてるよ……すっごく、色っぽいもの……もっとうんとヤラシイ顔、してよ」


「アッ、アッ……」


「腰の動きもヤラシイよ……」


　揺れている小さな丸い臀部の真ん中に、自分の固い部分を押し当てた。


「ホラ、僕の、擦ってる」


　自分から擦りつけている訳ではないのだが、どうしても腰を揺らすと固いモノに当てってしまう……。


「欲しい、欲しいって、言ってるみたい」


「やッ、ちが……」


　が、事実、おねだりをしているようで、柴田は羞恥心に全身がカッと熱くなる。一気に沸点に到達した。


「あッ、俺ッ、出ちゃうッ」


　柴田の身体がいつものように、ビクビクと震え出す。


「出して、浩司さん」


　江森はグイとモノを扱いた。指で根元を締め付ける。


「やッ、隠してッ」


「ダメ、白いの、出すとこ、みんなに見せてよ！」


「五月ッ、やだッ、恥ずかしいッ、アアッ」


　柴田の切れ長の眼はもう潤んでいる。イヤイヤと頭を振ると、目尻から一筋、光るものが零れ落ちた。


　ちょっとやり過ぎかなと思ったが、見られているかもしれないという状況は、刺激的で、江森ももう止まらない。急いで片手で自分の張り切ったモノを掴み出すと、後ろに押し当てた。


「行くよ、浩司さんッ、出してよッ」


　勢いよく、ズブリと侵入すると、同時に前を激しく扱く。中心を穿たれ、柴田は全身を硬直させた。もう、抑えられない……。


「アアアアアッ」


　悲鳴が上がり、白い液がガラスに飛び散った。


　がっくり崩折れる身体を、江森は入れたまま抱え上げる。ベッドへと運び、横たえた。


「だいじょぶ、浩司さん？」


　言いながら、シャツを取り去り、自分もイソイソと服を脱いだ。


「え……？」


　柴田は事態が把握できず、江森の顔をぼーっと見ている。


「もう、一ラウンドね？」


「え、ええっ」


　脅えた顔になるので、額にキスをして「だって、僕、まだイッてないもん」と言う。


「浩司さんだって、後ろ、もっと欲しいでしょ？」


「う……」


　言われた通り、放ったあとだが、後ろはまだ疼いていた。


「……解ったよ」


　頬を少し赤らめて、自分から腰を持ち上げる。


（浩司さんって、ホント、ベッドでは僕の言うなりなんだよナ）


　江森はギュッと抱き締めると、今度はゆっくり入って行った。


　後ろを固いモノで充たされると、柴田はすぐ反応してきた。前のモノが体積を増し、動くたびに自分の下腹にあたるので、


「浩司さん、また固くなってる。ホント、感じやすいよね」


　江森は指で確かめながら、腰を回した。


　その言葉で柴田は真っ赤になる。


「言うなよッ、そんなこと！」


　口を尖らせて拗ねるので、江森は驚いて「なんで？　悪いの？」と尋ねた。


「だって……俺、すっごくインランみてー」


　柴田は眼を伏せ、傷ついた様子で横を向く。もう江森はかわいくてたまらなくなってしまう。ギュッと抱き締め、深く口づけた。


「ンなこと、ないよッ、久しぶりだから、燃えちゃったんじゃない？　だって、この前だってイッカイだけだったしさ」


「そ、そうなのかー」


　ホッと安堵の息を漏らすので、


（あーもー、浩司さんって、トロくてサイコー）


　だが確かに、風邪を引く前からもともとひどく感じやすい身体で、江森はあまり気を入れると柴田が直ちに何度も追い上げられ、消耗してしまうのを気遣っていた。


　このところ「長くなった」と柴田は自慢しているが、それは江森が柴田の反応を熟知して、コントロールしているからなのだ。経験豊富な江森ならではである。江森が初体験という柴田はまったく気づいていないが……。


　自分に余裕がある時は、すぐに柴田を導かないようにうまくコントロール出来るのだが……。


　このところ抑え気味だったことに加え、月曜日、柴田の体調が戻ったことは確認済みで、今夜はヤリまくるつもりでいる。


　江森の方も限界を超えて渇えていて、抑えがきかなくなりそうだ……江森はちょっと心配になった。


　五日ぶりの柴田のナカは、熱くしっとりとしていて、すぐにでも欲望を放ちたくなっている……今夜は一晩中、ヤるつもりでいるのだ。


「あンンッ、ンッ」


　江森が腰を使うと、もう柴田は背をのけ反らせ、快感を全身で迎え入れようとする。この分では、すぐ二度目の放出をしてしまいそうだ。こちらはまだ一回もいっていないのに……ここで思うさまヤッたら、いくら復調したとは言え、柴田はとても一晩もたないに違いない。


（僕だけ、中出しして、浩司さんはイカないように出来ないかな……）


　またまたいいアイディアが閃いた。


「ちょっと待ってて、浩司さん、抜くけど、すぐ、戻ってくるよ？」


「え？」


　訝しげな声を出す間もなく、江森が出て行く。


「あ……ンッ」


　疼きの中心にいた固いモノを失い、切ない声をだしたが、力が入らない。ベッドに置き去りにされ、なんとか首を枕から上げると、江森はクローゼットへ行って、ゴソゴソやっている。


　と、すぐに戻って来て上にのしかかった。


「お待たせ、浩司さん」


　クスクス笑いながら入ってくる。


「寂しかった？　浩司さん？」


「バ、バカッ」


　再び疼きの中心が充たされ、柴田は安心して眼を瞑った。また暖かな波に、全身が揺すられ始める。心地よい浮遊感に


「あ……五月……イイ」


　うっとりと呟くと、


「もっと、ヨク、したげるよ」


　囁き声とともに、前がいじられる。


「え？」


　何やらゴソゴソと指が這い回っている。


「ええッ？」


　眼を開けて下腹を見ると、


「ええ？」


　江森が赤いものを自分に巻き付けていた。


「な、なにしてんだよッ」


「リボンですよォ、ほら、プレゼントのサ」


「ンなこと、見りゃ、判るッ、何、してんだって、聞いてるんだよッ」


「何って……」


　瞬間、グイと腰が突き上げられ、柴田は「ア……ンッ」と甘い声を出してしまった。


「な……な、に……し、てッ、して……」


　グリグリと内部をかき回されると、怒りの声は出ない。逆に「して、して」とおねだりしているようだ。しっかり江森は誤解している。


「やだなー、浩司さん、がっつかないでよぉ。今、リボンで縛るとこだから」


　確かにその通りで、自分のモノが次第に締め付けられていく。


「アッ、きついよッ、ンッ」


「そう？」


　根元をバッチリ、リボンで縛ると、江森は得意げに宣言した。


「カワイーよ、浩司さんの、ホラ、見てよ」


「お前……ッ」


　固く上を向いたモノに、幾重にも赤いリボンが巻き付き、端は呼吸で下腹が上下すると共に、ヒラヒラと動いている。


「動いてるヨ、自分で」


　江森は端を持つと、クイと引っ張る。同時に腰を突き上げた。


「ア……アアッ」


　ビクンとモノが反り返る。


「カワイー、もっと動かして」


「バ、バカッ」


　もう一度、腰が突き上げられ、リボンが引っ張られる。その反動で根元がギリギリと締まり、「アアアッ」と柴田は大声を出した。


「バカッ、きついよッ、放せッ」


　聞く耳を持たないとばかり、江森はリボンから手を放すと、先端を攻め始める。


「ここ、すごく弱いトコだよね」


　窪みを集中的に擦った。


「アアアアアッ、駄目、そこッ」


　案の定、柴田は身体を捩って、逃れようとする。


「どして？　ココ、いいでしょ？」


　逃げる肩を抱き締め、擦り続けた。


「いいけどッ、アアッ、出ちゃうッ」


　柴田は悲鳴を上げる。熱いものが上がってくるのが分かった。


「駄目、もうッ」


　身体がビクビクと痙攣する。


「イクッ」


　根元を締め付けられ、奥から迫り上がった熱い液は行き場を失って体内で沸騰する。腰から下が破裂しそうになった。


「五月ッ、ほどいて、出るッ」


「出さないように縛ってんだから、駄目」


　江森は目論みが成功したと、得意げにまた腰を使い始めた。


「まだ出しちゃだめだよ、一緒にイコーね？」


「バカッ、無理だ、ほどけッ」


　しかし既に意識が朦朧としているため、声に力が入らない。そのため、緊急事態という説得力に欠けてしまった。


　江森は腰の動きを速めて行く。


「いいよッ、浩司さんッ」


　打ち付けると柴田の下腹部が大きくうねり、内部もそれにつれて蠢いた。肉襞が自分のモノを扱き上げる。


「すごい、浩司さんのナカ、動いてるよ！」


　江森はあっと言う間に絶頂へと駆け登って行った。


「アアッ、最高ッ、浩司さん、いつもよりすごいよッ」


「五月、し、死んじゃうよッ」


　ほとんど事実だったが、江森は夢中になっていて、柴田の状況をまるで分かっていなかった。ガクガクと痙攣する身体に、思うさま、たたきつける。


「イイッ、浩司さん、僕も出ちゃうッ」


「五月、五月ッ」


　意識が飛ぶ寸前に、戒めが緩められた。


「アアアッ、出るッ」


「浩司さんッ」


　二人とも悲鳴をあげ、達した。






「あー、良かったー、浩司さん」


　しばらくの静寂ののち、満足しきって江森は身体を離す。


　柴田の放ったものやらリボンやらが、互いの腹に張り付いていたので、クスクス笑いながら始末していると、ふと、冷たい視線を感じる。


「え？」


　ギョッとして柴田を見ると、今にも怒鳴り出しそうな険悪な顔だ。


「どしたの、浩司さん？」


　急いで顔を寄せると、掠れ声で「………てめー」と言った。怒っているのだが、声が出ないのだ。が、それだけに怒りの大きさが察せられ、江森は冷や汗をかき始めた。


「ど、どしたのさ」


「……よくも、縛ったな」


「え？」


「……リボンだよ、リボン！」


　眉を吊り上げて、江森をねめまわす。


「だ、だってッ、いっつもイク時、浩司さん、握ってって言うじゃないの……そうすると、スゴクいいって言うし……だから、縛ったらすぐ、出ないし、すごく感じるかなって……」


「う……」


　柴田は言葉に詰まる。確かに締められれば摩擦係数が増し、より強い快感が得られるのは事実だ……。


「にしてもッ」


　キッと睨んだ。


「強く締め過ぎだよッ、この、バカッ、ドアホッ、殺す気か！」


「殺すなんてェ……」


　おおげさな、と江森は思ったが、


「ごめん、悪かったってばぁ」


　一応は謝ってみる。が、まだ柴田は怒りの炎を口から吐きそうだ。


「あんなに締めて、もし精液が逆流したらどうするんだッ」


　反射的に、「え？　口から出ちゃうんですかァ？」と言ったのがまずかった。柴田は再び、怒鳴り出す。


「このタコ、間抜けッ、なんで口からでるんだ！　アホか、お前はッ！」


「だ、だってぇ……」


　実際にはちゃんと弁があって、病気でもない限り逆流しないようになっている。無論柴田も江森を戒めるつもりで言ったのだが、まるで解剖の知識のない様子に怒りを爆発させた。


「逆流するんだったら、ボーコーにだろうがッ、このバカヤロー！　どーしてそんなこともわかんないんだッ」


　そう言われても、全然ピンとこない江森である。きょとんとする顔に、柴田の怒りはさらに頂点に達した。


「だいたいＭＲのくせに、人体のコーゾーも知らねーのか、てめーはッ」


「だ、だって、僕、文科系だしィ……」


　中学に入った頃、胸をとどろかせながら、図書室の隅で密かに人体解剖図鑑をめくったことはある。


　でもその時、興味の対象はそもそも女性の身体の方だったのだから……男性の何がどこに、どう、つながっているなど、詳しく知るはずもなかった。


　とにかく怒りを鎮めようと、「ゴメンね、ゴメンね」と急いで顔中に口づけの雨を降らせる。


　柴田もたった今のセックスで、疲れ果てていたので、これ以上怒りのテンションを持続させる力はなかった。


「……もう、いい……でも、もう二度と縛んなよ」


「解ったよォ」


　機嫌が直ったので、江森は嬉しくなって胸の中に抱き込む。


「でもさ、握るのは、イイでしょ？」


「……バカッ」


　柴田は頬を赤らめ、江森の胸に顔を埋めた。江森はほっとして、柴田の髪を撫でる。


「も少したったら、またしようね？　今夜はイッパイするんだからね？」


　柴田がある計画を立てていることも知らず、浮き浮きしながら囁いた。 






　翌週の初め、久々に二人は仕事が早く終わり、食事を共にした。


　マンションに帰って、今夜も出来ると江森が胸をときめかせていると、風呂上がりのパジャマ姿で、柴田が何冊かの本を抱え、リビングへ入ってくる。ソファでビールを飲んでいた江森に、真面目な目付きで「これから授業をする」と言った。


「ええ？」


「お前の試験勉強に付き合ってやる」


　厚生労働省の決定で、ＭＲにも資格認定が導入されていた。資格試験はなかなか難しく、科目も生理学・解剖学から薬理学、薬事法にＰＬ法などの法規と、多岐にわたっている。


　この資格を取らないと、将来、大学病院などでは営業が出来なくなるのである。


「お前の解剖の知識は、全くないということが判ったからな。薬事法なんかは無理だけど、生理学や解剖学なんかは教えられるから」


　ドサリと本をロウテーブルの上に置いた。


「看護学校で使うテキストを借りてきた。これに沿って、教える」


「え、ええっ、いいですよォ、僕、一人でやるからァ」


　が、有無を言わせぬ迫力で、江森の手に本を押し付ける。


「だいたい、お前、資格取れなかったら、Ｊ医大の担当も出来なくなるんだぞ！　それでもいいのか！」


「や、やだよ、僕、浩司さんと離れたくないもの」


「後輩の渡辺に先を越されるぞ！」


　うわ、と江森は本気で焦った。このところ、テニスにかまけて勉強がおろそかになっていたのは事実だ。


（冗談じゃないっ、もし渡辺がＪ医大の担当になんかなったら……）


　このあいだも「がんがん、攻めますからね、ボク」などと言っていたのだ。


「絶対、Ｊ医大の担当、外されたくないよー」


「だったら、ちゃんと勉強しろ！　二十二ペ−ジを開け！」


　江森はしぶしぶ本を手にする。その様子を眺めながら、柴田はとどめを刺した。


「毎週、金曜に、その週やったトコの小テストをする。赤点だったら、週末のセックスはナシだ！」


「ええーッ」


「それぐらいじゃないと、真面目にやんないだろ！」


「やるよ、やるよッ、僕ッ」


　急いでページをめくる江森を見て、柴田はテキストを読み始める。


「まず、解剖の基礎からだ」


　しかし講義を聴きながら、江森は思っていた。


（そっかー、ベッドに入ったら、解剖の実習とかいって、裸にしちゃおうっと……）


　そして、「ココは××って言うんだよネ」などと囁いてやったら、柴田は恥ずかしがって乱れるに違いないのだ。


（そうなったら、もう、こっちのもんだよな………）









４




　医局の隣にある自分専用の講師室に、小早川哲雄がいる時はめったにない。読書中や論文を書いている時は別だが、ふだんは医局でコーヒーを飲みながら、下の医師とお喋りをしたり、医局の事務の女の子をからかったりしていることが多い。簡単な事務仕事などはこちらへ持ち込んで、お喋りをしながら片付ける。仕事中は集中しているからいいのだが、講師室に一人っきりでいるのはあまり好きではなかった。


　人好きなこともあるのだが、実は以外に寂しがりなのだった。確かに、複数の恋人を切らしたことがないという男である。今はステディな恋人は一人だけだが。


「なぁ、新年会はどこにしようか？」


　しかしイブの夜はさすがに若手も事務の女の子も早く帰りたいため、てきぱきと仕事を片付けるのに必死で、小早川がソファでコーヒーカップを片手に話しかけても生返事だ。


「ちぇーッ……みんな冷たいなー」


　しょぼたれた声に、事務の山本がつい吹き出して、小早川を振り返った。


「先生、仕方ないでしょう？　今夜は特別なんですからぁ」


「その特別な夜に当直に当たってる俺に、誰も同情してくれないんだもんなー」


「そんなにイヤなら、誰かに代わってもらえばいいじゃないですかぁ」


「それが駄目なんだよ、管理当直兼任だから」


　小早川は今夜、精神科の当直だけでなく管理当直にも当たっている。管理当直とは、講師以上の医師の義務で、病院全体を預かるという重要な役目だ。


　先週、恋人で同棲中の第１外科に所属する木田博基に、ベッドの中でそのことを恐る恐る告げた時、木田は一瞬眼を細めたが「そうか」とだけ言った。


　シャワーを浴びて濡れた栗色の髪を掻き上げながら「まぁ、仕方がない。講師の義務だからな」と真面目な木田は頷く。


「じゃあ、僕もその日、当直することにしよう。そうすれば二十五日の夜は、お互いフリーということになる」


　それを聞いて小早川はふと思いつき、隣に横たわる木田の上に被さって囁いた。


「お前も当直するんならさぁ……なぁ、当直室に行ってもいいか？」


　一度だけ、まだステディな関係になる前、病院の当直室でセックスをしたことがあった。声が漏れないかと気遣いながらの行為はなかなかスリルがあったのだ。


　木田はとんでもないと細い眉を吊り上げる。


「駄目だ！　もうそんなことは絶対、しない！」


「ちぇーッ」


　がっかりする小早川の首に、木田は片腕を絡み付かせる。


「……お前はどうも、変なプレイが好きなようだな……しょうのない奴だ」


　自分から小早川の下腹にもう片方の手を伸ばした。細長い指で、形をなぞり始める。すぐ力を持ったのを確認してくすりと笑った。


「……当直室なんかでより、ここで思いっきり声を上げる方が僕は……好きなんだがな……」


　あの夜の大胆な木田の誘いを思い出し、小早川がニマついていると、山本が「先生、鼻の下が伸びてますよ！」とぴしりと言う。


「な、なんだよ、それー」


「なんか、スケベなこと、考えたでしょ！」


　それは事実なので、小早川は急いでコーヒーをがぶりと飲む。慌てる様子に事務の子達はクスクス笑った。


「先生、今、恋人、いるんですかあ？」


「何人と付き合ってるんですう？　イブの当直、許してくれたんですかあ？」


　四つの目が興味津々で小早川をロックオンする。


「かなわないな、もう……」


　若い女の子と話をするのは好きだが、いろいろと勘ぐられてはかなわない。


「ちょっと、救急外来でも見回りに行ってくるよ、管理当直のお務めを果たさなくちゃな」


　もったいぶって立ち上がった。






　江森五月は病院の地下駐車場にミラージュを停めると、エレベーターへと走る。


「うわっ、遅くなっちゃったー」


　江森は三病棟の近藤ナース長からの直々の頼みで、小児病棟の入院患者にクリスマスプレゼントを配るサンタ役をおおせつかっていた。


　毎年、小児病棟ではイブの夜に夕食の後、衣装を着たサンタ役が皆にプレゼントを配ることになっている。たいがいは製薬会社のＭＲにその役が振られるが、今年は江森に白羽の矢が立てられたのだ。


　小児病棟の国谷主任は江森の大ファンなので、この人選にひどく喜んだ。身長１８５㎝というでかい江森に合うサンタの衣装を調達するのを、自ら買って出たのである。


　一応、衣装合わせは必要と、少し早めに三病棟に顔を出すよう、江森は言い付かっていた。


　三病棟に上がると申し送りが終わった所で、准夜勤の近藤ナース長が江森を見つけ、「こっちへ」と手招きした。


「ここで着替えて下さいな」


　リネン室へと江森を押し込む。


　洗い立ての真っ白なシーツや布団カバーの積まれた棚に、サンタの衣装がかかっている。


「髭と帽子はここですよ」


「はぁーい」


　江森は戸棚の陰に入ると、衣装を手早く身につけた。


「ちょっと袖が短いですけれど、ズボンは少し降ろして、それでベルトで押さえれば大丈夫でしょう」


　近藤ナース長は江森の周りをぐるりと回ってチェックする。


「すみませんねぇ、江森さん、大事な夜に」


「いいんですよォ」


　どうせ恋人には今夜は会えないのだ。それどころか、なるべく病院にいる方が好都合なのである。なぜなら……。


「そうですねー、柴田センセは当直ですからねぇ」


　心の中を見透かしたように、近藤ナース長が腕組みをしてふっふっと笑うので、江森は顔が赤くなった。近藤ナース長以下、オコゲのナース達に二人の仲はバレバレなのだった。


　と、いきなり扉が開いて元気な声が鳴り響いた。


「先輩、似合うっすよ！　つか、ボクのは？」


（ゲッ）


　もちろん声の持ち主は江森の後輩にしてお邪魔虫の渡辺公平だ。バンビのようなつぶらな眼をきらきらと輝かせ、飛び込んできた。


「近藤さん、どういうことです？」


　江森が振り返ると、近藤ナース長は落ち着いた表情で棚の奥の方から別の衣装を引っ張り出した。焦げ茶色と白の二色のつなぎだ。


「渡辺さん、あなたはこれですよ」


「やったぁ、被りものだー」


　渡辺は衣装を受け取って身体に当てた。


「どうっす、先輩？　ヨクナクナイっすか？」


　つなぎの袖とズボンは先が閉じていて、二またに分かれている。頭に被る部分には枝分かれした角と耳が生えている。


「って、これ、トナカイ？」


「そうですよ、赤い鼻のトナカイなんです」


　近藤ナース長はポケットから野球のボールほどの赤いフェルトでできた玉を取りだした。


「これを鼻に付けるんですよ」


「ええっ」と驚いたのは江森のほうで、渡辺は喜々として受け取る。


「いやー、面白いっす！」


「渡辺君、君って変わってるね……」






　小児科の当直医に呼ばれ、柴田が救急室へと顔を出したのは、五時を回ったところだった。本日の小児科の当直は、中堅の大沢という医師とまだ一年目の研修医である。


　研修医は頬を紅潮させて「鼠径（そけい）ヘルニアの嵌頓（かんとん）です」と告げる。教科書では知っていたが、初めて経験したのでいささか興奮していた。


　処置ベッドの上には丸々と太った赤ちゃんが、手足をバタバタ動かし、泣き叫んでいる。「火の付いたように」という月並みが表現がピッタリだ。


「戻りますかねぇ」


　心配そうに大沢が尋ねるのを、「やってみます」と短く言うと、柴田は赤ちゃんのおむつを外した。


　ムッチリとした男の子で、先程九ヶ月と聞いたが、どうみても十㎏以上ありそうだ。プヨプヨの足の付け根の膨らみは、左右を比べてもあまり違いがないくらいだ。しかし、左側の付け根から睾丸にかけては固い腫瘤が触れる。


　鼠径ヘルニアとは、腸や腹膜などの腹腔内の臓器の一部が、鼠径管という精巣や精索が通っている穴を通じて、睾丸へと逸脱する状態である。マッサージで元に戻ることが多いが、どうしても戻らなければ手術で戻してやらなければならない。


　柴田はしばらく指で腫れている部分を押さえ、整復を試みるが、やはり無理だった。


「……駄目ですね。手術しましょう」


　ほっと溜め息をつき、大沢は外で待っている家族を呼んだ。


　名前を呼ばれて、禿げかかった小太りの男性と、少し白髪の混じった短い髪の女性が入ってくる。


「えっと……手術になります」


　柴田は二人の顔を眺める。どうも九ヶ月の子供の両親にしては年がいきすぎているような気がした。


「あの……お父さんとお母さんはどこですか？」


「柴田先生！」


　大沢が慌てて柴田の脇を肘でこづいた。


「え？」


　柴田には通じない。真面目な顔で続ける。


「あの、お父さんとお母さんに直接、手術の説明をしたいんですが」


「アチャー……」


　小さい声で大沢が呟く。男は機嫌を悪くする風もなく「いや、私らがこの子の両親でして」と照れたように頭に手をやる。


「ええッ！」


　女性もニコニコして「どうもすいませんねぇ、うち、両方ともバツイチでして、しかも結婚十二年目の子供なんですよォ」と付け足した。


「す、すみません！」


　柴田は軽率な言葉を吐いたことに気づき、真っ赤になって頭を下げる。


「いいんですよォ、よく間違えられるんですから。何せ、ハタチで子供生んで、その子がまた二十二くらいで子供、生んだら、私と同い年でオバアチャンですもの」


　女性はケラケラと笑う。


「それが先生、この年で母乳がバンバン出ちゃって……それでつい、こんな太らしちゃいましてねー」


「いやぁ、赤ン坊、育てるなんてなんせ初めてだもんですから、もう」


「高年齢出産で、ちょっと小さめだったもんですから、早く大きくしようと思って、離乳食もがんがん食べさせちゃったんですよぉ」


　照れながらも自慢げな両親に、柴田は戸惑いながらも病状の説明をする。ヘルニアの症状を詳しく話し、「今まで、この付け根のところが膨れ上がったりしたことに気が付きませんでしたか？」と尋ねる。


「ぜーんぜん。今回が初めてですわ」


「もしかしたら、前にもあったのかも知れないけれど」


　父と母は顔を見合わせ、溜め息をつく。


「そうですね……少しぐらい膨らんでも、分からないかもしれませんね」


　何げなくあいづちを柴田が打つと、両親は恥ずかしそうに肩を落とした。


「ちょっと太り過ぎだから分からなくて……」


「やっぱ、まずいですよねー、こんな赤ちゃんの時から、太らせちゃったら」


「両親失格だわ……」


（うわッ）


　またまずいことを言ってしまったと柴田は固まった。しかし、大沢が助け舟を出してくれる。


「いいえ、ハイハイや立っちをするようになれば、運動量が増えますから大丈夫ですよ」


　両親はちょっと安心したという顔になる。


「と、とにかく、手術をすればまたヘルニアになるということはありませんから」


　柴田も急いで付け足す。両親はその言葉ににっこりした。


「ベッドは小児科で持ちます。あ、麻酔科にも連絡しておきますから」


　大沢がてきぱきと病棟や手術部に電話を入れる。


「今、麻酔科が承諾書を取りに来ます、ロビーでお待ちください」


　看護師に誘導されて両親が救急室から出ていくと、とりあえずやることは何もない。


　診療机でカルテを書いていると、入り口から白衣を着た大柄の男が入ってきた。


「あれ、柴田先生じゃないか」


　良く通る声に振り返ると、小早川講師が立っていた。


「なんだ、イブに当直かい？　って、俺もなんだけどね」


　柴田はカルテから顔を上げた。実のところ、男の色気に溢れ、ちょい不良(ワル)といった小早川を苦手としている。それでも患者のことやその他いろいろ世話になっているので、礼儀正しく応じる。


「ええ、先生もご苦労様です」


「いやまあ、独身は使われるよなあ、だろ？」


　丸椅子を引き寄せると、小早川はどんと座って柴田の顔をじろじろと見た。


　この少しばかり影のある美貌の外科医がゲイであるとつい先頃木田から教えられた。小早川は興味津々で柴田をロックオンする。ほとんど精神科の事務の子と変わらない。


「先生は恋人とか、いるのかい？　当直するって言って、文句言われなかった？」


　女の子たちとほとんど同じ質問をぶつける。


「う、プライベートな質問には答えられません」


　はっはっは、と小早川は大声で笑った。


「いや冗談冗談。ところで君もクリスマスにはデートとかするんだろ？　どっかお奨めの店、ないかな？」


　ゲイならきっとお忍びで行く店があるに違いない、と小早川は踏んだ。自分も木田とのデートを病院関係者に見られたくはない。


「え……お店……」


　デートの段取りはいつも江森がやっている。マンションの近くの店ならすぐ出るが……。


　いきなり言われても思い付かない。だが根が真面目な柴田のこと、必死で考える。


「え……どんな料理がいいんですか？」


「そうだな、やっぱ、クリスマスデートだったらフレンチかな？」


　小早川が言いかけた時。


「誰と行くんだ、え？」


　冷たく澄んだ低い声がすぐ傍から上がった。


「うわーッ」


　小早川の大声に、柴田も驚いて振り返る。


　片隅にカーテンで仕切られた処置ベッドがあり、声はそこから聞こえたのだ。


　半袖の白衣に白いズボンを着た痩せた男がカーテンを開けて現れる。


　フレームレスの眼鏡越しに、切れ長の眼でこちらを睨んでいた。瞳は鳶色に見えるほど薄く、横に流した髪と同じ栗色の眉と長い睫に彩られ、細く高い鼻梁とシャープな顔の輪郭と合わせると、日本人ばなれした美しさだ。無論、言わずと知れた木田博基医師であった。


　木田はずんずんと小早川の前に足を進める。


「哲雄！　また悪いことをたくらんでいるようだな。まったく、さっそくデートの段取りか、え？」


　眼鏡の蔓に手をやり、下へずらすと、直に小早川の顔を覗き込む。


「僕は余計なことを教えたようだな」


「な、何、言ってんだよ！　ただ、いい店を聞いてるだけだよ」


　小早川は慌てて柴田に同意を求める。


「な、柴田先生？」


　それは事実なので、柴田は「はい」と答える。


「な、な？　べ、べつに柴田先生を誘ったわけじゃなく……」


「ふん……怪しいな……お前は嘘をつく時は、どもる癖があるからな。学生時代からずっとそうだった」


　ちょうどそこに小児科医の大沢が戻ってくる。


「柴田先生、麻酔の準備ができたそうです」


　わかった、と柴田は診療机から離れる。二人にお辞儀をして小走りに走り出した。


　木田はまだ鋭い眼で小早川を睨んでいたが、「ま、いいだろう」とお許しを出す。


「お前のような馬鹿を相手にしている暇はないんだ。看護師さん、処方箋を頼む」


　木田はさっさと処置ベッドへと帰っていく。


　取り残されて、小早川は溜め息をつくと、救急室を出た。


（まったく、間が悪いとはこのことだ……）


　カーテンの中には若者が一人、横たわっていて、脹脛の切創の縫合を受けていたところだった。木田は処方箋に字を書き付ける。


「消毒は近くの診療所でも構いません。三日分の抗生剤を出しますから、きちんと服用するように」


　すると付き添っていた小柄な黒服の青年が丁寧にお辞儀をした。黒髪をきちんと撫でつけ、狐目でなかなかの二枚目だ。


「ありがとうございます。すぐ診ていただいて助かりました。何と言っても、今夜は手一杯で……」


「でしょうね、レストランではね」


　怪我をした若者はフレンチレストランの厨房で働くシェフ見習いで、店が忙しいため、誰にも言わずに我慢していたところ、出血が止まらなくなった。店の総支配人である黒服の青年が驚いて周囲の診療所に電話を掛けまくったのだが、どこもすでに診療を終了しており、Ｊ医大までやって来たというわけだった。


　処方箋を受け取ると黒服の青年はまたお辞儀をした。そして木田に名刺を渡す。


「お世話になりました、お時間がありましたらぜひうちの店においで下さい。精一杯のおもてなしをさせていただきます」


　名刺には「フレンチレストラン　フォンテンブロー　総支配人　関知広」とあった。


「フレンチか……」


　そう言えば、小早川が「フレンチ」とか口走っていたような気がする。


（ふん、誰を誘うか知らないが……まあいい、あとでたっぷり搾ってやる）





　オペ室に入ると、麻酔の準備をしていた医師が「柴田先生」と嬉しそうな声を上げる。


　二年目の研修医・坂口だった。四月から六ヶ月２外（ニゲ）で研修したあと、三ヶ月間、麻酔科を回っているところで、「麻酔科の最後の当直で、先生のオペで麻酔かけられるなんて、記念になります」と言う。


「なんだよ、結局２外に入るのか？」


　言いながら入ってきたのは、坂口の指導医（オーベン）・麻酔科医の下村だ。


「麻酔科に来ないか？　な、柴田先生、奨めてやってくれよ。今、麻酔医は品不足なんだからさ」


「いや、別に俺が言うことじゃなく……」


　柴田がマスクの影でもそもそと言っている間に、下村はざっと坂口の手元を確認し、「よし、いいだろう」と、またオペ室を出て行ってしまった。


「先生は真面目だから。下村先生の口癖ですよ」


　坂口は笑いながらも、マスクから覗いている柴田の眼をうっとりと見つめる。


（いいんだよな……切れ長で色っぽくて……）


　坂口がそんなことを考えているとは露知らず、柴田はふと小早川に頼まれたことを思い出す。


（そう言えばこのあいだ……）


　坂口に連れていってもらったのはフレンチレストランだった。なかなか雰囲気も味もいい店だったっけ……。


　そこへストレッチャーに乗せられた患児が運ばれてきた。病棟に残っていた一年先輩の平原という医師が一緒に入ってくれることになり、付き添っている。


「柴田先生、急いで手洗いをしてくるから、先に導入、しててもらってくれるか？」


　はい、とうなずいて急いで頭を切り換える。


（あとで訊いてみるか……）


　ヘルニア嵌頓は発症から長時間が経つと、嵌頓していた臓器が壊死する場合がある。そうなると壊死している部分を切り取るなどの大手術になるが、幸い、短時間で終了となった。


　麻酔の覚めるのを待っている間、柴田は坂口に「なあ、この前行った店、なんて言うんだっけ？」と尋ねる。


「この前の……って、ああ、国立のフレンチレストランですね？」


　グルメ雑誌にも良く紹介される有名店で、坂口の勝負レストランである。


「え、気に入りました？　じゃあ、また行きましょう！」


「いや、俺じゃなくて……」


　小早川に訊かれたのだ、と知らされ、坂口はがっくりと膝を着きそうになる。


　だが「自分は頼られたのだ」とまた思い直した。


（なんたって、尊敬する先輩に頼まれて僕といった店を思い出してくれたんだからな……）


　自分とのデート（だと坂口は思っている）が印象深かったに違いない。


「いいですよ、僕、しょっちゅう行ってますけど、あそこはお奨めです。そうだ、確か財布に店の所在地が入ったカードかなんか、あったと思いますよ。じゃあ、ここ片付けたら、先生に届けてましょうか？」


　頼まれたこと以上をやってしまう坂口はますます「つくしんぼ」として精進するのだった。






　救急病棟から小早川は精神科の病棟を回ることにした。病棟の患者は落ち着いていて、当直の看護師達も笑顔で迎える。


「入院患者さんはみんな、これから回ってくるキャンドルサービスを心待ちにしているんですよ」と主任が告げた。


「うん、いいよなあ、あれは。やっぱりイブの当直もいいもんだな」


　毎年イブの夜には、看護学生達が聖歌を歌いながらキャンドルを手に病室を一つ一つ見舞いに訪れるというセレモニーがあるのだ。


「なんか、若い子が蝋燭を持ってるといいよなあ」


「いやらしいこと、連想してるんじゃないでしょうね」と主任が突っ込み、小早川は「馬鹿なこと言うなよ」と慌てた。


「まったくもう、みんな、過去の過ちを許してくれないんだよな」


「あら、過去なんですか？」


　小早川はほうほうのていで病棟を後にする。だが戻って精神科医局の扉を開けると、待っていたのは恋人の顔だった。


「うわーっ」


　ソファに座っていた木田は疑いの目を小早川に向ける。


「なんだ、その慌てぶりは。また悪いことをやらかしてたのか？」


「違うって！」


　まあいい、と木田は持っていた新聞をまた広げた。


「さっきの話だが……」


「さっきの話って？」


「バカか、お前は。レストランの話だ。ちょうど救急外来で診ていた患者が……」


　言いかけたところでポケベルの信号音が鳴り響いた。


　木田は白衣のポケットを探るが、小早川が「俺のだ」と言った。


　画面に表示されている番号はあまり見覚えがない。


　受話器を取って番号をプッシュし「管理当直の小早川です」と告げると、そこは警備室だった。


〈医局におられるのですね？　すぐそちらへまいります〉


　なんだろう、と小早川は首を捻った。


　一分も経たないうちに医局のドアがノックされる。


　小早川が開けると、紺色の制服姿の警備主任と総婦長が並んで立っていた。


　小柄だが肩幅の広い、いかにも柔道家といった体格の警備主任は、がっしりとした四角い顔に汗を浮かべている。隣の総ナース長は、五十代半ばでぽっちゃりした優しい顔なのだが、今は青ざめて緊張した面持ちだ。


「どうしたんですか、総ナース長さんまで一緒に」


　警備主任は足早に傍へ寄る。木田へも眼をやって「木田先生も当直でしたよね」と確認する。


　木田も何事かと細い眉を寄せた。


「ええ、そうですが」


「実は……」


　警備主任は声を潜めた。


「……先程、脅迫電話が病院にあったんです」


「ええ？」


「病院内に爆弾を仕掛けたという……」


　小早川も木田も同時に「えっ」と叫んだ。


「とにかく詳しく話してくれ」


「はい」


　警備主任は顛末を話し始める。


　六時を過ぎると電話交換嬢は帰宅し、自動的にかかって来た電話は警備室へと繋がるようになっている。夜間は男性の交換手が警備室の奥に詰めていて、そこから病院の内線に転送されるのだ。


　ほんの数分前に、その脅迫電話があったのである。


　内容は簡単で、ただ「爆弾を仕掛けた」とだけで、「えっ、もう一度、言って下さい」と尋ねた所、同じことを繰り返して通話を切ったという。


「どうしましょう」


　総ナース長が声を震わせる。


「電話は録音したのか？」


　小早川は警備主任に尋ねた。不審電話は今日に限ったことではない。


「ええ、二度目のものは」


　小早川は腕組みをして唸った。


　今のところ、Ｊ医大に有名人が入院していることもなく、訴訟問題も抱えていない。具体的な要求も無く、いたずらの可能性は大きい。しかし大勢の入院患者の命を預かる身として、簡単に結論は出せない。


「とにかく警察へ連絡して、指示を仰ごう。警備室に専門の人を呼んで、録音をまず聞いてもらう必要がある」


　警備主任は「分かりました！」と敬礼する。


　小早川は木田に「一緒に警備室へ行こう」と声をかけた。






　柴田が手術の済んだ患者を小児病棟へと上げると、小児病棟の入り口では大沢が待っていて「早かったですね」と感心する。


「個室しか取れなかったんですが、ご両親が待ってます。僕から手術の説明はしてあります。術後の指示は僕が出します」


「助かります」と言いながら、柴田は大沢とともにストレッチャーを中に入れた。


　ナースステーションの前のプレイルームには、入院している子供達が勢揃いしている。


「あっ、失礼」


　ストレッチャーを押していた大沢は、お菓子を乗せたワゴンをプレイルームへと移動させている国谷に衝突し、謝る。大柄で宝塚の男役のようなはっきりとした顔立ちの国谷は、にっこり笑って大沢に道を譲る。


「あれ、もうそんな時間？」


　大沢の問いに国谷は「ええ、サンタさんの用意も出来ましたし」と答えた。


　国谷は大沢の陰で下を向いてストレッチャーに付き添っているスリムな医師に気づき、顔を覗き込んで確認する。


「まぁ、柴田先生じゃありませんか！」


　ひどく嬉しそうな声に、大沢は『だいぶ俺に対するのとは違うな』と心の中で嘆息した。小児科でもない柴田がここ小児病棟で気に入られているのは、良く知っている。これが女性にもてるのを自慢にするタイプなら腹も立つのだが、


（ま、仕方ないよな……）


　柴田は相変わらず下を向いたまま、「……当直です」と小さく答える。


（まぁ！　やっぱり近藤さんは気が利くわぁ）


　国谷は心の中で快哉を叫ぶ。


（エモちゃんがみんなに慕われているところを、柴田センセに見てもらいたいもの！）


　国谷は近藤ナース長に誘われて柴田ファンクラブに入会しているので、当然二人の仲は知っている。


　近寄ってなるべく人見知りさせないように、優しい声で話しかけた。柴田に近づく時は、まるで近所のノラネコに餌をあげる時のように気を使う。


「ちょうど良かったですわ、柴田先生、宜しかったらサンタさんと一緒にみんなに贈り物を配るの、手伝って下さいます？」


　子供相手なら柴田もそれ程、苦にならない。救急室から呼び出しがかかりさえしなければ。


「……いいですよ」


　小さく頷いた。


「じゃあ大沢先生、柴田先生をお借りしますよ？　術後の指示は先生が書くんですからいいですよね？」


　自分から申し出たことなので、大沢はしぶしぶうなずいた。


（女・子供はこういう優男が好きなんだよな……）


　お呼びがかからず、寂しいがこれも仕方がない。ストレッチャーを看護師とともに個室へと押していった。


「じゃあ、こっちへ」


　国谷は柴田をプレイルームへと導く。子供達はすでに集合しており、プレイルームの絨毯にぺたんと座り、期待に眼を輝かせている。国谷主任はにっこり笑うと、柴田を促して真ん中の空いた部分へと進んだ。


「さぁ、みんな、いい子にしていたから、今年もサンタさんが特別に来て下さることになりましたよォ？」


　小学校高学年や中学校の子供達は、サンタの存在を信じている筈もないが、退屈な入院生活の大事なイベントの前で、やはり期待に胸は高鳴っていた。


　国谷が合図を送り、プレイルームの電灯が消される。どっと歓声が上がり、


「しーっ、静かに！」


　微かな鈴の音が扉の外から聞こえる。それは次第に近づいて来て……。


　観音開きの小児病棟の扉が大きく開け放たれた。


「ホーッホーッホー、子供たちー、メリークリスマス！」


　芝居がかった明るい聞き覚えのある声が響き、柴田は仰天して目をむいた。


（……五月ッ）


　赤いサンタの衣装を身にまとい、袋を肩に担いだ大男は、白い付け髭と付け眉毛で顔中覆われてはいるが……このサンタは江森五月以外の何者でもない。


（さ……ッ、五月の奴ッ、な、なんでッ）


　どころか、大柄なサンタの脇の下からは、トナカイの着ぐるみをまとった渡辺公平が顔を出しているではないか。顔の真ん中には真っ赤なボールをつけている。


　そしてサンタの後ろには、近藤ナース長以下、数人の三病棟の顔見知りのナースが、リボンで飾られたプレゼントが乗ったワゴンを押している。


　柴田は真っ赤になってその場を逃げ出そうとしたが、


「サンタさんだーッ」


「わーッ、本物だーッ」


　口々に叫びながらサンタへと殺到する子供の群れに巻き込まれ、柴田までもが江森の大きな胸へと突進する形になってしまった。


　江森は江森で『ゲーッ、浩司さんッ』と硬直した。


　もちろん柴田が当直と承知の上で引き受けた役だが、まさか小児病棟にいるとは思いも寄らなかった。


　次の瞬間、子供達に二人はもみくちゃにされる。いや、プラストナカイ一匹も。


「な、なんで浩司さんがここにッ」


「お前こそッ」


　ほとんど衆目の前で抱き合いながら、二人は言葉を交わす。


「うわー、柴田先生っ」


　どさくさに紛れて渡辺も柴田に抱きついた。


「どうっす、ボク、似合ってるでしょ？」


「ちょ、ちょっと、渡辺君、柴田先生に抱きついちゃ駄目だよ、手を離しなさい」


「やだなー、こんな手で抱きつけませんって」


　渡辺は二股に分かれた蹄を振ってみせ、ピースサインをした。


　江森のすぐ後ろという好位置に付けていた近藤婦長は、二人の密着ぶりに御満悦である。


（うーん、良いものを見ましたね！）


　いつまでも眺めていたかったが、自分も勤務に戻らねばならないので、国谷主任に合図を送り、「ハイハイ、みんな、お席に戻りましょうね」と子供達を引きはがしにかかる。


「サンタさんがプレゼントを渡せないでしょう？」


「ハーイ」


　プレゼントの一言には弱く、皆、渋々ながらもサンタから離れた。柴田も冷や汗をかきながら子供達と一緒に江森から遠ざかる。


　国谷主任はニコニコしながら、担いでいる袋を降ろす江森を手伝った。


「さぁ、みんな、これから一人一人名前を呼びますからね、静かにしてね？」


「ハァーイ」


　若いナースがＣＤカセットの電源を入れると、流れ出したのはもちろん「赤い鼻のトナカイ」だ。プレイルームの電灯が点き、調子に乗って音楽に合わせて踊る渡辺のトナカイ姿にさらに子供たちは歓声を上げた。


　ワイワイと期待の声が上がる中、ナースステーションから看護師の一人が「近藤さん」と呼ぶ。


　近藤ナース長はナースステーションに入り、電話で二言三言交わすと、ふいに引き締まった表情になった。


「国谷主任、柴田先生、こちらへ」


　小声だが真剣な声音に、国谷と柴田はナースステーションへと入った。


「今、管理当直の小早川先生から、招集がかかりました。院内放送もすぐ流れると思いますが、小児病棟には流れてきませんので」


「えっ、何が起こったんだろう」


　管理当直からの収集は、テロ対策なみの深刻な事態だということは、防災訓練などのさい、病院のスタッフに徹底されている。


　近藤ナース長は眉をぎゅっと寄せた。


「どうも病院に爆弾が……」


「きゃあああっ」


　傍にいた若い看護師が近藤ナース長の言葉を聞きつけて悲鳴を上げた。


「どうしよう、すぐ避難しなくちゃ！　どこにあるんです、そのバクダンって！」


　真っ青な顔で辺りを見回す。あわてふためいてナースステーションから飛び出そうとするのを柴田がやっと抱き留めた。


「いやーっ、離してえ！」


「しっかり！　君がパニックになってどうするんだ！　ここは小児病棟で、子供たちがいるんだぞ！」


　柴田の叱咤で、看護師ははっと我に返った。まだ青い顔をして身体はがくがくと戦慄いているものの、よろよろとナースステーションに戻る。「すみません、近藤ナース長」と震え声で謝った。


「柴田先生の言うとおりです。とにかく落ち着いて行動するようにね。詳細が判ったらすぐ連絡しますから、まだ誰にも知られないように」


　近藤ナース長は椅子を引くと「座っていなさい」と命じた。


　若い看護師はうなずいてなんとか椅子に腰掛ける。傍にいた別の看護師が水の入ったコップを運んできた。水を飲んだ看護師は涙眼で三人を見上げる。


「すみません、柴田先生、ご迷惑をおかけしました」


　いいんだ、と柴田は看護師の肩を叩いた。


「誰だって驚くよ、爆弾なんて言われたら」


　柴田に親しげに話しかけられ、看護師はにっこりする。これで大丈夫と近藤師長もにっこりした。


（やはりこういうときにいい男の存在は貴重ですね）


「では私たちもそっと席を外しましょう」


　三人がこっそり出て行くのを、江森は視野の端に捕らえていた。柴田は眉をひそめ、口をヘの字にキュッと結んでいる。切れ長の眼はいつにも増して鋭く、少し真ん中に寄っていて眉間の縦じわは深い。心配事がある時の表情だとすぐ江森は気づいた。


（何か、特別なことがあったのかな……急患かな）


　しかし国谷主任までが一緒というのに、江森は「もっと大変な事」と察しを付けた。


　一緒に付いていきたかったが、今の自分の役目をまず果たさねばならない。気持ちを目の前の子供達に向け、ニコニコ笑いながらナースから手渡された箱を眺める。赤いリボンと一緒に小さなカードが貼ってあり、そのカードに書かれた名前を大声で読み上げた。


「さぁ、いい子のキミヒロ君はどこにいるのかなぁー？」






　柴田たちが一階の警備室へを出向くと、既に沢山の人々が集合していた。各科の当直医に加え、主任・婦長クラスが皆、呼び出しをかけられたのだ。それに当直業務ではない医師もいて、その中に柴田は大月医局長の姿を認めた。


「大月先生！　先生も呼ばれたんですか！」


　大月は、少し後退しかかった髪のせいで一段と面積の増した額の汗をハンカチで拭うと、「おお柴田！」と答えた。


「どうも大変なことになった。医局長で連絡のつく者は招集されたんだよ」


「何が起こったんです？　近藤さんの話では爆弾とか……」


「しっ」


　奥にある電話交換室の扉が開いて、管理当直の小早川と警備主任、それに数人の屈強の男が姿を現した。


　小早川が落ち着いた声で話し出す。


「お集まり下さって、御足労です。先程、病院に脅迫の電話がありました」


　えっという小さな声がそこここから上がったが、小早川は澱みなく続ける。


「内容は簡単なもので、いたずらとも思われましたが、決めつけるわけにもいかず、警察の専門家に相談した次第です」


　小早川が一歩下がって礼をすると、隣に控えていた屈強の男達の中でも特別強面の男が、ぐいと歩み出て説明を始めた。


　録音された「爆弾を仕掛ける」という脅迫電話は、専門家の分析ではいたずらであろうこと、しかしこれからこの場にいる全員で院内を点検した方がいいということ。入院患者にはいたずらの可能性が高いので、知らせずに行うこと、そして「基本的に二人以上で組になり、不審物を発見したら手を触れずにすぐ警備室へ連絡して下さい。金属探知機を持った爆弾処理班の者がそちらへ向かいます」と締めくくった。


　その刑事は、ナース長達にはもしも退避しなければならない事態に備えて、ナースステーションで待機するように告げる。


「患者さんやお見舞いの人に、何かあったのかと聞かれたらどうします？」


　ナース長の一人が不安そうに尋ねる。


「嘘はつかないで結構です。変な電話があったので、念のためスタッフが警戒しているとだけ答えて下さい」


　ナース長達が病棟へ戻ると、小早川は手早く集まった人々に調べる場所を割り当てる。


「八時になると、今夜はイブだから看護学生のキャンドルサービスが始まる。その前に点検を終わらせなくてはならないので、宜しく頼む」


　小早川の言葉で、皆、「あ、そうか」という顔になった。


　小早川は病院全体を預かる身としてキャンドルサービスの中止を一瞬考えたが、心待ちにしている患者も多く、総ナース長と相談してなんとしてもその前に点検を終わらせようという決定を下したのだった。


　柴田は大月と共に一階の放射線科外来を割り当てられる。


　大月は「じゃあ、まず、外来診療室からいこう」と言いながら廊下の角を曲がり、エレベーターの前へと出た時、ちょうどチンとエレベーターが鳴った。


　開いた扉から飛び出した真っ赤な服の大男に、大月は「うわッ」と叫ぶ。


「大月センセ！　柴田先生も、ちょうど良かった、何があったんですか？」


　白い付け髭だらけの顔に一瞬構えた大月だが、聞き慣れたその声に「なんだ、江森君かー」と拍子抜けした声を出した。


「君が今年のサンタ役だったのか！」


「そしてボクがトナカイですっ」


　サンタの後ろからは着ぐるみの渡辺が顔を出した。


「うへっ、君もか」


　江森は頷きながらも「何があったんですか？」と尋ねる。


「いや、実は大変なことになってね……」


　大月の説明に、江森は「僕も手伝いますッ」と叫んだ。渡辺は頬を紅潮させる。


「ボクもっす！」


「そうだな、じゃあ江森君、柴田と組んでＴＶレントゲン室とフルム倉庫を頼むよ。俺とこのトナカイ君は外来と地下の放射線治療室を調べるから」


　ぶーっと頬を膨らませた渡辺だが、なんと言ってもこのシチュエイションに興奮していた。バクダン探しなど、滅多に体験できるものではない。年末年始には実家に帰るので、その時の話のネタにはもってこいだ。


「すごいっすね、大月医局長！『24』か『ダイハード』みたいっす！」


「渡辺君……」


　呆れ気味の大月であったが、手は多いほどいいので我慢した。ピースサインのように振り回している着ぐるみの蹄を見て溜息をつく。


（まあ、今時の若者だし……こんなもんだろう）


　柴田と組めたので江森は『ヤッター』とにっこりした。アサッテの方角を向いている柴田の傍へ行って、「宜しくお願いしますね？」と皆の手前、挨拶をする。柴田は耳を赤く染めて、つっけんどんに「……ああ」と言い、さっさと歩きだした。大月はその様子を見て『おいおい、せっかく手伝ってくれるんだからさぁ、もっと愛想よくしてやれよ』と心の中で心配した。






　別れて廊下を曲がると、江森は走り出し、前を猛烈なスピードで歩く柴田に追いついた。


「浩司さんてば、待ってよ！」


　手を取ると、柴田は俯いたまま邪険に振り払う。


「何、怒ってんの？」


　屈託ない声で問いかけられ、柴田は小声で「バカッ、怒ってねーッ」と答える。


「びょ、病院で馴れ馴れしくすんなッ」


「大丈夫だよ、二人っきりだもん」


「違うって！」


　柴田は立ち止まると、江森を振り仰ぐ。


「だいたいッ、なんでサンタ役なんてッ、引き受けたんだよッ！　それにッ、俺に内緒にしてッ」


　怒りに頬を染めるので、江森は『なんだー、やっぱ怒ってるんじゃん』と思ったが、ここで言っても始まらない。


「僕、近藤ナース長さんに昨日、頼まれたんですよ、浩司さん……内緒にしてたわけじゃないんですってば」


　執り成すように、江森は柴田の手をまた握る。


「子供達も喜ぶし、それにそうすれば、ちょっとでも長く病院にいられるでしょう？」


「病院なんかにいて、どーすんだよッ、何で引き受けたんだよッ」


　柴田はプイと横を向く。


　病院で江森を見かけると、柴田はなんだか不安が沸き起こるのだ。だって……


（あいつは、いっつも可愛いナースやら、美人の女医さんやらに声をかけられて、ニコニコしてるんだもの……）


　ニコニコは営業マンだから仕方がないのだが、柴田にとってはそう感じられない。


「あのね……」


　江森は握った手に力を込める。


「浩司さんはクリスマスイブだっていうのに、働いてるじゃないですか……それに僕、少しでも浩司さんの近くにいたかったから。いっつもＪ医大で仕事してる時、そう思ってるんだよ、僕。たとえ会えなくても、同じ建物の中にいられるだけで、僕、嬉しいんだ」


　柴田は握られた手をまた振り払おうとしたが、江森はぎゅっと握って離さない。少し身体を屈め、柴田の顔を覗き込む。


「だから、引き受けたんですよ……」


「……五月」


　焼き餅を妬いた自分が急に恥ずかしくなり、柴田はぎゅっと眼を瞑る。


「……ごめん」


　ふわりとしたものが頬に触れ、瞼を開けると、白いヒゲだらけの江森の顔がすぐ近くにあった。


「バカッ、こんなとこで駄目だッ」


　大急ぎで飛びのき、柴田は胸を撫で下ろす。


「ちぇーッ……」


　当てが外れて江森は落胆した。


「浩司さんてば、眼エ瞑るんだもの……キスして欲しいのかと思ったのにィ」


「バカッ、病院でンなわけ、ねーだろッ」


　柴田はまたぷりぷりしながら歩きだす。


「とにかくッ、今はそれどころじゃないッ、真面目にやろうぜ！」






　キーを開けて重たい鉛入りの扉を押し、中へ入ると電灯は消えて真っ暗だ。柴田が入り口にあるスイッチを入れると、そこはコントローラーパネルがずらりと並んだ作動室である。その向こうのガラス越しに、巨大なＸ線造影装置とＭＲＩが入った広い部屋が見える。そちらの照明を柴田はコントローラーパネルをいじって点ける。部屋全体が明るくなった。


「うわっ、すごーい機械だねー」


　江森は感嘆の声を上げる。電動でベッドが動く造影装置は、まるでフランケンシュタインの再生機のようだ。ＭＲＩという新しい検査機の方は、ＳＦ映画に出てくる冷凍冬眠機そっくりだと江森は思った。


「僕、この部屋は初めてだから、こんな大きな機械だなんて、知らなかったよー」


「まぁな……胸のレントゲンくらいは誰でも撮るけど、ＭＲＩや血管造影となると、普通の人はやんないもんな」


　見慣れない機械にはいろいろな付属装置がケーブルで繋がっていて、まるで江森には分からない。


「僕、こっちの部屋を点検するよ。そっちは見たことない物ばっかりだから」


「……そうだな」


　柴田は造影室へ入り、隅から順に見て回る。江森の方は残って、ファイルキャビネットやら戸棚やらを開けて調べ始める。もちろんゴミ箱の中も点検した。既に掃除はきちんと済んで、中は空っぽになっていた。


「こっちはＯＫだよ、浩司さん」


「よし、じゃあ今度はフィルム倉庫だ」


　フィルム倉庫はいったん外へ出て、廊下を挟んだ向かい側である。こちらは当然のことながら放射線取り扱いの黄色いマークもなく、扉も磨りガラスが填め込まれた薄いものだ。


　入ると先程の部屋よりは随分と狭いながら、かなりの奥行きがあって、スチール製の棚がびっしりと並んでいる。棚の上にはフィルムケースやらビデオカセットやらが分類して整理されている。


「奥には未使用のフィルムやなんかが、ダンボールに入って置いてあるんだよ」


「うわっ、幾らでも危ないものが隠せそうだねー」


　まず奥を調べようと二人は歩み入る。積まれたダンボールの多さに、二人はまさか一つずつ開けなければいけないのかとぞっとした。しかしほとんどの物がシールでぴたりと封印されていて、


「同じ会社のものだから、開いていない奴は信用できそうだな」


　柴田はほっと胸を撫で下ろす。


　結局、二十分程もかかって、二人はなんとか封印されていない箱の中身を確認することができた。


　取り敢えず不審物は影も形もなく、


「良かったな……」


　二人は一息入れることにした。


「ふーっ、疲れたー、汗、かいちゃったよぉ」


　江森はぺたんと床に腰を下ろし、額の汗を拭う。


「そっか？　俺、暑くないぞ」


「だって、浩司さんはオペ着じゃないのォ。僕はサンタの服なんだよ？　これ、ネルですっごく暑いんだよォ。下にも服、着てるしさあ」


　言いながらスチール棚に寄りかかっている柴田を仰いだ。


　柴田は「ま、とにかくここに変な物がなくて良かったよな」と、肩の力が抜けたのか、両腕を挙げて背筋を伸ばす。すると短いオペ着の上っ張りが持ち上がって、可愛らしいオヘソが丸出しになった。江森の頭にふいに悪い考えが忍び込む。


「ねーえ？」


　さりげなく江森は柴田ににじり寄る。


「ん？」


　柴田は何の疑問も抱かずににっこりして江森を見下ろす。その子供のような無防備な笑顔に、江森は少しだけ良心の仮借を覚えたが、さらに足元まで接近した。


「……オペ着ってさぁ……けっこー、危ないよねぇ？」


「え？」


「だってさぁ……紐で縛ってるだけじゃないの。こんなことされたらさぁ……」


　センテンスが終了しないうちに、電光石火の早業で江森の腕が伸び、紐を解く。


「あッ！」


「……脱げちゃうんじゃない？」


　嬉しそうな声が上がるのと、オペ着のズボンがストンと落ちるのが同時だった。


「バ、バカッ、何、するッ」


　柴田は真っ赤になってズボンがずり落ちるのを手で防ぐ。しかしその時には、露になった股間に既に江森が飛びついていた。布の上から息を吹きかけ、形をなぞり、頬を押し付ける。


「これこれ、僕の大好きなのがすぐ出てきちゃって……浩司さん、まさか他の人に、こんなことやられたりしてないよね？」


「バカッ、やめろッ、こんなとこでッ」


「いいじゃない、少しだけ」


　もう指を下着の中へと忍び込ませている。


「ア……バカッ、や、めろ……ッ」


　ちょうど江森がひざまづくと柴田の股間に顔が埋められる高さで、江森はいい気になって舌を使い始める。


　一度だけ、白衣姿の柴田を病院のカルテ倉庫で抱いたことがあった。あの時も白衣にひどくコーフンしたが……。


（うわー……オペ着ってもっとコーフンするッ）


　ＴＶドラマでも医療現場でも、緑の手術着で颯爽と仕事をしている医師はカッコイイと江森は思う。しかし、下半身がこんなに無防備とは知らなかった……いや、上半身だって、と江森は上目使いに鑑賞する。上っ張りはだぶだぶなので、柴田が身を捩ると可愛らしいオヘソからみぞおちまでが裾から丸見えになる。


　うっとりと眺めながらも、江森は急に不安になった。手術のある日、いつも柴田はほぼ一日中、このカッコで病院内を歩いている。ひょいと腕を掴まれ、物陰に連れ込まれたら……そして紐をほどかれたら。さらに露わになったここにしゃぶりつかれたら！


　ハヤい柴田などひとたまりもないではないか！


（もうっ、心配だよッ、テイソータイでもつけたいくらいだッ）


「浩司さんッ、絶対、駄目だよッ、他の人にこんなこと、させちゃッ」


　下着の上から軽く歯を立てる。


「アウッ」


　柴田はビクリと反り返り、必死で体勢を立て直す。


「バカッ、テメー以外、こんなことヤる奴、いねーよッ」


「んなこと、ないよッ」


　江森は柔らかく噛みながら、ライバルの顔を思い浮かべる。


（アイツもッ、アイツも怪しいッ）


　一段と熱を込めて、先端を指で擦りあげた。


「ア……」


（こッ、こいつッ、本気でッ）


　江森が本気を出したのが分かり、焦った柴田は喘ぎながらなんとか声を絞り出す。


「さつ……きッ、駄目だッ、ここ……じゃ、やめ……てッ」


　もう限界と見て取って、江森はセミビキニのブリーフを少しだけ引き下ろす。すると濡れて光った可愛らしい頭が飛び出した。


「もうこんなになってるじゃない、浩司さん！　ね、イッカイ抜いてあげるから」


「だめだ……てばッ、んな時間、ないよッ」


「三分、三分だけ、やらせてよ」


「バカッ、ウルトラマンかッ、俺はッ」


　腰に力が入らなくなってきた……柴田はガクガクと震える膝で、必死に身体を支える。


「浩司さんたら、口だと三分ももたないじゃないの」


　言いながら、江森は完全にブリーフを太ももまで下ろした。


「一分でデちゃうくせに」


「……もうッ」


　柴田は観念して目を瞑った。ここまでくると、江森はたいがい止まらない……しかも情けないことに、確かに自分は口ではハヤいのだ……このさい、一分我慢すれば……。


（こいつはマンゾクするんだ……）


「……分かったよッ、勝手にしろッ」


　お許しが出て、江森は根元まで飲み込むと、本気で舌を使い始めた。その途端、


「ア……ウウッ……」


　局部だけではなく、下腹から内股まで全体に柔らかなものが擦り付けられ、柴田はのけ反った。電撃のような快感が走り、ザワザワと首筋までそれは昇ってくる。


「アッ……さつきッ……そ……れッ」


　涙に滲んだ眼で見下ろすと、柔らかい毛皮のような感触はサンタの付け髭ということが分かった。


「ア……アッ」


　大声が上がりそうになり、柴田は急いで自分の口を塞ぐ。足の付け根から臍までふわふわの柔らかいモノで撫で回され、くすぐったくてたまらない。しかし一方で局部には熱い快感が与えられている……感覚が二分され、集中できない。熱い液は下腹で行き場を失って渦を巻く。


（いきたい……のにッ、い、けな……いッ）


　先端から液が溢れ、もうバクハツ寸前だというのに、柴田がまだ放出しないので、江森はどうしたのかと驚いた。


（いつもならあっと言う間なのに……どっか痛くさせちゃったのかな？）


　心配になってまた上目使いで窺うと、柴田は恍惚の表情を浮かべ、涙まで滲ませている。


「どしたの、浩司さん、なんでイカないの？」


「そのッ……ヒゲだ……よッ、く、くすぐったくてッ」


「ああー！」


　こういうことは理解が早い江森である。


「そっかー、集中出来ないんだね？」


　でも、ということは、と、また素早く頭を巡らせる。


（もたせたい時は……そっか、何かハネとか毛皮かなんかでくすぐれば……クチでももつんだ！）


　この前、もたせようと根元を縛って怒られたのだ。


（これなら……）


　日々これ、新しい発見である。


　江森は嬉しくなって笑いながら先端を舐め続ける。


「じゃあ、口でも三分、もつかな？」


「バ、バカッ」


　やがて二つの刺激が統合され、下腹から背筋を通って首まで、今まで感じたことのない快感に震え始めたのが柴田に分かった。


「ウ……アア……い……いッ」


　ビクビクと全身がケイレンする。


「よ……よすぎるッ、五月ッ、も……駄目だッ」


　後ろに入れられてもいないのに、身体の中心を太いモノで貫かれたように、火の柱が突き抜けた。


「出るッ」


　大きく背をしならせ、柴田は放出する。熱い液体を江森は飲み込んだ。


「ア……」


　欲望を解放してぐったりと崩折れる身体を江森が抱きとめるのと、寄りかかっていたスチール棚が傾ぐのとが同時だった。


「浩司さんッ」


　意識を半分飛ばしかかっている柴田を江森は背中で庇う。その上にドカドカとフィルム缶やビデオカセットの雨が降り注いだ。






　地下の放射線科治療室をすっかり調べると、大月と渡辺は一階へと向かった。


　ちょうど上がったところで、放射線科の外来から半袖の白衣を着た痩せた男が出てくるのに会う。


「ああ、木田先生」


　大月が先に挨拶する。


「いかがでしたか？」


　木田は眼鏡の蔓に手をやって尋ねる。大月のとなりでぴょんぴょん跳ねているトナカイに不審の目を注いだ。


「こちらは大丈夫でした」


「じゃあ一緒にあっちを見に行きましょうか」


　二人と一匹は静まり返った待合室を横切る。広いロビーの中央には天井に届かんばかりの大きなツリーが飾ってあって、可愛らしい赤や青の豆電球が点滅している。


「まったく、いたずらにしても悪質すぎる。許せないな」


　低い声で木田が呟く。


「ちょっとツリーの根元とかも見ときますー？」


　さっき、子供にプレゼントを配ったばかりのトナカイ渡辺が思いついた。


「だいたいイブに爆破予告するなんて、性格、そーとー悪くないっすか？　子供が近寄ってドカーン、とか考えてそうじゃないっすか」


「そういえばそうだな、君の言う通りだ」


　木田は見直したという表情を渡辺に向ける。三人は慎重にツリーの傍へと寄った。


「どうだった？」


　大声が響き、小早川が警備室から三人の姿を認めてやってくる。


「いや、今、ツリーも調べた方がいいという話になってな」


　木田が答える。


「確かに！　その通りだよ、よく気が回ったな」


　トナカイが得意げにひらりと一回転した。


　ツリーの周りには怪しい物はなく、四人はまた歩き出した。木田はふと歩みを止める。


「あとは倉庫だな」


「あ、確か柴田達が行ってるんじゃ……」


　廊下の角を曲がると、扉のガラス窓から明かりが漏れている。


「調べてるところかな？」


　するとガラガラと内部で何か崩れる音がした。


「なんだ、今のは！」


　木田がぱっと走りだす。いつもジョギングで鍛えているだけあって、すごいダッシュで扉にたどり着き、中へ飛び込んだ。


「誰だ！　そこにいるのはッ」


　大声を出して、奥へと進む。大量のフィルムやビデオカセットやらの山が動き、赤いものが現れた。


「こいつッ、怪しい奴ッ」


　木田が飛びかかる。中から響く木田の叫び声に、外にいた三人は仰天して走り寄った。


「どうしたッ、博基ッ」


「ま、待って下さいッ、僕ですッ、江森ですッ」


　聞き慣れた声に、


「何だ、江森君か！」


　振り上げていた拳を木田は降ろす。


「それにしてもいったい……」


　木田は降ろした拳骨と共に眼を下へやって、男がもう一人、赤い服の下敷きになっているのを発見した。


「どうした！」


　サンタの広い肩ごしにちらりと見えている小柄なオペ着の男は、苦しそうに口を開け、半分眼を閉じている。視線はまるで定まっていない。


「怪我でもしたのか？」


「あ、あのッ、だいじょぶですッ」


　江森は必死で大きな背中で、ももまでズボンを降ろし、あられもない姿の柴田を視線から隠す。


「た、棚にぶつかっちゃって、崩れちゃったんです！」


　木田から見えないように、急いで下半身を整えてやり、キュッとオペ着のズボンの紐を縛る。


（これで大丈夫だ……）


　ぼーっとしている柴田の腕を掴んで立たせた。


「すみません、お騒がせして……」


　強烈なフィニッシュの直後でまだ頭がはっきりと働かなかったが、柴田はもつれる舌でなんとか「不審物はありませんでした」と小早川に報告する。


「大丈夫だった？　柴田先生、怪我しなかったか？」


　ふらついている柴田に手を差し伸べた小早川は、その姿に仰天した。とろりとした目付きに火照った肌、全身からフェロモンが匂い立って、見ているとクラクラする。


（うわーッ、なんだこの子はッ）


　小早川が見とれているとは気づかず、柴田は素直に手にすがって歩きだす。


「あ、もう、だいじょぶです」


　戸口から大月とトナカイが心配そうに覗き込んだ。


「おう、柴田、どうだった？」


「不審な物はありませんでした」


　だんだんと頭が働くようになって、柴田はしっかりとした口調で答える。そして小早川を見上げ、にっこりした。


「すみませんでした、もうだいじょぶです」


　自分から手を放すと、戸口へと歩いて行くので、小早川はがっかりする。


（ちぇーッ）


　もっと手を握っていたかった。






　全館の点検が終わり、念のために数人の私服刑事が張り込むことになったが、一応爆弾騒ぎは「いたずら」と処理されることに決まった。無事にキャンドルサービスはスタートとなった。


　消灯時間が来て、暗くなった廊下の端から、ゆらゆらときらめくキャンドルの群れが近づいてくる。今夜ばかりは見舞い客もキャンドルサービスが終わるまで残ってよいことになっている。


　年若い看護学生のアカペラの歌声は、おごそかというよりは元気があって華やいでいるが、入院患者にはその方が好評だ。この日のために一所懸命練習した学生達は、普段は厚底サンダルやらブランド物やらに身を固めたごく普通の若者なのだが、今は献身という内なる光で特別に輝いた愛の天使だ。


　天使達は歌いながら、危険のないように小さなカップに入ったキャンドルを一つ一つ、病室に配って行く。この夜ばかりは、誰もが敬虔なクリスチャンの気分を味わうことが出来るのだった。


　サンタ役のご褒美に、江森と渡辺も三病棟のナースステーションから白衣の天使の卵達が賛美歌を歌いながらしずしずと歩くのを、見物することが許された。


　柴田もカルテを書く手を休め、じっと聖歌に聞き入っている。


　本当は柴田の隣で手を握り、見物したかったのだが、さすがにそれは出来ず、江森は柴田へ熱い視線を送る。


『来年こそは、二人っきりで過ごそうね？』


『……ああ』


　その頃、休憩室で借りて来たサンタの衣装を片付けていた国谷主任が、「あら？」と首を捻っていた。


「近藤ナース長さん、あのー……ちょっと……」


　近藤ナース長は呼ばれて国谷主任に事情を聞く。ナースステーションへ戻ると、おとなしくコーヒーカップを前にテーブルについている江森に声をかけようとした。と、その時、シャーカステンの前でＸ線写真の所見を取っていた柴田が、またカルテを書きに戻ってくる。オペ着の上から白衣を羽織った状態でいるので、オペ着の前面は無防備に外気に晒されている。近藤ナース長の視線はある物に吸い寄せられた。


（んまぁ……）


　しかし直接柴田に注意するわけにはいかない。


（困った人達ですねぇ……いったいどこでおいたをしたんでしょうねぇ……）


　目撃出来ず残念なことをした、との舌打ちは忘れない。


「えっと、江森さん」


　咳払いしてナース長は江森に近づく。


「あの、ですね。頬髭はあるんですが、口髭がないんですよ、江森さん」


「え？　そうでしたか？」


　全部一緒に返したはず、と江森はキョトンと椅子から見上げる。


「どこにいっちゃったのかなぁ？」


「それがですね……多分、あそこかと」


　婦長はさりげなく柴田の方へとあごをしゃくる。視線の先を辿った江森は、声を上げそうになった。


　カルテを片手に柴田が歩いている。オペ着のスボンは紐で縛るようになっているが、いわゆる「前立て」にはジッパーもボタンもついていない。その割れ目部分から、脚を動かすたびに白いものがチラチラと覗くではないか。


（ゲーッ）


　江森は真っ赤になった。


（あの時にッ）


　股間から埋めていた顔を離したあの時、口髭がとれたのだ。そのあと、大急ぎで前を整えてやったので、気づかなかったに違いない。要するに、ブリーフとズボンの間に口髭を挟んだまま、紐で縛ってしまったのだ……。


「こッ、浩司さんッ」


　思わず下の名前で呼ぶと、江森はダッシュする。


「なッ、なんだッ、どうしたッ」


　ナースステーションにいた数人のナースが、いっせいに眼を輝かせた。ホモのカップルの熱い抱擁が至近距離で見られるかもしれない。イブの准夜勤を引き受けたかいがある。


「バカッ、やめろッ」


「それどころじゃないんですッ」


　江森は抵抗する柴田を無理やり引きずって、リネン室へと飛び込んだ。


「浩司さん、アソコ！」


　江森の手が下腹へと伸びたので、柴田は仰天した。まさか、こんな所でコトに及ぶつもりでは……。


「何、するんだッ」


「しッ」


　次の瞬間、取り出された指先に、白い口髭が挟まれているので、柴田もあっと気が付いた。


「そ、そういえば……」


　なんとなくアソコがフワフワと暖かいとは思っていたのだが……。爆弾騒ぎが無事終了するまでは、緊張していてそれどころではなかった。


「フェラチオした時、取れちゃったんだねぇ」


　江森が大声で言うので、柴田は「バカッ」と怒鳴る。


「もうッ、お前って奴はッ」


　江森は懲りない風で、その時のことを思い出してクスクス笑う。


「浩司さん、そー言えば、すっごく感じてたもんね。僕、髭、伸ばそうかな？　今、髭って流行ってるしさ。んで、アソコ、スリスリしたげようか？」


「バカッ」


　リネン室の扉がいきなり開いて、二人は飛び上がった。


「柴田先生、江森さん、小早川先生からお電話です」






　柴田と江森が第１外科の医局に顔を出すと、なんと渡辺が出迎えた。さすがにトナカイの着ぐるみは脱いでいる。


「いらっしゃーい、お待ちしてましたー」


「渡辺君、なんでここに？」


「えへへ、およばれしたんですよー。木田先生と小早川先生がお寿司を奢ってくれるそうです」


　トナカイ渡辺は二人に気にいられたのだった。


「どうぞどうぞ、こちらに座ってくださいよー」


　勝手知ったる、といった調子で渡辺は二人をソファに案内する。


「渡辺君、君って天然だよね……」


　首を振りつつ、中に入った江森は坂口の姿を認めて固まった。


　坂口利之、今もっとも江森が警戒している恋敵なのだから当然だ。


　坂口は「柴田先生、お疲れさまでした」と江森には見向きもせずに柴田にむかって手招きをする。


「本当によかったですよね、いたずらで。手術部に爆弾が仕掛けられるはずはないって思いましたけど、僕たちも点検がたいへんでしたよ」


　江森はぐっと唇を噛みしめる。ここでの自分の立場は「柴田の恋人」ではなくて「ＭＲ」だ。それでも坂口を睨みつけながらソファに腰を下ろした。


　しかしまた新たな心配が沸き上がる。目の前に座っていた小早川がいそいそと柴田を自分の隣に招いたのだ。


（まさか……ね。小早川先生は木田先生と付き合ってるんだから……）


　小早川は「寿司でいいよな？」などと柴田に話しかけている。


「イブだからフライドチキン、とかも考えたんだが。この時間ですぐ出前をしてくれる店はなかなかないしねー。あそこならすぐ持ってきてくれるから……」


　小早川が言い終わらないうちに「ちわーっす」という元気な声が響いた。


「すんません、警備室で桶を全部調べられて、遅くなりました。なんか、あったんですか？」


　入ってきたのはヤクザかとも思われるような強面の青年だ。ぎょろりとした眼、上背のある身体、冬なのに半袖シャツから日焼けした逞しい腕をのぞかせている。「米寿司」と名の入った桶を抱えている。


「嵩君じゃないか！」と柴田が呼んだ。


　加瀬嵩、男の大事な部分に埋め込んだもののせいで熱を出した青年だ。柴田の手術を受け全快したのだが、それ以降、柴田を慕っている。いわば江森のライバルだ。


「センセ、久しぶり！」


　嵩はギョロ眼を嬉しそうに和ませる。


「なんだ、センセがいるって知ってたら、特別に俺が握ったのになー」


　江森に気づき、露骨にいやな顔をする。


「ちぇっ、あんたもいたのか」


「なんだよ、それ」


　江森も睨み返す。


　一触即発の雰囲気に気づかず、当直勤務についている平野という医師がのんびりと「お茶を煎れます」と立ち上がった。


　慌てて江森も立ち上がる。


「僕が煎れますよ、先生は休んでいてください」


　ＭＲとしては医師を働かせるなんてもってのほかだ。渡辺にも「働け」と目配せした。だが平野は「いいんだって」と制する。


　平野は育ちの良いぼっちゃんで、木田に憧れて今年第１外科に入局した若手だ。大学時代はテニス部で、坂口の先輩に当たる。その関係で坂口は１外の医局に遊びに来ていたというわけなのだった。


　江森が目の前からいなくなったので、嵩はローテーブルに鮨桶を並べながら親しげに柴田に話しかける。


「なあ、センセ、もっと俺んとこに食いに来てよ、サービスするからさ」


「うん」


　立ち去りがたくうろうろしている嵩を見ているうちにふと小早川があることを思い出した。


（そう言えばこの子は確か……）


　行きつけの店の子が入院していると聞き、見舞いに行ったところ、「男が好きになったんだけど、病気かな」と相談されたのだ。頬を紅潮させている嵩と、柴田の顔を交互に眺める。


（ひょっとして……）


　先ほどのフェロモンむんむんの柴田を思いだし、納得と結論を出す。


（博基も綺麗だが、近寄りがたい雰囲気があるからな。その点、この子は襲いたくなるって言うか……）


「おい、なにを一人でうなずいてるんだ」


　木田の声に小早川は「うわっ」とソファから飛び上がる。


「またなにか良からぬことを考えているんじゃないだろうな」


　木田がカルテの束を持って奥のカルテ庫から合流した。


「違うよ、何事もなくてよかったな、と考えてたんだよ」


「その通りだ、クリスマスイブにとんだ騒ぎだったな」


　木田はソファに腰をかけるとうんざりという顔で話し出す。


「救急車が何台も来て忙しい方がずっといい」


「そうですね」


　平野は急いであいづちを打った。


　若い平野の方は、ちょっとスリルとサスペンスがあって楽しかったのだが、尊敬する木田の意見は絶対なのだ。


「木田先生、さっきのＣＴ出来ましたよー」


　がらがら声が響き、どかどかと大柄な半袖白衣の男が乱入してきた。柴田の顔を認め「お、柴田！」と嬉しそうな声を上げる。訊かれもしていないのに、「さっき、木田先生に呼び出されちゃってさあ、それで来たんだけど、もっと前に呼んで欲しかったぜ」と話しかけた。


「爆弾魔だって？　くっそ、俺がいたら犯人を捕まえてやれたのに」


　芝元の言葉に嵩が眼を丸くする。


「えっ、そんな大事件が？」


　小早川は慌てて芝元に「しっ」と人差し指を立てて見せたが、まるで通じない。


「そうなんだよ、警官なんか来たらしいぜ、ちぇっ、見逃しちゃったよ」


　渡辺が得意げに「ボク、爆弾探しのお手伝い、したんですよー」と鼻をうごめかす。


「すげーな、それって、なあ、センセ、なにかあったら俺のこと、頼ってくれよ、な？」


　芝元がむっとした顔を嵩に向けた。


　嵩に渡辺、芝元と小早川が同時に柴田に話しかける。


「柴田先生、ボク的には正月は実家に帰るんすけど、センセもうちに遊びに来ません？」


「なあ、柴田、正月はどうしてるんだ？」


「センセ、な、絶対店に来てくれよ？　元旦からやってるからさ」


「それより柴田先生、さっきの話だが……」


　騒然としたところへ澄んだ声が響いた。


「少し静かに！　それより哲雄、救急止めは解除したろうな」


　木田が毅然とした態度で小早川に尋ねる。爆弾がいたずらと分かるまでは、救急隊の要請は別の病院へと回していたのだ。


「ああ、さっき……」


　小早川が柴田から木田へと顔を向けた途端、医局の電話が鳴る。平野が取って、木田に緊張した声で伝える。


「救急隊からです！　自殺未遂、酸性の劇薬を飲んだようです！　意識は清明！」


「やっと医者の仕事だ！」


　木田がぱっとソファから立ち上がる。


「放射線科の外来で待機してます！」


　芝元は一足先にどかどかと出ていく。


「自殺企図なら俺も一緒に行こう！」


　小早川も立ち上がった。


「ああ、頼む！」


　白衣を翻し、同時に二人で部屋から走り出るのを、平野は慌てて後を追う。


　病院棟へ通じる渡り廊下を走りながら、ぴたりと並んで前を行く二人の背中を見て、平野は感心した。


（やっぱ、親友同士息が合ってるな、木田先生と小早川先生は……）


　ふと気づくと、坂口と柴田も自分の隣を走っていた。


「俺も手伝います」


　低い声で言う柴田に平野はまた感心した。


（柴田先生って、一年しか上じゃないのに、ほんとに冷静で頼りになるな……）






　江森と渡辺、そして嵩は医局に呆然と残っていた。


　嵩ははっと気を取り直す。柴田がいなければここにいても意味はない。


「あ、俺、帰らなきゃ」


　さっさと医局から出ていった。


　大きな寿司桶が幾つも並ぶテーブルを渡辺は見下ろす。


「もったいないから食べちゃいましょうよ、先輩」


「ええっ、駄目だよ！」


　しかし渡辺はすでに鉄火巻きを箸で摘んで口へと運んでいた。もぐもぐと口を動かしながら「柴田先生たちのぶんは残しときますから大丈夫ですって」と言う。


　食べながら渡辺はミニキッチンの戸棚を探し始めた。


「先輩も手伝ってくださいよ」


「え、なにを？」


　渡辺は振り返ると「やだなあ」と顔をしかめる。


「ラップですよお。柴田先生たちのぶんにかけるんです。そうしないと乾いちゃいますからね」


「そっか」と江森も傍に行って引き出しを開けた。


「君って気が利くんだねー」


　渡辺は得意そうな顔になった。


「江森先輩、ボクのこと、うんと使ってくださいね！」


　それにしても、と江森は溜息をついた。


「イブって言えば、カップルでいちゃいちゃするもんだけど……まあ、浩司さんらしいかな、こんなのも」


　柴田と知り合ってから、冒険人生になったのだから。


（こんなクリスマスイブもありかな……）






　国立駅を挟んで北口の徒歩十分ほどの住宅街に、その有名なレストランはあった。


　一階がアンティークショップ、二階がカフェ、そして三階が阿部貴明が総料理長を務めるレストラン「フォンテンブロー」だ。


　総支配人の関（せき）知広（ともひろ）は、フロアのそこここに目を配っていた。


　今夜のディナータイムは二回になっていて、コースメニューオンリーだ。


　本当は二度に分けたくはない。クリスマス・イブぐらいは、ゆっくりと料理を味わって欲しい。コースメニューだけというのも、客の立場から言えばいかがなものかと思う。だが経営者の立場ともなれば、そうも言っていられない。関はＭＢＡも取得したマネージメントのプロなのだ。総料理長・阿部（あべ）貴明（たかあき）の父から、わがまま息子のお守りと店の建て直しにと請われて今の職場につき、そしてどういうわけか、阿部と付き合いだしてから、はや数ヵ月。


（いったい俺はどうなってるんだ？）


　ノンケで自分より背の高い女と付き合うのが理想だったのに、なぜか今は大男の阿部に抱かれているとは……そして、それが困ったことにいやではないとは。


　そんな葛藤を表に出すことなく、関は柔らかな笑顔でテーブルを回る。


「本日のメインですが、肉は蝦夷鹿の赤ワイン煮ハスカップソース添えか、比内地鶏のロースト北京ダック風、もしくは葉山牛のステーキになります。魚メニューではホウボウのオーブン焼きバジル風味と、かじきまぐろのカチャトゥラ、それにスズキのポン・デ・ザール風、溶かしバター味のことですが、これらから一品選べます」


　遅いコースは八時半からなので、最後の客がテーブルから離れたのは十一時を回っていた。関は玄関まで送ると、深くお辞儀をして送り出す。


「ありがとうございました、またお越し下さいませ」


　ゆっくりと表玄関を閉め、三階のフロアまで戻った。


　フロア係はきちんと整列して関を待っている。これも高校・大学を通じて青春をバスケ部に捧げた体育会系の関が仕込んだたまものだ。以前は父親の七光りと阿部に反感を抱いていたスタッフが多かったが、関はそういった不心得者をすべて放逐したのだ。もちろん、武士の情けで次の職場への推薦状つきでだが。


「ご苦労さん、さあ、みんな、後片付けだ」


　今夜は厨房の若者が一人怪我をして、救急病院へ付き添ったというアクシデントはあったものの、とりあえず合格点だった。


（そうだ、ちょっと様子を見ておこう）


　厨房へ行くと、阿部貴明が先頭に立って片づけをしているところだった。すでにステンレスの台は顔が映るほどぴかぴかになっている。怪我をした若者も元気よく食器洗いをしている。


「どうです、料理長（グランシェフ）」


　職場では肩書きで呼ぶことにしている。しかし阿倍のほうは喜々として近寄ってきた。がっちりと角張った顎にはちょろちょろと無精髭が生えている。濃い眉をぴくぴくと上げ下げし、ぎょろりとした眼を嬉しそうに細めた。


「なあなあ、関さん、これからどっか行く？　それとも俺のマンション？　そっちがいいな、俺は。で、すぐエッチしようぜ？」


　シッポを振る大型犬のように阿部は関にすり寄る。


「ったく、離れろ」


　小声で言うと関は阿部の脇腹に肘打ちを食らわせる。


「いってー、ひどい、関さん……」


　呻いて離れる阿部に関は「それより、明日、特別予約が入った」とビジネスライクに話しかけた。


「先程、病院で世話になった先生からだ。木田というお名前だ。どうもカップルでいらっしゃるようだから、特別メニューを頼む」


　阿部は「うん」と頷く。


「そうか、病院の先生たちもたいへんなんだなあ。イブに仕事してるから、明日代わりにデートなんだね。じゃあ張り切ってもてなそうぜ！」


　阿部は真面目な顔になると、食料庫へと歩いていく。


「そうだな、やっぱりクリスマスだから、七面鳥の丸焼きにしようかな。プロヴァンス風にクスクスを詰めて、味付けはドライトマトとオリーブで、となるとソースはバルサミコ酢がいいかな……」


　関はしてやったりとほくそ笑みながら後を追った。


（これで帰ってすぐエッチ、とはいかないだろう）


　阿部とのセックスは嫌いではないが、なんとも長時間に渡るので、明日も仕事があるときはきついのだ。


（しばらくはメニューの内容を考えているからな）


　だがそれは阿部が料理に情熱的で研究熱心だからだ。


（まったく、オレ様でしょうもない男だが、そういうところが好きなんだろうな……）


　たぶん高校生のころからそんな阿部が好きだったのだ、と関は思う。


　食料庫に顔をつっこんでいる阿部の背中を慈愛に満ちた笑顔で見つめた。


（俺とあいつは恋人同士ってことなんだろうなあ……）


　今夜は恋人たちのクリスマスイブ。


　そしてカップルそれぞれの夜は更けていく……。
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「いっけなーい、もー七時半だッ」


　江森五月は寝ぼけまなこで時計の文字盤を確認すると、大声をあげて毛布をはねのけた。額にかかった明るい色の癖毛を太い指でかきあげ、グイグイとまぶたをこする。バシッと両手で頬をはたいて気合を入れると、エイッとばかりにベットから飛び出した。


　大柄な身体で思いっきり伸びをすると、ベランダのサッシを全開にする。冷えきった冬の朝の大気が流れ込んだ。


　一年を締めくくるにふさわしい、晴れやかな天気だ。


「さー、きょーも頑張るぞッ」


　今まで寝ていたベットを振り返る。ダブルの広いベットの半分は、昨夜は主がいなかったのだ。だが、それも昼までの辛抱だ……。


「帰ってくるまでに、大掃除、しとこ！」


　同棲して初めての正月を迎える。数日前、江森は実家に電話して、「今年の正月は帰らない」と告げた。


　もっともまだ入社四年目なので、今までも正月に帰れたタメシがなかった。製薬会社の営業マン通称ＭＲは、自社の製品を使ってもらうためには何でもする、いわば医者のパシリだ。盆・暮れ・正月は無いに等しかった。そこを恋人と三が日を過ごすために昨日の昼まで休日出勤し、やっと休みをとったのだ。この貴重な休みを実家に帰るためなんかには使えない。悪いとは思ったが、「別の時に帰る」とだけ告げた。母親と二人の姉はなんとなく江森に恋人が出来たことを察しているようだったが、まだ同棲していることは打ち明けていない。そのうち、家に連れて行くつもりではいたが……もう少し根回ししておかないとショックを与えてしまうかもしれないと江森は警戒している。何しろ恋人は男なのだから……。


　ベットに近づくと、毛布を抱えてベランダの手摺りに干した。つづいてシーツと枕カバーを引きはがし、ついでにパジャマも脱いで、まとめて台所へ持っていく。システムキッチンに組み込まれた大型の洗濯機にほうり込み、スイッチを入れた。全自動なのでもうこれで安心だ。手早くシャワーを浴びると、ＧパンとＴシャツを身につけ、口笛を吹きながら掃除にかかる。


　昨日は窓ガラス拭きに換気扇、風呂場を徹底的にやった。今日はリビングをやるつもりだ。サイドボードのグラスも磨こうと思っている。新婚のスウィートホームをピッカピカにして、新年を迎える予定だった。


「浩司さん……早く帰ってくるといーな……」


　昨夜は病院の当直で、柴田は家を空けていた。医師の当直明けは正午である。それまでに掃除を済ませ、病院へ車で迎えに行って、


「デパートへ買い出しに、いこうっと」


　おせちも鏡餅も注文済みで午後届くのだが、柴田が何か欲しいものがあるかもしれない。


「そーだ、しめ飾りがまだだ！」


　実の所、豪華な門松で二人の愛の巣を飾り立てたかったが、マンションではそうもいかない。適当な大きさのしめ飾りを買って扉につけようと、買い物リストに付け加えた。もっとも柴田の持ち物であるこのマンションは瀟洒な造りで管理も行き届いており、エントランスには立派な門松が既に立てられている。しめ飾りで十分だと、自分を納得させる。


「あ……っと、年越し蕎麦、忘れるとこだった！」


　買い物リストに付け加える。今夜は紅白歌合戦を見て、年越し蕎麦を食べるつもりだ。そしてそのあと。


　年越しセックス。


　もう何日も前から、この言葉が頭から離れないでいる。一人でニヤニヤしながら、掃除機をかけ続ける。


　お邪魔虫の渡辺公平も実家へ帰った。もし渡辺が「一緒に紅白、見ましょう」などと言い出したらと冷や冷やしていたのだが。


　そして目障りな院内の恋敵も、休みに入ってしまえばいっさい眼に触れることもない。


　クリスマスイブには坂口を始め、嵩まで現れて江森はやきもきした。だがもう安心だ。


　これからは二人だけの時間が待っているのだ……。


「ゆく年くる年」が始まったら前戯を始め……。


　柴田のナカにモノをイれたまま……。


　新年を迎える。


「アアッ、サイコー！」


　身体を繋げて年を越すなんて……柴田もきっと喜ぶに違いない。


　今夜は明日のことを考えずタップリ出来る……。


　自分が上になって、見つめ合いながら、カウントダウンに合わせて腰を使うのだ……。


　にんまりと笑いながら江森は掃除機を片づけた。





　柴田浩司は眠い眼をこすりながら、血液ガス分析の結果をカルテに書き込む。


　二酸化炭素分圧（ＰａＣＯ２）40㎜Hg、酸素飽和度（サチュレイション）98％……これなら、酸素濃度を60％から50％に下げられるだろう。人工呼吸器のセッティングを微調整する。


　明け方三時に運び込まれたこの七十代の老人は、マンションの外階段から転落していたのを深夜帰宅した近隣のヤンキー娘に発見されたのだ。不良も時には人助けになるのだから捨てたものではない。


　脾臓破裂で出血はひどかったが、摘出手術じたいは比較的簡単だった。が、元々の慢性の肺疾患のせいで人工呼吸器から離脱できない。どころか、呼吸不全から何回も心停止を起こし、柴田は結局集中治療室で夜を明かした。その間もひっきりなしに急患室から呼び出され、疲労の極致で今朝はもう立っているのもやっとである。半袖の手術着は汗まみれで、全身がベタベタして気持ち悪い。


　あと四時間の辛抱だ……十二時にはオフデューティになる。その前に、オペ室でシャワーを浴びよう……けだるげに腕で額の汗を拭った。


　だがこのまま何事も無く終わるわけがなかった。


　十時過ぎ、やっと柴田が三病棟の定時処置を終え、ナースステーションで一息ついていると、主任が「センセ、電話です」と言う。


「外線です」


　まさか江森がかけてくるはずはない……いやな予感がしたが、案の定、受けて出ると、


「柴田、頼む！」


　医局長の大月（おおつき）であった。秋に講師に昇進したが、人が良くマメなので、同時に医局長も押し付けられていた。医局長など名前は権威がありそうだが、要するに医局の雑用係である。大月は三十代後半でそろそろ腹は迫り出し、反対に生え際は後退しつつある。ガッチリとエラの張った顔に太縁の眼鏡をかけ、講師といえば管理職なのだが、確かに気のいい用務のおじさんと言った方があたっているかもしれなかった。


「……なんですか」


　柴田は出来るだけ冷たい声を出す。


「柴田、すまん！　この埋め合わせはする！」


　いつもの言い回しだ。守られたタメシはなかったが。


「だから何ですかって言ってるでしょ！」


「夜、十時まで、休日診療所の当番を頼む！」


　医師会が地域サービスとしてやっている業務で、風邪・熱程度の軽症を専門に診る臨時の診療所である。開業医が順番で当直にあたっているのだ。三十一日は大月の同期で近くに開業している北沢という内科医だったのだが、


「昨日の夜から、インフルエンザで四十度の高熱なんだよー」


　それで同期の大月が人助けとして替わったのだった。


「けど、俺も二時までしか、いられないんだ」


「なんでです」


　冷たく柴田はたずねる。ここで同情してはいけないのだ。


「ほら、家庭サービスでさ、ベイヒルトンに泊まって、ディズニーランドでカウントダウンするって、ニョーボと子供に約束しちゃってるんだ」


「で、独り者の俺ならヒマだろうってふんだわけですね」


　大月は焦って言葉を探す。


「ほ、他のヤツにもあたってみたんだけどさ……」


　いれば柴田に回ってくるはずはなかった。


「頼む！　そっち終わってからでいい！　必ず、この埋め合わせはするから、な？」


　インフルエンザなら仕方ない。自分もついこのあいだ、風邪で寝込んだのだ。大きくため息をつく。


「………解りました」


　すぐその場でマンションに電話をいれる。事情を説明すると「エーッ」と江森はスットンキョウな声を出した。


「しょーがねーよ……インフルエンザだもん」


　柴田自身も寝込んだ時、大月に当直を替わってもらった手前がある。


「そーだね……」


　大体、渡辺公平が川に落ちたのを助けたのが原因で柴田の風邪が悪化したのだ。半分は江森にも責任があった。ちょっと考える。十時に終わるなら、年越し蕎麦にも年越しセックスにも十分間に合う時間だ。


「僕、九時半に、そっちに迎えにいくよ！」


　休日診療所は柴田のマンションからは駅を挟んで向こう側だ。繁華街からも遠い。


「タクシー、拾えないとすぐ帰れないでしょ？」


　年越しセックスに間に合わないと困るのだ。


「……そーだな」


　病院の外なら迎えに来てもらってもあまり照れ臭くない、と柴田はオーケーする。


「じゃー、後でネ！」　






　新宿から私鉄で二十分程のこの辺りは古くから開けた住宅街だ。


　柴田のマンションのある一画は比較的人口密度の高い賑やかな地区であるが、駅の反対側は昔からの広い敷地の屋敷が多い。


　保健所もその住宅街にあり、平屋造りの古い建物だ。既に御用納めになっていて辺りは人影もなく、寂しい雰囲気である。休日診療所は保健所の敷地内に新しく建てられた二階建のビルの一階にあった。


　柴田が一時過ごに顔を出すと、大月はイソイソと帰っていった。


　あとは、中年のナースと事務の若い女の子と二人である。独立した薬局はなく、処方箋を書いて外部の薬局で薬をもらう仕組みになっている。


「どうせ、風邪や下痢くらいしか、来ませんから」とナースが言う。


「重症はスグ、Ｊ医大に回してくださいね」


　なんにせよ、医者一人・ナース一人では出来ることはたかが知れていた。


　夕方になって、下痢止めや風邪薬を貰いにパラパラと人が来る程度で、比較的落ち着いた時間を過ごす。


　中沢（なかざわ）というナースは、柴田が綺麗で大人しいのですっかり気を許し、事務の女の子と通販の雑誌を見ながらおしゃべりを始めた。そのうち、矛先が柴田に向けられた。中沢は近所の医院に努めており、三十一日の救急当直など若い子がやりたがらないので、やむなく引き受けたのだという。


「誰だって、ヤですよねー、特に若いかたは」


　柴田に話しかける。


「……まあ、ね」


　柴田は俯いて答える。


「センセだって、ヤですよねー、結婚してらっしゃるの？」


「……いえ」


「ンマー、でも、恋人と過ごしたいですよねー、大晦日は。センセ、恋人は？」


「………」


　興信所の調査のように尋問された。


（患者、こないかな……）


　柴田は針のムシロに座らされているように感じた。これなら、眼が回るほど忙しい方がマシだ。


　九時半ピッタリに江森が現れた。オフなのに相変わらずサラリーマン臭い、紺のダブルのスーツだ。診療所や病院を訪れるときは、このスタイルでないとダメだと思っているらしかった。


「まー、江森さんじゃないの！」


「あ、中沢さん」


　中沢の努めている医院に何度か顔を出したことがあったのだ。無論、ハンサムな江森の顔は一度で覚えていた。


「どうしたの？　お風邪？」


「いえ、柴田センセの迎えに」


　中沢はジロジロと柴田の顔を見る。柴田は顔が引きつるのを感じた。


「まあ、ＭＲさんも大変ねェ」


　言い付けられて、迎えに来たと思ったらしい。柴田はホッと安堵の息を漏らす。別にホモセクシュアルを恥じているわけではないが、行く先々で噂になるのは避けたいと思っていた。


「もう少しだから、こっちでお茶、飲んでなさいよ」


　ハンサムな若い男に弱い中沢は、江森を看護師の休憩所に入れてやった。ＴＶもつけ、「紅白でも見てなさい」と言う。


「ハーイ」


　もうあと十分で店じまいという頃、三十前後の背の高い痩せた男が現れた。


　頬は肉が削げ落ち、眼窩は深く窪んでいる。顔色は不自然に浅黒く、唇の色も悪い。ヨレヨレの革ジャンを羽織り、ジーンズの素足にかかとを踏み潰したスニーカーをつっかけている。


「どうなさいました？」


　中沢が声をかけると、急に、「ハラがいてえんだ、すぐ、診てくれッ」と、大声を出す。診療室に入ると、ジャンパーの内ポケットからコピーした保険証をつかみ出した。


　そして、「俺、胆石持ちなんだ、発作だから、痛み止め、射って下さい！」と柴田の顔を見る。


「とにかくそのベッドに寝て下さい」


　柴田は男を診療ベッドに寝かせ、診察を始めた。


「センセ、そこの右の脇腹が痛むんだよ！　差し込むように！」


「ここか」


　柴田は右の肋骨弓の下を探る。肝臓も触れず、腹筋も柔らかい。額には汗をかいているようすもなかった。


「そこ！　そこだよ！　すごく痛い！　早く、注射してくれ！」


　しかし聴診器をあてても、脈は正常だ。血圧を測定すると、やはり正常範囲内である。


（こいつ……）


　柴田の心に疑問が沸き起こる。薬品棚へいくと、ブスコパンの注射液を取り出した。鎮痙剤の一種でよく腹痛に使われる薬である。


　わざと患者の眼の前で、ゆっくり注射筒に薬液を吸い上げた。男はじっと柴田の手元を見詰めている。低い声で「……先生、それじゃ効かないんだ。ソセゴンにして下さい」と言った。


（……やっぱり！　ソセゴン中毒だ）


　ソセゴンは非麻薬の鎮痛剤だが、投与すると気分が高揚するので、中毒になることもあるのだ。この男も初めは確かに発作を起こし、それでソセゴンを何回か投与されて中毒になったものだろうと柴田は思った。


　一カ所の診療所で何回もソセゴンを射ってもらうわけにいかず、同じ医者に出会うことのない休日診療所を転々とする中毒患者がいると、柴田も聞いたことがあった。気の毒とは思うが、中毒患者に薬を与える訳にはいかない。


「ここには置いていない！」


　柴田はシリンジを机に置くと、男の顔を見据え、きっぱりと告げる。


「ソセゴンが欲しいなら、大学病院へ行きなさい！」


「うそつけッ」


　途端に男が大声を出した。


「この前来た時は、射ってもらったッ」


「……ほう、そうか」


　柴田は眼を細める。


「……何度来てるんだ、ここへ」


　男はしまったという顔で唇を噛み、いきなりベッドから立ち上がった。


「あんた、医者だろうッ！　俺が痛いって言ってんだ！　ちゃんと、治療、しろよッ！」


「だから、俺はこの薬で治療しようとしている」


　柴田は一歩も引かず、男を睨み返す。看護婦と事務の女の子は寄り添って震え始めた。


「そんな大声を出す元気があるなら、ソセゴンの必要はないだろう。この薬で十分だ」


「それじゃ、効かねーんだッ」


　男は柴田の方へ、一歩踏み出した。痩せているとはいえ、かなり上背が高い。脅すようにジャンパーを脱ぎ捨てた。


　ふと、柴田の眼が見開かれる。奥の休憩室の扉が音もなく開き、江森が足音を忍ばせて診療室へ入って来た。怒鳴り声のやりとりが聞こえていたのだった。


　時間をかせごうと、柴田は「とにかく、君の言い分も聞こう」とゆっくり話をつなぐ。


「話なんか、あとだッ、とにかく、注射だ！」


「それは出来ない」


「なにィ！」


　男が腕を振り上げた瞬間、江森の大きな手が男の手首を捕らえた。


「なにッ、すんだよッ」


「そっちこそッ、浩司さんになにをするッ」


　二人ともお互いの腕を掴んだ。男は必死なせいか、江森のバカ力にもひるまず、互角に渡り合う。揉み合いが続き、脱衣カゴが引っ繰り返った。事務の女の子が悲鳴をあげ、床にへたりこむ。


　江森の形相は男のものより凄い。こと、柴田に危害が降りかかるとなると、江森の怒りは尋常ではないのだ。


「待てッ」


　柴田は焦って怒鳴った。覚醒剤と違い、ソセゴン中毒というだけではまだ犯罪者ではない。診療の際の虚偽の申し立てという点はあるにしても、犯罪者を作るつもりはなかった。中毒患者に必要なものは、刑罰ではなく、癒しなのだと柴田は思っている。


　診療机に跳びつくと、引き出しを開け、手を差し入れた。そして「ここのスイッチを押すと、警備会社に連絡がいくことになっているんだッ」と大声で言った。


「え？」


「え？」


　組み合っていた江森と男が同時に声を出し、柴田を振り返った。


「今すぐ、ここから出て行けば、まだ犯罪にはならない！　だが！」


　一呼吸おくと、きっぱりと告げる。


「このスイッチを押したら、ガードマンがやってくる！　ただでは済まないぞ！」


　男の細い眼が見開かれた。


「まだ、間に合う。大学病院へ行くんだ。こんなことを繰り返していれば、いずれ、警察の厄介になる日がくる。君に必要なのはソセゴンではなく中毒を治してもらうことだ」


　柴田は低い声でゆっくり話しかけた。


　男は逡巡しているようで、江森と柴田の顔を交互に見る。やがて男の身体から力が抜けた。江森が手を離すと、男は床に落ちていたジャンパーを拾い上げ、黙って出て行った。


「フー、ヤレヤレ」


　柴田は安堵の溜め息をつき、椅子に腰を降ろした。


「助かったよ、五月……」


　中沢も今まで溜め込んでいた息を大きく吐いた。


「そんなトコに緊急ボタンがあったなんて、知りませんでしたよ」


　柴田はニッコリして「ウソだよ」と言った。


「え、ええッ」


　皆、柴田が機転を利かせたのだということを悟る。


「……ンまぁ……」


　中沢が気の抜けた声を出した。江森は感動してしまう。


「浩司さんッ、スッゴーイ、アッタマイー」


　走り寄って、ついギュッと抱き締めた。


「バカッ」


　柴田は真っ赤になるが、胸の中で大人しく江森の顔を見上げた。


「お前のおかげだよ、助かったのは……」


「違うよ、浩司さんがアッタマイーからだヨ」


（おやまあ……仲がよろしいこと……）


　ハンサムが二人、じゃれあっているのを見ると心が和む。中沢はいいものを見たとホクホクした。事務の女の子もやっと表情を崩し、笑い声をあげた。


「けど、実際にそういった警報装置なんかをつけたほうがいいかもな」


　江森の胸から離れると柴田は真面目な顔になった。


「うちの病院でも、患者さんに暴力ふるわれることが増えてるから、そういった非常ボタンを付けるって話、出てたよ」


　ドクターズハラスメントの逆で、外来患者や入院患者が看護師や医者に無理難題を持ちかけるといったトラブルが増えている。いわゆるモンスターペイシャントだ。


　ああ、と江森もうなずく。


「こないだ、新聞記事にも載ってたよね。待ち時間が長いと怒鳴ったり、とか、検査して異常がなかったりすると、お金、払わないとかさあ」


「まあ、そんなのは極端だけどな。切れやすくなってるのは大人も同じなんだから、最近の若い奴、なんて言う資格ねえと思うよ」


　中沢はほれぼれと柴田を見つめた。


（本当になんていい男なんでしょう）






　そのあと診療所を入念に戸締まりし、念のため中沢ナースと女性事務員を家まで送り届けたので、マンションに帰り着いたのは十一時近くだった。


「遅くなっちゃったね！」


　江森は柴田をリビングのソファに座らせると、ＴＶを点ける。


「ＴＶ、見ててよ、浩司さん、ゴハン、まだでしょ？　僕、作るから！」


「……あ……そう言えば」


　いつものように、一人だとメシを食っていないだろうとは思っていたが……江森はキッチンに入って少し考える。年越し蕎麦では栄養が足りないかも知れない……冷凍庫からウドン玉を取り出した。


「浩司さん、ナベヤキウドン、好き？」


「……ん」


　キャセロールに昆布と煮干しで取った出し汁を注ぎ、解凍したウドンを入れて煮込む。味をととのえると、明日のお雑煮用にと茹でておいたホウレン草も少し入れる。おせちの重を開け、伊達巻きとカマボコを１切れずつ飾った。更に、野菜の旨煮からシイタケと彩りにさやえんどうも加えた。そして卵を割り入れる。


「うわー、美味そうだな」


　いつのまにか柴田が後ろから覗き込んでいた。感嘆の声をあげる。


「でしょー？　それにこの卵は特別なんだ。放し飼いにしてるとこので、うんと黄身が濃いんだよ」


　リビングに戻り、お椀に取り分けて、柴田にすすめてやった。


「……ん」


　柴田は小さな口を開け、フーフーと吹きながら食べている。


「浩司さんて、猫舌なんだね」


　江森は缶ビールを飲みながらクスクス笑ってしまう。


「……ん」


　柴田は江森の顔を見上げ、微笑んだ。


「……オフクロ、いなくなってから……俺、病院の給食、食ってたから」


「そうだったね、でもそれがなんで？」


　柴田の実家は地方の大きな病院だった。父親は女にだらしなく、それを嫌って母親は柴田が十才の時、家を出たのである。そのため、柴田の食事を作ってくれる人はいなくなり、仕方なく住まいに隣接している病院の厨房から食事を運んで貰っていた、とは聞いていた。


「だって、病院のメシって、けっこー早いだろ？　だから……塾や部活から帰ってきて俺が食う頃は冷えてたからサ、それで猫舌になっちゃったのかな？」


「浩司さん！」


　江森は胸がつまりそうになった。


「あ、でも、病院のメシって、栄養はちゃんとしてっから、全然美味しかったし」


　明るく言う柴田に、江森はもう我慢出来ず、側へ行くとギュッと肩を抱いた。


「どしたんだ？」


　柴田は不思議そうな顔をしている。江森はワザと明るく笑いかけた。


「なんでもないよ、浩司さん、も少し、どう？」


「……ん」





　江森が後片付けを済ませてリビングに戻ると、柴田はソファで丸くなって眠り込んでいた。


　ＴＶの画面には、除夜の鐘をつく僧の姿が映っている。


「あ……もうこんな時間なんだ」


　江森は眠っている柴田に顔を寄せ、優しく唇を奪った。が、柴田は江森が触れてもピクリともしない。


「疲れてんだ……」


　抱き上げてベッドルームへ運ぶ。ベッドに入れ、シャツの前をくつろげると、ベルトとズボンだけは脱がせてやった。毛布を首までかけ、髪を撫でると、柴田は仔猫のように小さく喉を鳴らし、手に顔を擦り付けてくる。


「浩司さん……」


　幸せそうに眠る柴田の額に、またソッと口付ける。


　年越しセックスはお預けにしよう………そう思った。


「来年だって、再来年だって、幾らでも出来るもんね……」
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　鰹ダシのたぷり効いた美味そうな匂いに腹が鳴って、柴田は眼を開けた。


「……えっと」


　今一つ、ここがどこか、今がいつなのか分からない。


　ぼんやりとした視界の中で次第に見慣れた天井にピントが合い、頭のスイッチが入る。


「あッ」


　跳び起きると、清潔なパジャマを着ていることに気づく。


「あ……五月……着替えさせてくれたんだ」


　昨夜は江森の作ってくれたウドンを食べたあと、リビングのソファで着の身着のまま眠ってしまったのだ。一年を締めくくる大事な日だと言うのに。


　スリッパに足を突っ込み、転げるようにベッドルームから出る。


　カーテンが開けられ、明るい日差しの溢れるリビングは空っぽだ。台所から江森の陽気な口笛と、シュンシュンとお湯の沸騰する音がハモって聞こえる。合間にトントンと包丁のパーカッションも挟まる。


「……五月？」


　キッチンを覗くと、Ｔシャツにジーンズの大柄な男が割烹着を着て、シンクの前に立っている。


　柴田の呼びかけに振り返り、肩越しににっこりした。


「明けましておめでとう、浩司さん」


　真ん中分けの茶色の癖毛、きらきら輝く大きな眼、愛しい恋人の輝くような笑みに、柴田は胸に熱いものが込み上げる。小走りに近寄って、大きな腰にしがみついた。


「おっとー？」


　江森は手にしていた包丁を取り落としそうになり、焦って持ち直す。


「どうしたの、浩司さん？」


「だ……だって……」


　広い背中に顔を押し付け、柴田はますます腕に力を込めた。


「……ごめんな、五月」


「ええっ？」


　いきなり謝られて、江森は包丁をまな板に置く。柴田の腕を解き、正面から覗き込んだ。


「どうしたの、謝ったりして？」


「だ、だって……せっかくの大晦日だったのに、俺、寝ちまって……」


　江森は優しく柴田の頬を両手で挟む。


「浩司さんは、大学病院の当直して、んで、そのあと休日診療所で夜十時まで働いてたんだもの。疲れてたんだから、当然だよ、寝ちゃっても」


「だけど、お前と一緒に初めて迎える新年だもん……ホントはお前と除夜の鐘、聞いてさ、んで、初詣でに行きたいって思ってたんだ、俺……」


「いいんだよ、そんなこと、これから毎年出来るじゃない」


　江森は柴田を抱き寄せ、額に口づけしてやる。


　本当は江森も、ベッドの中でカウントダウンに合わせて腰を振り、合体したままで新年を迎えるという計画を立てていた。しかし、柴田の疲れている状態を見て諦めたのだ。


　計画は頓挫したが、まだまだ楽しい予定がこの男の頭の中にはあった。


　まだ不満そうにしている柴田を揺すりながら、続ける。


「でも、初詣でには行けるじゃない？　これから行けばいいんだから、ね？」


「……うん」


　柴田はやっと安心して江森に笑顔を見せた。江森は笑いながら、言ってやる。


「浩司さん、『明けましておめでとう』まだだよ？　僕に言ってよ」


「あッ」


　途端に柴田はソワソワし始める。照れ屋だとは分かっているのだが、この恥ずかしがる様がかわいくてたまらない。江森はぎゅっと肩を抱いて逃れられないようにすると、重ねて「ね、言ってよ、僕に」と要求した。


「……けまして……めでと」


　頬を桜色に染めて言う様がたまらなく、江森は思わず唇を奪う。


「……んんッ」


　軽いキスのつもりがつい舌まで差し込んでしまい、ついでにいつのまにかパジャマの中に手が侵入している。


　ピーッというけたたましい音が割って入り、江森は急いで身体を離した。


「いけない！」


　沸騰したヤカンの乗っているレンジの栓を閉める。


「こっから先は、あとでね。浩司さんのこと、すぐ食べたいけど、まずおせち料理からね」


　柴田は真っ赤な顔のまま、パジャマの胸元を直した。


「もうっ、お前が誘ったんじゃないかッ」


　クスクス笑いながら江森は再びシンクに向かうと、茹でたホウレン草を切り始める。


「着替えてきてよ、僕、お雑煮用意するから」


「……ん」


　柴田が厚手のネルのシャツにコーデュロイのパンツという姿でリビングに戻ると、江森が割烹着のままキッチンから顔を出す。


「浩司さーん、お雑煮のオモチ、焼いてから入れる？　それとも、そのまま煮る？」


「……焼いてから」


　言ったあと、不審に思いキッチンに入った。


「お雑煮って普通、そうじゃねーの？」


「でもねー、家によっては焼かないで煮るとこもあるんだよ？」


「ええッ！」


　昔付き合っていた女の子の家に招かれ、それを知って江森も驚いたことがあった。そのことはおくびにも出さず、江森は「ほら、関西は丸いお餅だし」と急いで繋ぐ。


「……そーいや、そーだな」


　柴田がそれで納得し、またリビングヘ戻るので、江森は胸を撫で下ろした。


（元旦から浩司さんの機嫌、損ねちゃあな）


　これから色々楽しいことを計画しているのだから。
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　おせち料理で腹を満たし、二人は初詣でに繰り出すことになった。


　私鉄に乗って十五分程の所にある、有名な神社が目的地である。


　新宿に出て明治神宮とも思ったのだが、混み過ぎていてお賽銭も入れられないに違いないと考えたのだ。


　元旦の空は晴れ渡り、このところの暖冬で二人とも厚手のオーバーはやめ、ジャケットの上にトレンチを羽織ることにした。


　江森はしかし、ポロのカシミヤのマフラーを巻き付ける。言うまでもなく、柴田からのクリスマスプレゼントだ。柴田の方は丸首のボアのセーターなのでそのままだ。


「浩司さん、寒くなったら僕の、貸したげるからね！」


　江森は浮き浮きして踊りだしそうにはしゃぐ。


「こんな楽しいお正月って、生まれて初めてだよ、僕！」


　お正月だけではない、クリスマスイブもクリスマスも全部楽しかった。それは柴田と一緒だからなのだと江森は思うのであった。






　私鉄の駅から続く立派な欅並木の大通りを五分も歩くと、目的の神社だ。


　欅は葉が落ちてすっかり坊主なので、いささか寂しいが、その代わりというように周りの商店は正月用ののぼりやら垂れ幕やらを目一杯、飾り立てている。街を行き交う人々も晴れ着姿なので、いつもの競馬開催日の人込みよりはよっぽど派手で綺麗だ。


　初詣で客目当ての屋台もそこここに出ていて、大にぎわいである。


　江森は柴田の腕をしっかり掴むと、「迷子にならないようにね」と引き寄せる。


（浩司さん、トロいからなー。すぐ、どっか、いっちゃうんだよな……）


　しかも柴田はやたら足が速いので、道を間違えたと気づく頃は遥か遠くまで行ってしまっていて、江森はしょっちゅう冷や汗をかかされていた。


　参道なかりでなく境内も混んでいて、おかげで大の男がひしと抱き合うように歩いていてもあまり目立たず、二人は首尾よくお賽銭を投げ込み、お参りをすますことが出来た。


「さあって、と」


　今年一年の無事と更なる熱い関係を神様に十分お願いすると、江森は柴田を引っ張って、「おみくじ、引こう？」と誘う。


「え？　おみくじィ？」


　柴田は怪訝な声を出す。


「んなもん、引きたいのか？」


「ヤダナーモー、浩司さんたら、恋人同士で初詣でに来たら、定番じゃないの！」


　その言葉に柴田は暗い目付きで江森を見上げる。


「……そりゃ、お前はそーゆーことに慣れてるだろうよ……でも俺は……生まれて初めてなんだからな」


「わッ」


　焦って江森は柴田の手を取り、歩きだす。


「いいから、あっちで引こう？」


　お堂の一画に、絵馬やらお札やらの縁起物が売られており、多分バイトであろう巫女姿の中年女性が売り子をしている。


　ふと江森はその中の破魔矢に目を留めた。五十㎝程の長さの細い白木の棒に真っ白な矢羽で、先端は危険のないように断端にプラスチックのカップが被さっている。矢羽の所には絵馬と開運の札、それにかわいい鈴がついていた。


（いいこと、思いついちゃった！）


　おみくじを引いたあと、「一本、ください」と買い求める。


「破魔矢か……風情があるよな」


　これは柴田も気に入ったとみえ、江森の手から取って、しげしげと見ている。


（何も知らないで……）


　密かに心中ほくそ笑む江森であった。


　白い紙が沢山結び付けられた潅木の所へ行くと、二人はおもむろに引いたおみくじを開き始める。


「ね、浩司さんのは？」


「俺、『小吉』」


　柴田の手元を覗き込み、江森は「なんだよー」と不満げに唸った。


「けちーッ、もっと大盤振る舞いしろーッ、元旦ぐらい、みーんな『大吉』にすりゃいいのにッ！」


　ぷりぷり怒る江森に、柴田はくすくす笑い出す。


「いいんだって、俺さー、人生で一番いいこと、もう去年あったもの」


「え、一番いいことって、何？」


　江森がじっと見ると、柴田は赤くなって横を向いた。


「……何って、そりゃ……お前……に会ったことだ」


「浩司さん！」


　一気にその場で押し倒しそうになったが、人目があるので江森はぐっと堪え、自分のおみくじを広げてみた。


「わっ、『大凶』だ！　ひっどーいッ」


　柴田は思わず噴き出した。


「ひっどーい、浩司さん、人の不幸を笑うなんて！」


　しょげまくる江森に、柴田は「お前って、けっこー非科学的なんだー、ＭＲのくせに」と呆れて言った。


「ＭＲとか、関係ないよーッ」


　あまり江森が悲しそうな顔をするので、


「あのな、『大凶は大吉に転ず』って言うんだ。こないだＴＶで言ってたぞ？」


　柴田は執り成してやる。


「ほら、『大凶』の数って少ないだろ？　だからさ、すごく運がついてるってことだよ」


「そっかー！」


　江森はすぐに機嫌を直し、柴田の手を引くと、美味しそうな匂いを辺りに漂わせている屋台に向かって歩き始めた。


「ねぇ、何か食べよう？」


「お前って、ホント、ゲンキンだな……」


「今川焼き、五個、下さい！」


　今川焼きをほお張る江森を、柴田はやれやれと見詰める。


「浩司さんも一個、食べる？」


「……おせち料理、食ったばかりだから、腹、減らないって」


「じゃあ、甘酒、飲む？」


　ちょっと考え、コクリと頷く。


　二人はなみなみと注がれた甘酒のコップを持って、近くのベンチに座った。


　江森は柴田のコップを取り上げ、フーフーと息を吹きかけてやる。


「浩司さん、猫舌だからね？」


「……ありがと」


　自分のコップに口をつけようとした途端、ピシャッという音がして、江森は「ワアッ」と大声を上げた。


「ど、どしたんだ？」


「わーん、浩司さーん、ひどーい、見てよー」


　首を曲げ、頭をこちらへと向けたのを見ると、てっぺんを鳩のフンが直撃している。


　柴田は今度こそ、大声で笑った。


「ひっどーい、浩司さんたら、笑うなんてー！」


「ごめんごめん、でも、ほら、言ったろ？　ウンがついてるってさ」


　笑いながらティッシュで拭ってやる。


「ほら、もう綺麗になったぞ？　な？」


　親しげに自分に触ってくれる柴田に、結構江森は気を良くしていた。


（なんか超ラブラブって感じで、ラッキーかも……）
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　初詣では無事に終了し、二人は神社をあとにした。


　最寄りの駅へ戻りかける柴田の腕を取って、江森は引き留める。


「ねぇ、もう少し、腹ごなしに散歩していこうよ、ね？」


「……そーだな」


　朝から腹持ちのよいおせちやお雑煮やらを食べ、そろそろ昼になるが空腹感を覚えない。


「少し運動しなくっちゃ！」


　意味ありげにこちらを窺う江森の思惑を知る由もない柴田は、おとなしくうんと頷く。


「じゃっ、行こう？」


　ぶらぶらと歩いてしばらくすると、街道沿いにラブホテルの看板が目立つようになる。


　いかにもそれらしい「アムール」だの「モナミ」だのといったネーミングだ。


　この辺りはほとんどが住宅なのだが、競馬場や競艇場もあるといった街で、高速道路のインターからも近く、ラブホテルの多い一画であった。


「ね、入ろう？」


「ええッ？」


　驚いて見上げると、江森の大きな眼はもう期待でキラキラ光っている。


「ね、姫初め、しよ？」


　同意も待たず、『ラヴィアンローズ』と看板の出た三階建てのピンクの建物へと、柴田を引っ張る。


「ま、待てよッ」


「いいじゃん、浩司さんも運動しようって言ったじゃないの」


　本気で逆らうのも却って人目を引く。柴田は諦めて引かれるままに門をくぐった。


　一階は駐車場になっていて、既に何台もの車が停まっている。


「そーだよねー、初詣での帰りに初エッチなんて、当たり前だよねッ」


　江森は嬉しそうな声を出す。


　確かに恋人同士なら、当たり前のことかも知れない……にしても、


「なにもこんな所で……帰ってから、すりゃいいのに」


　気後れして、柴田はまだ後込みをする。


「なに言ってるんだよ、浩司さん、たまにはこーゆー所もいいじゃないの」


「……でも」


　柴田は新宿二丁目で出会った二枚目俳優の朝比奈(あさひな)繁樹(しげき)にお持ち帰りをされ、ラブホテルに入ったことがあった。生涯初めての経験である。


　しかしあの時は夜で、しかもベロベロに酔っ払っていたから……。


　正午に近い真っ昼間にこういう場所は、ひどく淫靡で恥ずかしい……。


　気の乗らない柴田を引きずって、江森は玄関に入る。


「あのねー、ここはフロントが無人だから、恥ずかしくないよ？」


「……そうか？」


　行ってみると、壁一面に細かく区切られたパネルがあり、一つ一つにルームナンバーと部屋のインテリアの写真が映っている。パネル内部の蛍光灯が消えているものは、使用中の部屋という意味らしかった。


　部屋の趣向は様々で、和風からデラックスなルイ王朝風、モダンなシティホテル風と、色々お好みで選べるようになっている。


「ねぇ、どの部屋にするー？」


　柴田は恥ずかしくて顔が上げられない。


「どっ、どこでもいいよッ、早くッ」


　江森がパネルのスイッチを押すと、シューターからルームキーが落ちてきた。


「行こう、三階だよ？」


　小さなエレベーターに乗り込んだ時、新しい客が玄関から入ってくるのが見えた。


　肩までのストレートヘアに橙色の訪問着の女性と、ダッフルコートを着た短い茶髪の青年だ。女性は濃い眉に切れ長の眼の大人びた表情だが、青年の方は薄い眉に伏し目がちの気の弱そうな印象である。


「うわっ」


　急いで柴田は江森の背中に隠れる。男同士でこんな所にいるのを、他のカップルに見られたくない。


　しかし江森は屈託なく、明るい声で「どうぞー」とエレベーターの開ボタンを押して待っているではないか。


「バカッ、閉めろよッ」


「いーじゃないのさ、袖触れ合うも多生の縁、でしょ？」


　カップルは部屋を決めると、急いでエレベーターに乗り込んで来た。


「どうも」


　女性が会釈する。


「いいえ、どういたしまして」


　一瞬、二人を見て怪訝な顔になったが、ホテルの従業員と間違えたのか「三階、お願いします」と言った。


　三階で四人が降りると、女性は先に立って歩いて行く。ダッフルコートの青年は、主人の後を追う犬のように小走りに尾いて行った。


「うーん……ありゃ、女性の方が経験豊富だな……」


　柴田は溜め息をつく。


「そうだねー」


　カップルが消えた部屋は、柴田達の隣の部屋だった。


（ひゃーッ、あそこ、選んだんだー）


　江森は内心ギョッとした。


　隣は回転ベッドにミラーボウル、総鏡張りという部屋なのだ。


　本当はそこにしたかったのだが、いきなり最初からそんな部屋を選ぶと柴田に遊び慣れていると疑われるのではと、その隣の無難な部屋を選んだのだった。


　その心くばりが功を奏して、柴田は部屋に入るとホッとした顔になった。


　洋風のワンルームで、真ん中にはキングサイズのベッドがある。


「あのねー、ここ、桧のお風呂なんだって。だから選んだんだよ」


「へぇ……」


　江森に案内されてバスルームを覗くと、シャワーのついた広い洗い場の真ん中にある湯船は、明るい茶色の木造りだ。


「浩司さん、先に入りなよ」


　江森はいっぱいに湯栓を開ける。熱い湯が溢れだし、途端に桧の芳香が漂った。


「なんか、温泉に来たみてー。すげーいいな」


　柴田はにっこりする。


（ああ、もう浩司さんたら……）


　江森はちょっと良心がちくりとしたが、素知らぬ顔でベッドルームへと戻った。


　そしてサイドテーブルのスイッチを押す。


　ルームライトの照度が落ち、バスルームとの境の壁のパネルが半透明になった。マジックミラーになっているのだ。


　恋敵の朝比奈が選んだ部屋とほぼ同じ造り、とは江森もつゆ知らないが、男の考えることはみな同じなのだった。


「これこれ、これが見たかったんだよォ」


　同棲しているカップルなのだから、一緒に風呂ぐらい何度も入ってはいる。が、『覗き』という奴、これが堪えられないのだ……相手が見られていると知らないで振る舞うその様が、欲情を刺激する……。


　江森は椅子をマジックミラーの真正面に設置する。ジャケットを脱ぎ、シャツとズボンだけになると、胸を躍らせながら、これから始まるスクリーンプレイを待った。


　やがて浴室の引き戸が開いて、全裸の柴田が現れた。


　まさかギャラリーがいるなどと予想もしていないので、大胆に前も隠さずゆっくり歩いて行く。


（浩司さん、カッコいいよな……）


　見慣れてはいるが、いつ見てもそう思う。


　水泳で鍛えた柴田の肉体は筋肉が適度につき、手足も長くまっすぐだ。首は細いが肩幅はしっかりあり、胸も厚い。しかしウエストから下は驚くほど小さく華奢で、あの細い腰で自分の太いモノを受け入れているのかと思うと、江森は胸が熱くなる。下腹部の叢も薄く、未熟で頼りない雰囲気なのだ。このアンバランスさがまた、たまらない……。


　見られているとも知らず、柴田はまず側壁についているシャワーの所へ行き、シャワーを浴び始めた。


　入念に湯を身体にかけるのを、江森は唾を飲み込み、じっと見詰めた。


　柴田はシャワーヘッドを右手に持ち、頭から湯を浴びる。上を向いて顔面いっぱいに湯を受けると、濡れた髪が額に張り付き、高い鼻や小さな顎から湯が滴り落ちる。瞼を閉じ、口をわずかに開けて、左手で自分のうなじや胸の辺りをまさぐる様がひどく色っぽく、江森はあっと言う間に股間が張ってきた。


　シャワーヘッドを下へと移動させ、腹に湯をかけ始めた所で、柴田は突然後ろを向いた。


「ええッ、なんだよーッ、いいとこなのにーッ」


　ＡＶ放送に突然スクランブルがかかったようなもので、江森は歯噛みをした。が、まさか「こっちを向いて！」とバスルームに向かって言う訳にはいかない。


「もうッ、シャワーがミラーの壁についてれば、正面から見れるのにッ」


　少し頭を巡らせれば、配管の関係上、それは無理な要求と分かる筈なのだが。


　しかし後ろを向いた柴田もえらく良いので、すぐに江森は機嫌を直した。


　小麦色に日焼けし、水を弾く程滑らかな皮膚、身体の動きとともに盛り上がる発達した背筋は、どんな大理石の彫刻よりも生身の人間の方が美しいという証しだ。きゅっと引き締まった臀部には日本人には珍しいえくぼがある。長い腕で肩や脇腹を擦るたびに、脊柱が優雅に湾曲する。


　ふと、柴田が身体を屈める。足を少し開き、手で何やら前を探っている。


「アッ」


　細く長い指が双丘の割れ目の奥でくねくねと動くのが、足の付け根の透き間を通して後ろからも見えた。内股を湯が濡らしている。


　柴田は秘部を洗っているのだ。悟った瞬間、江森は椅子から転げ落ちてしまった。


「ああッ、もうサイコー！」


　気分はスケベオヤジであったが、これはやめられない。あまりの嬉しさに、絨毯の上を転がった。


「僕のために、浩司さん、いっつもあーふーにアソコ、洗ってくれてるんだねッ」


　しばらく洗ったあと、柴田はシャワーヘッドを壁に戻すと、のんびりとした様子で湯船へと歩きだした。ゆっくり足から入り、そのまま肩まで身を沈める。


　江森が次を期待して見ていると、柴田は眼を瞑り、縁に腕を乗せて、やけにリラックスして浸かっている。


「なッ、なんだよッあれッ、温泉に来たんじゃないのにッ」


　ここはラブホテルなのだが、既に柴田の気分は当初の目的を忘れて湯治といったところだ。


「ホントにもう、浩司さんたら、変なとこで子供なんだよなッ」


　プリプリしながらバスルームへ向かい、「浩司さんッ」と怒鳴った。


「あ、お前も一緒に入る？」


　柴田は風呂の中から江森をにっこり見上げる。


「僕、朝、シャワー浴びたから、終わってからにする！　浩司さんッ、早く出てよ！」


「なに、怒ってんだよー、変な奴」


　戸惑う柴田を残して江森はベッドへと戻ると、いそいそと用意にとりかかった。


「えっとティッシュに、途中で飲むユンケルに、それから、そうそうこれこれ」


　先程買い求めたものをこっそり枕の下に隠す。


「なんだッ、これッ」


　驚きの声で振り向くと、バスローブを羽織った柴田がマジックミラーの前で立ち尽くしている。


「お……お前……ひょっとして……」


「うん、ぜーんぶ見ちゃった」


　江森はニヤニヤしながら丸見えのバスルームを指さした。


「浩司さんがアソコ洗うとこもね」


「バ……バカッ、騙したなッ、こ、こんな仕掛けがあるなんてッ」


　柴田は顔を真っ赤に染めて、江森の胸を拳で叩こうとした。笑いながら江森は柴田を引き寄せる。


「あのねぇ、こんなの、どっこにでもついてるよォ、仕掛けってほどじゃないんだよ？」


「え？」


　叩く手を止め、柴田は不思議そうに江森を見上げる。


「どこにでも、あんのか？」


「そうですよォ」


　１００％というわけではないにしても、どうせ柴田は知らないのだからと、江森は胸を張った。


「こんなの、ぜーんぜん普通ですよォ？」


「そっか……じゃあ、ひょっとして……」


　柴田はなおさら真っ赤な顔になった。


（あそこのホテルも……？）


　唯一、他の男と入った部屋にもあったのだろうか……あの朝比奈繁樹と。


（そういえば……）


　あのあと時々、言葉の端々に朝比奈は、柴田の肉体を知っているというようなニュアンスを滲ませるのだ。


（てことは……）


　マジックミラーに眼をやる。


　あの時入ったホテルの内装はよく覚えていないが。


（そうだったのかも……）


　眉根を寄せて考え込む柴田に、江森はすぐさまピンと来た。ただでさえ、こちら方面には勘の鋭い男で、嫉妬心は人一倍強いのである。怒りで鼻の穴を膨らませ、柴田を大きな眼で睨んだ。


「浩司さん！　あの男と行ったホテルもこうだったんじゃないの？」


　心の中を見透かされ、柴田は慌てて釈明にかかる。が、声が裏返ってしまった。


「し、知らねー、お、俺ッ、知らないッて！」


　その慌てぶりに江森はますます嫉妬の炎を燃やす。ぐいと乱暴に柴田の手首を掴み、引き寄せた。


「……ねぇ、本当のこと、言ってよ。怒らないかなさぁ」


　江森は静かに口を開く。


「ほら、あの時は僕も悪かったんだから。浩司さんのせいじゃないって解ってるし、だからホントのコト、言って」


「なッ、なんだよッ、ホントのことってッ」


　きょとんと見上げる柴田の顔が可愛らしく、江森の心にまたもやＳの気が忍び込んだ。ひょいと抱き上げ、ベッドに向かって歩きだす。


　柴田は驚いて口をポカンと開けたままだ。


　いささか乱暴な手つきで、フワフワのベッドの真ん中に柴田を放り投げると、江森は大柄な身体でのしかかった。


「ねぇ、キスを一回しただけって言ってたけど、ホントはこんなこと、したんじゃないの？」


「え？　ええ？」


　急な展開に、柴田は江森を見詰めるだけだ。


「だからさぁ、こんなことだよ」


　江森がバスローブのベルトをしゅるっと外すと、合わせ目が大きく開き、桜色に染まったすべすべの肌があらわになる。しかも下着をつけていないので、濡れそぼった叢とかわいらしいモノまで、じかに江森の視界に飛び込んだ。


「浩司さん、下、履いてないんじゃないの！」


　いきなり中心を強く握られ、柴田は「アアッ」と悲鳴を上げた。


「あの時もそうだったんじゃない？　あいつに触られたんじゃないの？」


「何、言ってんだよッ、そんなこと、ある訳、ないだろッ」


　ここに至って、やっと柴田は江森が嫉妬の炎をメラメラと燃やしていることに気づいた。


「触られてないしッ、こ、こんなふーに、ベッドにも寝てないッ」


「ふーん……じゃあ、どこでキスしたのさ」


　具体的な描写が飛び出すにつれ、江森の怒りのゲージが上がっていくことに思い至らず、柴田は必死で説明を続ける。


「だ、だからッ、立ったままで、あッ、ベッドの端には腰掛けてたけど、寝なかった！」


「へーえ……」


　江森はゆっくり手を動かし始める。


「ホント？　こんなこと、されなかったの？」


「さ、されなかったってばッ」


「ホント？」


　グイと力を込められ、柴田はビクリと身体を震わせる。


「い、痛いッ」


「でも、この可愛いの、見せたんじゃないの？　あいつにさ」


「知らないよッ、知らないってば！」


　涙目になって首を弱々しく横に振る様は、ヨダレを垂らしたオオカミの前で震えている仔猫のように可愛らしく、江森はちょっと悪いかなと思いつつも指で中心をいたぶり続ける。


「ねぇ、ベッドに座って、二人で何、したのさ？　ペッティング？」


「んなこと、しないよッ」


「じゃあ、何さ」


「あ、あいつが、自分の出して、お、俺に、舐めろって……」


「ええーッ」


　初めて聞いた信じられない話に、江森はムラムラとまたＳの気分になってきた。


　だいたいついこの間も柴田は、朝比奈にもう少しで犯られるところだったのだ。江森が留守の時に朝比奈はマンションに上がり込み、狼藉に及んだのである。


　しかしその後も柴田はなぜか朝比奈に甘い。朝比奈がゲイであることに却って心を許している風なのだ。


（ほんっと、この人って、何考えてんのか、時々分かんないよォ）


　性嗜好に対し強い罪の意識を持っていた名残のようで、朝比奈の前では同好の士として安心していられる、というのがその理由だそうだ。


　江森にしてみれば、『逆だろーが！』と思うのだ。


（だって、却って危ないじゃないか！）


　江森は柴田の両手首をまとめて掴み、頭上へと押しやる。


　こうなったら、たっぷりこの身体に教え込むしかない……江森以外のでは感じないということを……。


「浩司さん、あいつのアレ、見たの？」


「な……ッ、なにを……」


　上から重い身体でのしかかられ、両手の自由を奪われ、柴田はあがく。


「僕の以外、見ないでよ！」


「おッ、お前ッ、アホかッ、俺は医者なんだぞッ」


　やっきになって柴田は言い返した。


「男のアレなんか、毎日いくらでも見てるよッ、仕事なんだから仕方ないだろ！」


　反撃され、江森はウッとつまる。確かにそれはその通りなのだ。オペ台に上がる患者は普通、全裸である。つい最近、江森も経験した……。


「じゃあ、見るだけなら我慢する！　でもッ、触んないでよ！」


「ンなわけ、いかねーよ！」


　ハイハイとでもこの場は言っておけばいいのに、真面目な柴田は速攻否定する。


「尿道カテーテルとか、挿入する時、触んないわけ、いかねーだろ！」


「ナースにやらせればいいじゃないのッ」


　自分がその場に立った時、必死で拒んだのを忘れている江森であった。


「浩司さんじゃなきゃ、嫌だ」と言い張り、あろうことか「自分で入れるモン」とまで言って、柴田を呆れさせたのだ。


「とにかくッ」


　その時の弱い立場を思い出し、江森は勝手に締めくくる。


「僕以外の男は駄目だよッ、だいたい他の男とホテルに行くなんて、信じらんないよ、もうッ」


　罪の意識を刺激され、柴田は素直に頷き、上目使いに江森を見詰めた。


「……ごめんな、五月」


　このトロさが却って心配なのだがと思いながらも、江森はごそごそと動き出す。枕の下に隠しておいたものを取り出した。これから饗宴が始まるのだ。


　視界に飛び込んで来たものを認識し、柴田は仰天した。


「な、そ、それで何、すんだよッ」


「別にぃ」


　江森は破魔矢の矢先を持つと、矢羽で柴田の脇腹を撫で始めた。


「ん……ッ、くすぐったいよッ」


「でも、気持ちいいでしょ？」


　ピンと切り揃えられた矢羽は、つつかれるとくすぐったさと同時にピリッとした微かな痛みを感じる。


「あ……んんッ」


　次第に皮膚が刺激を受け入れ、快感と感じるようになって来た。腋下から肋骨に沿って撫で下ろされると、全身の皮膚が粟立つ。むず痒いのと痛いのと気持ちよいのが全部交ざって、不思議な感覚が生まれている。まだ触わられてもいないのに、胸の突起がぷっくり膨らんだのが、柴田にも判った。


「もう勃っちゃったね、感じやすーい、これ、好きなんだね？」


　江森はクスリと笑いを漏らす。


「あ……ああんん……」


　羞恥心を刺激され、柴田は身体を震わせる。すると握っているモノが力を持ち始めたので、江森は嬉しくなった。


「ココも羽でいじって欲しい？」


「……ん」


　コクリと柔順に頷くので、江森は柴田の手首を離し、得意そうに宣言する。


「やってあげるから、その代わり僕の言うこと、絶対聞くんだよ！」


「……うん」


　この素直さが却って心配なのだがと、江森はまた同じ感想を持った。


　しかしとにかく言質は取ったので、江森はごそごそ動き出す。


「な、なに、するんだ？」


　不安そうな柴田の声を尻目に、破魔矢から鈴を取り外し、性器の根元に巻き付けた。


「お前ッ、縛るなッ、こないだもッ」


　柴田の悲鳴に、「縛らないってば」とぴしりと言い返す。


「ね、きつくないでしょ？」


　自分のモノを確認しようと柴田が首を上げると、チリリと音がした。


「……お前ッ」


　呆れ声とともに、さらにチリチリと鈴が鳴る。


「うわーッ、可愛いよ、浩司さん」


（信じらんねー……こいつは……）


　柴田は言い返す気力もなく、枕にまた頭をつけた。


（もう、勝手にしろッ）


　江森は柴田が諦めたので、俄然調子に乗り、また矢羽で柴田をつつき出した。


「あ……ッ、うん……ッ」


　怒ってはいても、刺激されると身体は勝手に反応してしまう。ヒクヒク震えるたびに、根元の鈴が鳴り、


「……んんッ、ハァッ、んッ……」


　甘い喘ぎも混じって、江森は興奮の極致だ。


「すごいよ、浩司さん、もうビンビンじゃないの、鈴がほら、鳴りっぱなしだよ？」


「も、もうッ、鳴らす……なッ」


「浩司さんが自分で鳴らしてんじゃないの、僕、触ってないよ？」


　言いながら江森は、先端の窪みを矢羽でつつく。


「あ……ああッ」


　ビクンとモノが痙攣し、ひときわ大きく鈴が鳴る。


「ホラ、ね？　欲しいって言ってるよ？」


「あッ、五月ッ、もうッ」


　そのうち江森は、破魔矢の矢先を奥へと押し込み始めた。無論、先端は丸くなっているが、柔らかい蕾の中心に棒を突き立てられ、柴田は「痛いよッ」と叫んだ。


「だいじょぶ、これ、僕の指より細いもん、浩司さん、らくらく指、三本、入るじゃないの」


　江森は柴田の耳元で囁く。


「僕の太いのは、ギリギリだけどさぁ」


「バ、バカッ、言うな……ッ、そんなことッ」


　いやらしい言葉には弱いので、柴田は悶える。すると自然に矢先が飲み込まれ、


「すっごーい、ひとりでに入るよッ」


　江森は感心して見詰めた。


「アウ……ッ」


　蕾を開いて侵入して来た細い棒はあまり存在を感じない。しかし、穿たれている部分には鈍い痛みを与えられ、次第に熱が上がって来た。


「……う……んんッ」


　より強いものが欲しくて、柴田は自分で締め付けてしまう。


「も、もっと……奥までッ」


「駄目だよ、これ以上。破れちゃうよ」


　適度な深さになると、江森は矢を握り、ぐるぐるとかき回す。しかし指のように自在に動く訳ではないので、


「ああっ、もっと……」


　奥口に生半可な刺激を与えられ、柴田はたまらず大声を上げた。これでは全然足りない……奥まで太いモノを突き刺して欲しい……。


　柴田はついに降参した。


「……五月……頼む」


「なぁに？」


「……お前の……入れて」


　口にした途端、目尻から羞恥の涙が零れ落ち、


（かわいいッ、浩司さんッ）


　江森は破魔矢を引き抜くと態勢を立て直し、ズボンのベルトを緩めた。


　と、その時である。


　扉をガンガンと叩く音がした。


「ええッ？」


　こういったラブホテル施設では、ホテル側から連絡がある場合、必ず電話を使う筈だ……江森は首をかしげる。


　しかし、扉を叩くピッチはますます早くなる。柴田も火照った身体に呻きながら「な……なんだ？」と首を持ち上げた。


「まさか火事とかじゃないよね？　浩司さん、寝ててよ、僕、見てくる」


　一旦下げかけたジッパーを引き上げながら、江森が扉を僅かに開けると、


「助けてッ」


　女性の悲鳴が飛び込んで来た。


「え、ええッ？」


　ラブホテルには当然合意で入る筈だから、まさかレイプではなかろうとは思ったが、大きく扉を開ける。すると正面には髪を振り乱し、襦袢姿の女性が立っている。なんと隣の部屋に青年と入った、あの和服姿の女性であった。


　女性は江森の腕を掴み「助けて下さいッ、連れがッ」と叫ぶ。


「え？」


　性行為の最中によく事故が起こることぐらいは、江森も知っている。


（アレじゃないよなー）


　そう、例のあれ。繋がった部分にけいれんが起きて離れなくなってしまうというあれだ。


　裸で繋がっている所へ、いくら助けるためでも踏み込むのは恥ずかしい。しかし女性が助けを呼びに来たのだから、あれではなさそうだ。江森はとにかく様子を見に行くことにした。


「浩司さん、ちょっと待ってて」


　とるものも取り敢えず、女性について隣の部屋へ向かう。


　中へ入ると、紫やピンクの光がチカチカと点滅する中、円形の回転ベッドの上で先程の青年が頭を押さえて呻いている。もちろんトランクス一枚という姿だ。


「どうしたんですッ」


　青年はポロポロと涙を流しながら「あたま……いたい」と弱々しい声を出す。


「いた……い、あたま、が……」


（クモ膜下出血かも！）


　父親は、この病気で亡くなったのだ。脳を被っているクモ膜と脳との間に出血する病気だ。激しい頭痛が初発症状で、江森は最悪の病名を想像して青くなった。


（もしそうだったら救急車を呼ばなくちゃ！）


　江森はフロントに連絡しようと電話に飛びついたが、ふと、思いとどまる。


（とにかく浩司さんに診てもらおう！）


　心配そうにこちらを窺っている女性に「ちょっと待って！　連れが医者なんだ」と伝えると、元の部屋へ走った。


「ど……どした……？」


　柴田はまだ身体の自由が効かないようで、全裸のまま、ヨロヨロとベッドから起き上がる。


「なんか、病人みたいなんだ。浩司さん、診てあげてよ」


　柴田の表情がきりっと引き締まる。


「解った！」


　しかし頭は切り替わっても身体がついて行かず、くたくたと倒れそうになるので、江森は急いでバスローブを羽織らせる。隣の部屋まで肩を貸してやった。


　二人が隣の部屋に入ると、相変わらず青年はベッドで転げ回っている。


　バスローブを羽織った裸の若い男が「医者です」と名乗っても、普通信用されないところだが、場所も場所だしカップルの双方も取り乱して藁をもすがる思いとみえ、柴田はすんなりと迎えられる。


　ベッドに上がり、柴田は青年の顔をこちらへ向け「どこが痛むんです」と尋ねた。


「あたま……ぜんぶ」


「いつからですか」


　プロフェッショナルな様子に青年は少し安心したのか、唸るのを止め、ぐったりと横たわる。


「……あの……さっきから」


　急いで瞳孔を診るが、特に異常はない。


　二十代のクモ膜下出血はかなり稀だ。先天性の脳動脈奇形があり、それが原因で出血を起こすことはあるが……柴田は手足を動かさせてみるが、手足に麻痺はない。


「嘔気は？」


「え？」


「ムカムカして吐きそうですか？」


「ううん……」


　クモ膜下出血であれば、頭痛と同時に激しい吐き気が起こることが多い。


（クモ膜下出血（ズブアラ）じゃなさそうだな）


　少し安心したが、ホテルに入る前、景気づけに一杯やった急性アルコール中毒かもと思いつき、「何か飲みましたか？」と女性の連れに尋ねる。


「そういえば、さっきそれを……」


　予想した答えとは違い、女性が指さしたサイドテーブルには、銀色の紙のようなものが散らばっていた。江森は拾い上げると「わっ、これ、薬剤のヒートだ！」と柴田に手渡した。


（まさか……大麻とか覚醒剤じゃないだろうな）


　急いで見ると、確かに内服薬が十錠分、包装してあるヒートと呼ばれる台紙だ。一部、破ってあり、二錠分がない。


　そしてヒートには『ニトログリセリン』という薬品名が書かれていた。心臓病の薬である。


「君、心臓が悪いのか！」


　焦って柴田は青年に尋ねる。


「……ち、ちがう」


「じゃあ、なんでこの薬を飲んだんだ！」


　詰問する口調に、青年はべそをかき始めた。


「だ、だって……それ、飲むとッ、た、勃つっていうからッ」


「アホかッ！」


　状況を把握し、柴田は安堵の溜め息と同時に悪態をついた。


　江森も連れの女性もまだ理解していないので、心配そうに柴田を窺う。


「とにかく、説明の前にこの頭痛を治すことが先だ」


　江森に向かって「俺の財布、取って来てくれ」と頼んだ。


　すぐさま江森は隣の部屋へ戻り、柴田のジャケットから財布を取ってくる。


「よし、これを飲むんだ」


　柴田は最低限、痛み止めと冠拡張剤の内服薬を常に携帯している。出掛けた先で病人にいつ何時、出会うとも限らないからだ。


　財布の中から出したのは、白い顆粒状の粉薬だ。


「頭痛薬だ、この手の頭痛に良く効く」


　青年は言われるまま二包、服用し、しばらくすると表情が明るくなる。


「治ってきた」と言う。


「ふー、やれやれ」


　柴田はベッドにぺたんと腰を下ろす。きょとんとしている江森と連れの女性に、説明を始めた。


　青年が行為の前に飲んだという薬を指し、


「これ、冠拡張剤ってんだ。心臓の血管を広げるんだよ」


「ええっ、しんちゃん、心臓、悪いの？」


　女性は心配そうな声を出す。


「……ちがう……ごめん」


　青年はまた泣き声になった。


「あんた、この女の人にちゃんと説明する責任、あると思うよ。こんな人騒がせなことをして」


　柴田の厳しい指摘に、青年は起き上がって正座をすると、話し始めた。


「……俺……初めてで、失敗したく、なかったんですよ……」


　一度だけ、ファッションヘルスへ行ったことがあった。その時うまく出来なかった。そのことが常に頭にあり、


「ゆーこさんを誘えるなんて思ってなかった……ずーっと、憧れてたから……だから、どーしてもうまくやらなきゃって思って」


『ゆーこさん』と呼ばれた女性は目を丸くして、青年を見詰めている。


　大学のキャンパスで一目惚れし、一緒のサークルに入り、やっと声をかけ、何度かデートを重ね、初詣でもＯＫしてもらった。その帰りにホテルへと誘おうと決心したが……。


　いざと言うときにダメかも知れないと思うと……。


　今、話題の「男性機能回復剤」を手に入れてでも、と思い詰めた。しかし医者の処方箋がなければ手に入らず、その為に病院を受診するのは恥ずかしい。ネットで注文した友人が偽物を掴まされたと言ったのを聞いた。となるとネットは信用できない。そのほかに非合法な入手法もあるらしいが、それも勇気が出ない。


　そうこうしているうちに、父親が仕事仲間を家に招いたことがあった。そして酒が進んで猥談になった。その場にはいなかったが、居間をちょうど通り過ぎたとき。


「親父、狭心症やってて、薬、飲んでんです」


　父親が自分の飲んでいる薬を指さし「これを飲むと、アソコも元気になるんだぜ」と言ったのである。


「まー、そうなっても使い道がないけどなー」


　げらげらと笑い声が上がり、「これだ！」と思った。


　こっそり薬を持ち出して、今日の晴れ舞台に望んだという訳だった。


「ンなこったろーと思ったぜ……」


　柴田は呆れて首を振った。


　ニトログリセリンは体内で血管の壁に作用し、血管腔を広げるという薬効がある。もともと心臓の筋肉に栄養と酸素を送っている冠動脈を広げる目的の薬であるが、同様にあそこの血管も広げるのだ。いわば副作用なのだが、有名な男性機能回復剤はこの研究を応用した薬であった。


　しかし、広がるのは心臓とあそこの血管だけではない。


「あのな、脳の血管も広がるんだ」


　脳の血管が広がるとすぐ傍を通っている神経を刺激し、頭痛を起こす。


「ほら、高山病になると頭痛が起こるだろ？　それと同じなんだ」


　個人差はあるが、ニトログリセリンを服用したあと、flashingといってひどい頭痛が起こることもある。先程の青年の頭痛はそれだったのだ。


「ごめんなさい……」


　青年は消え入るような声で許しを請う。「ゆーこ」と呼ばれた女性は、すっかり気が抜けた様子で、床にペタンと座った。


「ゆーこさん、嫌わないで下さい、俺、失敗したくなくて……」


　気の弱そうな顔の青年が、年上らしい女性に平謝りする様を見て、江森はちょっと気の毒になった。『うまくいかなかったら』という恐怖は、男性である自分には良く解る。


「まぁ、命に別状なかったんだしィ、運、よかったですよ、お医者さんが隣にいて、ね？」


　執り成すように喋りかけた江森に、女性はやっと笑みを見せた。


「そうねぇ……こっから救急車で運び出されるよりは、ましかもね」


　立ち上がると、きびきびした動作で青年の傍へ行き、世話を焼き始める。


「とにかくもう、帰りましょ。また具合が悪くなったら大変だから」


「ゆーこさーん、嫌わないで下さーい」


「大丈夫よ、しんちゃん」


　母性本能を刺激されたとみえる。二人でいちゃいちゃし始めた。


　江森と柴田は顔を見合わせ、早々にその場を引き揚げた。





　自分達の部屋に戻ると、江森は「ヤレヤレ」と溜め息をついた。


「せっかくいいところだったのにさぁ」


　柴田も複雑な表情で、バスローブの紐を締め直すと、ベッドの端に腰を下ろした。


　火照っていた身体はすでに鎮まり、今さらながらラブホテルの一室にいるのが恥ずかしくなっている。


（これから続きってのもな……）


　そんな柴田の心境の変化に気づかず、江森は「でもまぁ、よかったよね」とにっこりした。


「え？　よかった？」


「あの二人のこと」


　江森はニコニコしながら冷蔵庫からポカリを出すと、柴田に持って来る。


「僕さぁ、あの男の子、頭、痛いって言ってたからさ、親父と同じ病気なのかと思って、心配しちゃったもの。ホント、なんでもなくてよかったねー」


　しみじみと言う江森に柴田は江森の父の死因を思い出し、胸が熱くなった。傍に来た江森の腕を取って引き寄せる。


「浩司さん、なぁに？」


「……お前、優しーな……」


　先程の官能の嵐とは違う、身体の奥からほんのりと暖かく甘いものが上ってくる。


（五月……愛してる）


　この優しい恋人を心の底から求めている……。


「お前が……欲しい」


　柴田は頬を染めながらも、江森の顔を正面から捕らえ、はっきりと言った。


「浩司さん！」


　江森は柴田を抱き寄せベッドへと横たえる。瞬間、チリリと鈴が鳴り、


「あっ」


　二人とも思い出す。


「つけっぱなしだったんだー」


「忘れてた！」


　そういえばあの騒ぎの中でも、確かに鳴っていたっけ……。


「ま、あの二人はそれどころじゃなかったから、気が付かれなかったと思うけどな」


「でもさぁ……」


　江森はバスローブの合わせ目から手を忍ばせ、根元の鈴をチリチリともてあそんだ。


「なんか、すっごくヤラシーね、浩司さんのココにずっと鈴が付いてたなんて想像するとさぁ」


「バカッ、お前が付けたんじゃねーかよッ」


　頬を膨らませる柴田を、江森は目を細めて見詰める。


（ホント、この人って……すっごくカッコ良くって、すっごくカワイイ！）


　柴田と付き合っていると、さまざまな事件に巻き込まれ、冒険人生になったと思っていた。こないだの六本木みたいのはそうしょっちゅうあっては困るが、今日みたいな人助けだったら毎日でもＯＫだ。


「愛してる……さっきの続きから、しようね？」


　自分の下に組み敷くと、そっと抱き締める。


「今年初めてだもん、うんと優しくするからね？」


　柴田の首筋に唇を這わせながら囁く。


「五月……」


　そう、今年初めてのエッチ。そして今年だけではない、来年も再来年も。


　毎年初めてのエッチをして……。


　胸が裂けそうなほどの幸福感の中、一番柴田が望んでいる言葉が耳に届いた。


「僕たち、いつまでも一緒だよ」




終わり　　












恋人たちのお正月ＭＡＸ
















　新しい年の二日目。


　貴重な休みを惰眠で潰すわけもない男がここに一人。


「ねえねえ、浩司さーん」


　隣に寝ている愛しい男に江森は手を伸ばす。


　いつもなら普段寝不足の恋人を気遣って、起きるまで待っているのだが、休みの二日目、そして患者の容態が悪くなったと緊急呼び出しでもない限り、明日も休めるのだから、今日ぐらいは無理矢理起こしてヤッてもいいだろう、との判断だ。


　だが一つ忘れていることがあった。


　ねえねえ、と肩を揺すり、こちらへと向ける。


「ううんん……な、なに」


「ねえねえ、浩司さんー、ヤろう？　ね？」


　耳元でなるべく甘く囁いた、その時。


「なんだよッ、あっち、行けよッ」


　酷く機嫌の悪い声が帰り、それだけでなく、思いっきり向こう脛を蹴られた。もちろん、布団の中でのこと、さほどのダメージはなかったものの、「いったいー」と江森は叫んでしまった。


「うるせーよ、俺、眠い！」


　再び不機嫌な声が上がり、がばと背中を向けられた。


　ラブラブ、あつあつの恋人同士にもかかわらず、このそっけない態度には理由がある。


「あーあ、もう、浩司さん、寝起き、悪いからなあ……」


　そう、柴田の寝起きの悪さは定評がある。


　それでも朝いちのえっちは恋人たちの定番じゃないか、などとぶつぶつ言いながらも、この程度で諦める江森ではないのだった。


（作戦変更だよ）


　頭を布団の中に入れると、目の前にあるすべすべの背中に指を這わせた。もちろん昨夜はゆっくり愛し合ったので、柴田は裸のままだ。


　肩胛骨の間に口づけ、その間に指は腰骨を愛撫する。女のような柔らかさはないが、しっとりと指に吸い付き、張りがある肌は江森のお気に入りだ。


「あ……くすぐったいってばッ」


　文句を言う口調はさっきほど怒っていないようだ。江森は自信を付けて手を腹部へと回した。


　おなかの筋はしっかり六つに割れていて、まんなかの線に従って下へと指を進める。小さな窪みに到達すると、こね回した。


「あッ、そ……こ、だ……め」


　びくんびくんと抱いている身体が跳ねる。


　ここは弱点の一つなのだ。人差し指でこねながら大きな掌を広げると、もう露を先端に宿した硬いものに触れた。


「浩司さん、そろそろ降参しない？」


「バ、バカ……」


　言いながらも柴田は江森の手に自分の手を重ねてきた。


（くーっ、可愛い……）


　攻撃開始、と抱える腕に力を込めたその瞬間。


　枕元の携帯から着メロが鳴り渡る。


「なんだよ、もう」


　柴田の腹から手を離し、その手で携帯を掴む。


「うそ、またかよー」


　液晶にあるのは「渡辺（わたなべ）公平（こうへい）」の名だった。


「うううう」


　ここで出なければ、あいつのことだ、何度もかけてくるだろう。


　そして電源を切れば。


「先輩ー、朝、かけたら電源入ってませんでしたけど、それってやっぱ、朝えっちしてたんですかあ？　いいなー、らぶらぶでー、ボクもしたいっすー」などと時と場をわきまえずに言うに違いないのだ。というか、言われたことが実際あった。


　渡辺公平、お邪魔虫、相手にしたくないのだが、相手にしたほうが一番おとなしくてまし、ということを悟った江森である。


「ううう」ともう一度唸りながら、受信ボタンに触れた。


〈せんぱーい、あけおめー、ことよろー、いまそこー〉


「渡辺君、初めの二つは解るけど、最後のはなに？」


〈今、そこまで来てるってことですよー、オートロック、解除してくださいよー〉


　やっぱり、と江森はがっくりした。最悪の事態だ。


　携帯をヘッドレストに戻すと、潤んだ目でこちらを見ている柴田を見下ろした。


「浩司さん……またあいつだよ……」


「う」


　渡辺公平、今や柴田にとっては微妙な存在だ。初めは江森を間に緊張関係にあったのだが、いつのまにか慕われている。「襲われる」や「狙われる」ことはしょっちゅうだが、男に慕われる、という経験はなく、どう扱ったらいいか判らない。嫌われるよりは慕われるほうがましなので、冷淡にも出来ない。それが江森の大事な後輩ならなおのこと。


　なんとか笑顔を作って「あがってもらえよ」と言った。


「ええっ、浩司さん、まじ？」


「だって、新年の挨拶に来たんだろう？　普通そうするだろうが」


「そ、そう言えばそうだね」


　邪魔しに来た、という思いしかなかった江森は、頭をかいた。


「うわ、浩司さん、珍しく普通ー。社会性ありー」


「つーか、普通だろ」


　はあー、と溜息をついて柴田はあたりを見回した。


「俺のパンツ、どこだよ」


　いつもえっちの前、江森は柴田を裸にするのだが、そのさい、たいがい目的に夢中で、脱がせたパジャマや下着をそのへんに放り投げる。特にブリーフともなると最後の一枚、しかもビキニで小さいので、朝になって探すのが大変なのだった。


　それもあって、ことが終わってからそのまま寝てしまうことが多い。


　一方江森のほうは、柴田の身体を拭いてやったりしたついでに自分はきちんとパジャマを着て寝るのであった。


　江森はパジャマ姿でベッドから下りると、辺りを探し回る。ベッドの下ものぞき込んだ。


「下にはないや。じゃあ、シーツの下かな？　布団の間とか？」


「それより、渡辺君の応対しろよ。俺、自分で探してるから」


「じゃあ、見つかったらすぐ、シャワー、浴びるんだよ？　匂い、残しちゃ駄目だよ？」


　注意を与えると、江森は急いでデニムとトレーナーに着替える。


　マンションのドアを開けると、キルティングの白いダウンを着た渡辺が大きな段ボール箱の載ったカートを引っ張りながらこちらへやってくるところだった。てっぺんにはリボンのかかった綺麗な包装紙の箱も載っている。


「渡辺君、なんだよ、その荷物！　まさか……」


　うちに泊まるつもりじゃないだろうね、と江森は息を呑む。


「あけおめー、ことよろー、せんぱいー」


「それはさっきもう聞いたよ」


　慌てて江森は渡辺を引っ張り込む。カートを持ち上げようとしたが、異様に重い。


「なんだい、これ？」


「あっ、これ、うちからの差し入れですー。お袋が持ってけって」


　渡辺はリボンのかかった箱をカートに残すと、江森の手を借りて、段ボール箱をキッチンに運び込んだ。いそいそと箱を開け始める。


　中には発泡スチロールの箱がもう一つ入っており、その隙間にはサトイモにジャガイモ、大根、にんじん、そして白菜などの野菜とともに餅も詰められていた。


「こっちはなに？」


「見てくださいよー」


　得意げに渡辺は発泡スチロールの蓋を開けた。


「すごい、美味しそう！」


　大きなアワビにトコブシ、伊勢エビ、それに金目鯛と海の幸のオンパレードだ。


「そういえば、渡辺君って、館山だっけ、地元の？」


「はい、うちの親父がくれたんす」


「え、君のお父さんて、漁師さんなの？」


　この軟弱な男が漁師の息子とは、と江森は目を剥いた。


「やだなー、まさかー。親父、組合の事務っすよ。けど、港で直に買えますからねー」


　渡辺はまめまめしく食料品の峻別を始める。


「先輩、今夜は鍋にしましょうね？　あ、トコブシは煮付けろってお袋が。ボク、やったげましょうか？　最近、先輩もお料理できるようになったんでしたよね？　先輩に任せても大丈夫かなあ」


「ちょ、ちょっと、僕だって出来るよ」


　答えた瞬間、前半部の重要性に気がついた。


（今夜は鍋？　てことは、夜まで居座るってつもりなのか？）


　それだけは阻止せねば。「渡辺君」と怖い声を出した。


　渡辺は「なんすか？」と冷蔵庫の扉を閉めながら振り返る。


「あ、あけおめ、ことよろ、Ｉ　ＬＯＶＥ　ＹＯＵ！」


　渡辺の視線は江森を通り越して、キッチンの入り口に向かっている。シャワーをすませた柴田が立っていて、渡辺は柴田に言ったのだった。


「な、なんだ、それ？」


　若者言葉には無縁の柴田である。


「くーっ、これが柴田先生じゃなかったら、ＫＹとか言われちゃうんだろうけど、柴田先生ってそこがいいんすよね！」


「だからそれも判らないんだけど」


「ていうか、最後のはなんの略だよ」と江森は突っ込む。


「やだなー、まんまですよ。さ、お餅でも焼きましょうか？」


「うん、頼む」


　柴田はリビングへと戻っていく。江森は慌てて後を追った。


「浩司さん、困ったことになったよ」


「え、餅、焼くの、駄目なのか？」


「じゃなくって、渡辺君、野菜や伊勢エビや、金目鯛を持ってきてくれたんだけど」


「それって困るのか？」


　柴田は首を傾げる。


「ただでもらうのは悪いから、あとでちゃんとお礼をすればいいじゃないか」


「じゃなくって、今夜、鍋にするんだって」


　すると柴田はにっこりと笑う。


「え、鍋？　すげーいいじゃないか」


「けど渡辺君も一緒なんだよ？」


「それ、あたりまえだろ。困るのか？」


　はあ？　と江森は柴田の顔をまじまじと見た。


　この間、日曜日に渡辺が来たとき、やっぱり二人だけがいいと柴田も言っていた。それに猫舌の柴田は今まであまり鍋を食べようなどと自分から言ったことはない。


　だから鍋一般が嫌いなのかと思っていたのだ。


「えっ、浩司さん、お鍋、やりたいの？」


「だって、鍋って二人じゃつまんないだろ？　三人のほうが、鍋を囲むって感じじゃないか」


　まあ、そうだけど、と江森はうなずく。


「俺さあ、年末年始に誰かと鍋囲むってあんまりなかったもの。相沢ンとこに招かれたことはあったけど。相沢が薫ちゃんと付き合いだしてからは、正月は邪魔しちゃいけないって、一人でいたし」


　心底嬉しそうな柴田の表情に、江森は納得しつつも少しばかり胸が痛んだ。


（だよね……僕はもう浩司さんの家族なんだ。浩司さんが楽しく過ごせるよう努力しちゃいけないのに）


　そう、柴田の言う通り、いつも一緒の二人なのだから、これからは特別なときには友人を招いて、うんと賑やかにすごそう。


　江森はそっと柴田の肩を抱き寄せる。


「そうだね、沢山お客さんが来るような家庭にしようね」


「せんぱーい、お餅、安倍川にします？　それとも醤油？　あっ、いいとこ邪魔しちゃいましたかあ？」


　江森は顔を引きつらせながら渡辺を振り返るのだった。


（やっぱ、お邪魔虫だよ……）






　そしてお邪魔虫はここにも一匹。


「正月に一人は何ともわびしいからね。家族がいるっていいものだなあ」


　木田博基は黙って眼鏡の蔓に手をやり、かけ直す。


　この仕草は見慣れている。怒っているか、緊張しているかのどちらかなのだ。繊細な美貌には影が差し、切れ長の目に怒りが宿った。


　小早川哲雄は慌てて「お義兄（にい）さん、尋ねてくるときには前もって言ってくださいよ」と木田の肩越しに声をかけた。


　マンションの戸口に立っているのは、木田とうり二つと言っていい、美しい男性だ。


「そうだなあ、ベッドでセックスの真っ最中、と言うこともあり得るからね、ホモのカップルではね」


　木田の二番目の兄・政基（まさき）は黒いカシミヤのロングコートを着込み、黄色いデンツの革手袋を嵌めていて、ゆっくりとその手袋を脱いだ。ほっそりとした指が現れ、仕草が妙に色っぽく、小早川は「とにかく早く入ってください」と言ったが、動揺してしまった。


「まあな、戸口でホモとか口走られては適わないからな。近所には知られたくないのだろう？」


「お義兄（にい）さんが自分で言ったんでしょう」


　木田はさっときびすを返し、どんどんと中へ入っていく。


　政基はゆっくりとコートを脱ぎ、小早川に手渡した。


「は？」


「僕は君の義兄にしてお客さんだろう？」


　やれやれと首を振りながら、小早川はコートを玄関のクロークにかけた。がっしりとした体格に彫りの深い顔は、やや濃い二枚目なのだが、自信に満ちあふれているときより困ったときの顔のほうが可愛らしいと女性たちには人気がある。今も勤務先のナースがいれば、大評判になるに違いない、というほど、表情は困惑しきっていた。


「お義兄さん」


　小早川は呼んでみる。


「こっちだ、哲雄君。お茶でも淹れてくれないか」


　政基はリビングのソファにくつろいでいる。キッチンから漂ってくる香りに目を細めた。


「いい香りだな、やっぱり雑煮は故郷の味が一番だ。博基、お前のは叔母さんの味に似ているよ。前付き合っていた男は、関西出身だったので、正月になるとギャップを感じたものだ」


　小早川はロウテーブルでお茶を淹れながら、「今の恋人は？」と尋ねた。


「いやなことを訊くな。いれば君たちの所などへは来ないよ」


「いないんですか？」


　政基は湯飲みを受け取ると片目を瞑った。


「そうじゃない。だが正月を一緒に過ごせない関係と言えば十分だろう？」


（う……不倫か）


　それ以上の会話を中止し、急いでリビングからキッチンへと向かう。


　木田がこわばった顔で出来上がったばかりのお雑煮を塗り椀に取り分けていた。


「そんな恐い顔をするなよ」


　小早川はそばへ行って木田のほっぺたをつつく。


「わかっている。政兄は僕を困らせて楽しんでいるんだ。だから僕が冷静でいれば、そのうち飽きてかまわなくなるってことは」


「そんな悪い性格じゃないと思うぞ？　ほんとに寂しくて来たのかも知れないじゃないか」


「どうかな、まあいい、せっかくの食事を自分から不味くすることはない」


「お、成長したんじゃないか？」


　小早川の軽口に、木田は少しだけ笑みを見せた。


　一緒に盛りつけを手伝いながら、ふと小早川は笑いを漏らす。


「なんだ、哲雄？」


　何がおかしい、と木田はむっとした顔になる。


「いや、正月ってこれだな、と思ってな。俺の姉ちゃんと兄ちゃんはもう家庭を持っているんだが、ときどきは実家に帰ってくるだろう？　そこでよく盆暮れ正月はたまらない、って聞かされたよ」


「忙しいからか？」


「というか、親族が集まる機会だろう？　嫌みな小姑やら小うるさい伯父叔母やらもね。よく愚痴をこぼされたよ」


　小早川は木田のそばに寄って囁いた。


「仕方がない、家庭を持つってことはそういうデメリットも我慢しなくちゃならないんだなあ」


「家庭、か」


　木田は小早川の分厚い胸に身体を預ける。


「おい、博基、メシはまだか？」


　政基の声に木田は慌てて小早川の身体を押しやる。ちっと舌打ちした。


「まあ、いいだろう。今日一日は我慢してやる」


　そうそう、機嫌良くしてくれよ、今夜もお預けを食らいたくないからな。小早川は心の中で呟いた。





（終わり）　　
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